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三重県の中央部を流れる雲出川の流域は、現在では津市・久居市・一志郡および

松阪市の一部を含みますが、かつては大きく一志郡とされていた地域であります。

この一志郡は、著名な三重県下の歴史上でも特徴的な文化を担った地域で、重要な

遺跡が数多く所在するところです。弥生時代の稲作文化がまず受け入れられたのが

この地域と考えられますし、古墳時代前期において前方後方墳が集中する地域でも

あります。また、古代律令期における中央的な文化が伊勢に受け入れられる状況を

考えるうえでも、この地域の動向は非常に重要です。

今回発掘調査を行いました堀田遺跡は、雲出川の支流中村川が雲出川へと合流す

る付近にあたる遺跡で、現在の一志郡嬉野町地内にあたります。嬉野町は三重県内

でも屈指の遺跡密集地域でありますが、この堀田遺跡付近はとくにそれが顕著です。

付近はとくに筒野 1号墳や天花寺山丘陵内の数多くの古墳をはじめ、律令期の一志

郡家がこの付近に想定され、また天花寺廃寺・一志廃寺・中谷廃寺などの古代寺院

が密集する地域でもあります。また戦国時代では、織田信長軍と北畠具教・具房軍

が激突した天花寺城跡があります。このように、堀田遺跡周辺は、様々な時代に頻

繁に地域史の表舞台に立ったところといえるでしょう。

堀田遺跡の調査は、これまで 5次にわたって行われており、今年度にも第 6次調

査を行ったところです。今回は県道改良工事に伴う一連の調査である 3・4・5次

分をまとめて報告します。古墳時代と飛鳥・奈良時代を中心とした土器類にはとく

に見るべきものが多く、貴重な歴史資料となりました。このような貴重な成果の影

には、開発による遺跡の部分的な消滅という残念なことがありますが、ここで得た

成果を迅速かつ明確なかたちで、県民の皆様はもとより全国的に向けて、三重県が

いにしえに育んだ重要な文化を公表していきたいと考えます。

発掘調査にあたっては、地元嬉野町および近隣在住の方々をはじめ、嬉野町教育

委員会、県土整備部道路整備課・津地方県民局津建設部から多大な御協力とともに

暖かい御配慮を頂くことができました。文末とはなりましたが、各位の誠意ある御

対応に、心からの御礼を申し上げます。

2 0 0 2年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長桂川 哲
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本書は、三重県一志郡嬉野町宮古字築山ほかに所在する堀田遺跡の、第 3・4・5次発掘調査にかかる報告書で

ある。

調査は、主要地方道松坂一志線緊急地方道路整備事業に伴い、緊急発掘調査を実施したものである。調査は、平

成 7年度（第 3次）、平成11年度（第 4次）、平成12年度（第 5次）の 3ヶ年で行った。

発掘調査は、次のような体制で行った。

調査主体

調在担当

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター

く第 3次＞

く第 4次＞

く第 5次＞

主事

技師

中川

中川

明

伊藤裕偉

（調査第一課）

技師 西村美幸

技術補助員

技術補助員 山田康博

泊辺ー機
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主事

調査にかかる費用は、執行委任を受けて三重県県上整備部が全額負担している。

明 技術補助員 泊辺ー機

当報告書の作成業務は三重県埋蔵文化財センター調在第一課及び資料普及グループが行った。遺構写真は各調

査次の担当者がそれぞれ撮影し、遺物写真は中川・伊藤・萩原義彦が撮影した。報文の執籠は、中）II・ 伊藤・泊辺

が分担して行い、文末・目次などに明記した。全体の絹集は、調査第一課主査兼第二係長野原宏司（平成 13年度）

の調整のもと伊藤が行った。
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第3次調査については、すでに『堀田遺跡第 3次発掘調査概報」 (1996年三重県埋蔵文化財センター） を刊行し
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ているが、今匝の報告をもって正式報告とする。なお、第 3次調査の遺構と木製品については、概報をもって正式

報告とする。

調査にあたっては、津市・久居市・嬉野町在住の各位、嬉野町教育委員会、および県土整備部道路整備課・津地

方県民局久居建設部から多大な協力を受けたことを明記する。

報告書作成にあたっては、以下の各氏から有益なご教示等を頂いている。記して感謝いたしたい。

青木哲哉（立命館大学）、赤塚次郎（愛知県埋蔵文化財センター）、泉

史編さん室）、金原正明（天理大学）、小林 秀（三重県史編さん室）

雄＝（斎宮歴史博物館）上村安生（三重県

田ロ一郎（群馬県箕輪町教育委員会）、林部

均（奈良県立橿原考古学研究所）、樋上 昇（愛知県埋蔵文化財センター）、水橋公恵（斎宮歴史博物館）、山中 章

，
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（三重大学）、和気清章（嬉野町教育委員会）

当地は国土座標第VI系に属する。挿図の方位は全て座標北で示している。なお、磁針方位は西偏6゚40'、真北方位

は西偏〇゚ 17'34"(平成10年）である。

当報告書での遺物は、調壺次数毎で通番とした。挿図と写真図版の遺物番号は次数毎での実測図の番号と対応

している。写真図版は、特に断らない限り縮尺不同である。

当報告書での用語は、以下の通り統一した。

つき・・・・・・・・・・ 「杯」があるが、 「杯」 を用いた。

わん・・・・・・・・・・ 「椀」 「碗」 「廃」があるが、 「椀」 を用いた。

当報告書での遺構は、調査次数に関係なく通番となっている。また、番号の頭には、見た目の性格によって以下

の略記号を付けた。

SA・・・・柱列 SB・・・・掘立柱建物 SD・・ ・・溝・流路 SK・・・・ 土坑 SR・・・・流路

sz・・・・落ち込み など pit・・・・ピット、柱穴

13 本書で報告した記録および出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。

14 スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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調査に至る経緯

主要地方道松阪一志線は松阪市南部域から一志町、

嬉野町を経由して久居市へ縦貰する通勤者利用の幹線

道路である。近年の交通渋滞の増加と目的地への時間

短縮のため、またこれらの弊害として起こってきた地

域住民に対する交通事情の悪化から緊急改良工事が実

施されることになった。この改良工事の実施区域が堀

田遺跡の範囲内に重複し、遺跡の保存が危ぶまれてき

たため、当センターが事前の発掘調査をここ数年間実

施してきた。その調査結果をふまえて本年も、緊急発

掘調査を実施した。当路線に関係するかつての発掘調

査の履歴は第 3-5次の 3回を数える。

堀田遺跡ではじめて調査がなされたのは、昭和53年

のほ場整備事業に伴う試掘調査で、同年11月から12月

にかけて行われた。面積は236面である。調査の結果、

土坑、溝、柱穴等を確認した。遺物は軒丸瓦・平瓦や

暗文土師器が出土した。この結呆と分布調査結果を受

けて農林水産商工部と担当課と3者協議を行った。こ

の協議により昭和56年度に実施したのが、第2次の発

掘調査である。ただ、この調査は遺跡の範囲確認調査

を兼ねており、制約あるなかでトレンチとテストピッ

トによる調査方法をとった。

第3-5次の発掘調査は、県道の拡幅工事に先立つ

発掘調査であり、今回の報告対象である。第3次調査

は平成7年10月3日～平成8年2月9日に実施し、調査面

積は1,500面である。この調査は上・下層2面を掘削

し、古墳時代の流路および井堰と土坑や飛鳥～奈良時

代の流路等を確認した。

第4次調査は平成11年10月18日～同年11月22日に実

施し、調査面積は850面である。この調査では第3次

調査に連続する流路を確認している。

第5次調査は平成12年10月18日-12月4日に実施し

ており、面積は600面である。である。奈良時代の掘

立柱建物、流路及び杭列、土坑を検出した。流路につ

いては 4次調査区から連続するものが確認できた。

なお、県道松阪一志線の改良工事に伴う堀田遺跡の

発掘調査は、平成14年度も実施しており（第6次）、

この事業にかかる調査がようやく終結することとな

った。

この間、平成8年11月にも農道改良に伴う試掘調査

を実施した。この調査では、平安時代の土師器・須

恵器、中世の山茶椀・施釉陶器などが出土している。

2
 

調査の経過と方法

(1) 調査区の設定

第3次 ・4次 ・5次調査区ともに県道のセンターラ

イン（南北方向）とほぽ平行に落としたラインを基軸

とし、東西、南北に各4mのメッシュを区切った。こ

の基軸を使用し、第3次は西から東へのアルファベッ

トのA~Dを、北から南へは数字の1~26を割り振っ

た。隣合せの4・5次調査区は西から東ヘアルファベ

ットの z~eを、北から南へ数字の1~24を割り振っ

た。それらの組み合わせで各グリッドを呼称した。し

たがって、グリッ・ドの設定については、第4・5次調

査区は同一基準で、第3次調壺区は別基準で行ってい

ることになる。なお、このグリッド設定は任意であ

り、国土座標との対応はない。

(2)掘削の方法

掘削は表土及び一部の包含層掘削を重機で行い、

それ以下の遺構掘削は人力で行っている。

(3)調査の方法

調査は、調査区が狭まり、しかも湧水に看まわれる

箇所から着手し、排水管理を行き届かせて後、遺構検

出にあたった。一部は北半、南半と分割し、移行し

ながら調査を進めた。

(4) 図面作成について

3次調査は遺構平面図を縮尺1/50で作成し、断面図

は1/20で作成した。 4次調査では平面図と断面図を

1/20で作成した。 5次調査の土層断面は4次調査区か

ら連続する南壁と単独の西壁で観察し1/20で作成し

た。また、個別遺構のうち重要なものについては、それぞ

れ1/10あるいは1/20で作図を行ったものもある。

(5)遺構写真について

調査区全景と主な遺構写真を 6X9ウィスタカメ
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ラ、 6X6ペンタックス、および35 mmニコンカメラ

を使用した。フィルムは、モノクロはネオパンss、ブ

ローニーカラーはPROVIA II、35mmカラーリバーサル

はSENSIAIIである。

［調査日誌（抄）］

く第 3次＞平成 7年

9月27日 表土掘削予定、調査計画の打ち合わせ。

事業担当課の久居土木•藤田組・埋文と

で3者協議。

10月3日 重機による表土掘削。砂層中に溝、土坑

等を検出。土師器甕、山茶椀出土。

10月4日 発電機、ベルコン等設置。

10月9日 安全対策。表土掘削、中央部まで終了。

基準杭設定。

10月11日 人力掘削開始。南側の 25列グリッドか

ら古銭出土。

10月16日 23-20列グリッドの遺構検出。包含層よ

り石鏃、瓦、須恵器杯身出土。

10月23日 17,....., 19列で重機掘削開始。南側の溝掘削。

10月25日 北半部の重機掘削続行。

11月1日 17-16列のPit掘削。遺物出土状況写真

撮影。

11月8日 上層遺構検出面までの調査区東壁土層断

面図作成。

11月14日 22列トレンチ掘削。下層から木製品（垂

木・杭・槽）、古式土師器出土。

11月16日 13------12列掘削。溝肩で杭列を検出。

11月21日 西村・山田康弘で 23-17列の遺構を平

板測量。

11月22日 調査区南半部清掃。 6X7ペンタで全景

写真撮影。

11月30日 下層南壁の土層断面図作成。

12月1日 上層の溝を完掘。井戸の断ち割り実施。

12月4日 ベルコン撤去。調査区北半部、全景写

真撮影。

12月5日 北半部の遺構を平板測量（中川・山田）。

12月14日 1s~19列グリッド掘削。溝から木製品

出土、出土地点をカードに記録。

12月18日 17-18列グリッド掘削。東壁から中州

状の地山を検出。木製品の地点を平板

測量。
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12月26日 重機による埋め戻し。（北半部のみ）

平成 8年

1月5日 下層の溝掘削再開。粘土層までで止める。

1月9日 11列トレンチ掘削完了。土層図作成。

木製品の取り上げ、水槽ヘ一時保管。

1月16日 下層溝の木製品の平板測量。円筒埴輪出

土。

1月22日 立命館大学青木哲哉氏来訪、 現地土層

観察、分析。

1月30日 木製品の取り上げ。発掘用具片付け。調

査区北半部の全景写真撮影J乍業員終了。

2月2日 下層溝の重機による下層確認。

2月6日 下層東壁、土層断面図作成。

2月8日 下層溝の層序確認。

2月9日 土層断面図の補足、現地調査終了。

く第 4次＞平成11年

10月18日 重機による表土掘削。東側溝から布留甕

出土。

10月20-22日 表土掘削続行。ダンプで搬送。

10月25日 作業員の人力掘削開始。流路SD41を検

出。水田？検出。

10月26日 S D42検出。水田上層に洪水痕を確認。

11月2日 S D42から S字甕多数出土。 13ラインま

で検出終了。

11月5日 SD413層から須恵器出土。北半部の掘

削ほぼ終了。

11月8日 S D55を検出。 SD42の遺構実測、遺

物取り上げ。

11月11日 南半部の遺構掘削。清掃。掘削作業終

了。東壁土層断面図作成。

11月16日 発掘用具片づけ、現地作業終了。土層断

面図作成続行。

11月17日-19日遺構実測。 SD41、杭列 1・2を

1/20で作成。

11月22日 レベル測量。流路の確認。道具撤収。現

地調査終了。

く第 5次＞平成12年

10月18日 一部重機で表土掘削、東壁湧水のため

補強する。

10月19日 北端の黒褐色土層を重機掘削。土師器、

須恵器出土。



10月23日 調査区水没。トイレ、テント設営。 3. 文化財保護法等による諸通知

10月26日 表土掘削 2日目続行。地区杭設定。 文化財保護法（以下、法）等にかかる諸通知は、

10月27日 地区杭設定続行。一部崩落が予想される 以下により行っている。

ため土層断面図作成。 ［第 3次］

11月2日 排水管理。掘削予定打ち合わせ。川合、 ・法第57条の 3第 1項（文化庁長官あて）

清水研修員測量研修。 平成 7年7月20日付け、道建第 825号（県知事通

11月6日 作業員14名で包含層掘削開始。 21グリ 知

ッドまで終了。ベルトコンベア設営。 ・法第98条の 2第1項（文化庁長官あて）

11月7日 南北方向の大溝、柱列検出。 平成 7年9月1日付け、教文第1710号（県教育長

11月8日 南側調壺区で溝、 3条を検出。 通知）

北側で落ち込み部分を掘削開始。 ・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（久居警

11月9日 遺構掘削開始。柱列は 4X2間以上の掘 察署長あて）

立柱建物と想定。 平成 8年3月18日付け、教文第18-17号（県教育

11月13日 溝 2条を掘削。大溝の護岸に杭列確認。 長通知）

11月14日 溝を清掃後写真撮影。 ［第 4次］

11月15日 調査区拡張し、重機で包含層掘削。 ・法第57条の 3第1項（文化庁長官あて）

11月16日 遺構平面図作成準備。紙配り図 (11枚） 平成7年7月20日付け、道建第825号（県知事通知）

を作成。 ・法第98条の 2第 1項（文化庁長官あて）

11月21日 遺構平面図 5枚を作成完了。レベル終 平成11年11月30日付け、教生第1244号（県教育長

了。 通知）

11月22日 杭列北側部分から土坑を検出。土師器高 ・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（久居警

杯他を確認。 察署長あて）

11月24日 掘立柱建物（検出）及び土坑の完掘写真 平成12年3月9日付け、教生第4-59号（県教育長

撮影。 通知）

11月27日 調査区全景、遺構別写真撮影。発掘用具 ［第 5次］

片付け。掘立柱建物（掘形）掘削完了。 ・法に基づく三重県文化財保護条例第48条第 1項

平面図作成。 （県教育長あて）

11月29日 平面図作成 (8枚）続行。掘立柱建物各 平成12年10月19日付け道整第236号（県知事通知）

柱穴の断ち割り。土層断面を写真撮影。 ・法第58条の 2第 1項（県教育長あて）

ベルトコンベア、発電機他を回送。 平成12年10月20日付け教埋第237号

12月1日 杭列断面図作成後各杭を取り上げ。 ・遺失物法による文化財発見・届出通知（久居警察

土層断面図作成、補足終了。 署長あて）

12月4日 下層確認のため、重機掘削。 5次調査終 平成13年1月19日付け教生第 229-11号（県教育長

了。 (2地点とも遺構遺物ともになし） 通知）

JR付近の試掘調査実施。

なお、第 3次-5次調査は嬉野町、一志町、三雲

町、津市在住の方々の協力を得た。
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II 堀田遺跡とその周辺環境

1 堀田遺跡の位置 今回の堀田遺跡で確認された灌漑施設などは、こ

堀田遺跡 (fig. 1ー①、以下遺跡は番号のみ表

記）は、一志郡嬉野町宮古字築山・堀田ほかに所在

する遺跡群である。嬉野町と一志町の境目にあたる、

通称「小鳥山」山塊から東方へ派生する低丘陵の北

東裾部で、一志郡各所の最奥部を水源とする雲出川

と、その支流で嬉野町の最奥部から流れ出る中村川

とが合流する地点付近の標高約10mの低位段丘上で

ある。つまり、当遺跡は中村川の下流域であるとと

もに、雲出川が下流域にさしかかる地点である。雲

出川は、旧伊勢国（以下、「伊勢」と表記）のほぽ

中央部を流れる河川で、この川を遡れば、青山峠を

経て旧伊賀国へと至る。

一志郡は伊勢のなかでもとくに重要な遺跡が数多

く認められるところである。堀田遺跡周辺の歴史的
(1) 

環境については別に詳述しているので、ここでは、

堀田遺跡の中心的な時期である古墳時代と飛鳥・奈

良時代の歴史的状況を中心に概観する。

2 古墳時代の堀田遺跡周辺

中村川流域は、古墳時代前期の前方後方墳が 4

基以上築造されるという極めて特徴的な様相を示す

地域である。堀田遺跡近隣では、当遺跡の南西にあ

る通称天花寺丘陵で古墳時代前期から継続的に古墳

群が形成されており、前期に相当する西野古墳群②

や、前期から中期前葉に相当する片野池古墳群③な

どがある。天花寺丘陵の南支脈には、全長約40mの
(2) 

前方後方墳である筒野 1号墳④が立地する。

天花寺丘陵内には以後、馬ノ瀬古墳群⑤ ・小谷古

墳群⑥ ・ 清水谷古墳群⑦などの中～後期にかけての

群集墳が形成され続け、濃密な古墳分布を示してい

る。直径約 20mの小規模円墳である小谷 13号墳か

らは、三角板鋲留短甲や鉄製武器・エ具類などの優
(3) 

秀な副葬品が出土した。これまでに調査された西

野・片野池古墳群などの資料から、天花寺丘陵内で

は古墳時代を通じてかなりの基盤を有した勢力が造

墓活動を行っていたことが判明しつつある。
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れら堀田遺跡近隣に築かれた古墳との関連でも注目

できる。これは、前方後方墳である西山 1号墳⑧と、
(4) 

その麓に形成された片部遺跡⑨で確認された大規模

灌漑施設との関係にも窺うことができる。

3 飛鳥・奈良時代の堀田遺跡周辺
(5) 

10世紀前葉頃に成立した「倭名類緊抄」には、

-(壱）志郡内の郷として「八太・日置• 島抜・ 民

太・神戸・須可・小川・呉部・宕野・餘戸」が見え、

郷名ではない「神戸」と「余部」を除くと、一志郡

には 8つの郷が存在していたことになる。現在の地

名から現地比定の可能な郷を見ると、「八太」が一

志町八太、「日置」が一志町日置、「島抜」が津市雲

出島貰町、「民太」が松阪市美濃田町、「須賀」が嬉

野町須賀となる。堀田遺跡遺跡付近は八太郷か、あ

るいは、小川郷が嬉野町中川付近に比定できるとす

れば、小川郷になるのかも知れない。

7世紀後半から 8世紀にかけて、一志郡内には古

代寺院が密集して建立されている。中村川流域で 5

寺院、雲出川中流域の一志町側で 2寺院が確認され

ている。また、場所の特定こそされていないものの、

雲出川中・ 上流域の白山町川口には「川口関跡」の
(6) 

存在が確かである。さらに、文献史料からは「一志
(7) 

駅家」の存在も知ることができる。

堀田遺跡付近では、天花寺廃寺⑩・中谷廃寺⑪・

一志廃寺⑫が極めて近距離に密集する。このうち天

花寺廃寺は発掘調資され、法起寺式の伽藍配置であ

ることや、複線鋸歯文を施す広義の川原寺式の軒瓦
(8) 

を出土することなどが確認されている。一志廃寺付

近には「郡一」の小字名、堀田遺跡近隣には「郡市

神社」がかつて存在しており、この地域が古代律令

制下における一志郡の中枢部であったことを物語っ

ている。

当該時期の集落跡は、中村川流域に広範囲に展開

している。堀田遺跡からは畿内系暗文土師器が多数

出土しているが、近隣の片野遺跡⑬や平生遺跡⑭で



fig. 1 遺跡位置図 (1: 50,000) 〔国土地理院「大仰」 1: 25,000による〕 璽＝前方後方墳 ■＝古代寺院
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(9) 

も同じ傾向がある。とくに片野遺跡では、近年の調

査で土器生産遺跡と考えられるような状況が確認さ

れており、畿内系暗文土師器の当地での状況が改め

て注目されている。

5 小結

ここでは堀田遺跡近隣の古墳時代と飛鳥・奈良時

代に限定して遺跡の状況や歴史的背景を見てきた。

この時代に限っても堀田遺跡近隣には重要な遺跡の

多いことが理解されよう。

註

(1) 伊藤裕偉「天花寺丘陵内遺跡群発掘調企報告」（三重県埋蔵

文化財センター 1996年）

(2) 伊勢野久好ほか「天花寺山」（一志町・妍野町遺跡調企会

1991年）

(3) 三重県埋蔵文化財センター「三重県埋蔵文化財年報」平成

11年度 (1999年）

(4) 和気清章ほか「片部遺跡発掘調査現地説明会資料」（嬉野町

教育委員会 1995年）

(5) 京都大学文学部国語学国文学研究室編「諸本集成倭名類緊

抄」 (1968年臨川書店）

(6) 川口関に関する検討は、山田猛「川口関小考」（「かにかく

に」八賀晋先生退官記念文集 1998年）、田坂仁「聖武天皇

の伊勢国行幸と関宮跡について（上）」（「斎宮歴史博物館研究
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「「田中家本春記」について～長暦 2年8・9月条の紹介」
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に見る伊勢への旅～」（「MiehistoryJ vol. 8 1996年）

(8) 山田猛「天花寺廃寺」（「昭和 55年度県営圃場整備事業地

域埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教育委員会 1981年）ほか

(9) 早川裕己「堀田遺跡」（「昭和 56年度県営圃場整備事業地域

埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教育委員会 1982年）、吉

村利男「平生遺跡発掘調資報告」（平生遺跡発掘調在団

1976年）、福田哲也・野口美幸「平生遺跡発掘調究報告j

（三重県埋蔵文化財センター 1994年）など

|ロ-―――lu[[r 
LU』

[

Ju工

ト

JR名松線

---- -

- - --

゜
lQQm 

二 3次調査 冒言I4次調査 □言 5次調査

□ 6次調査 □□］小谷A遺跡 ● 試掘坑

fig.2 事業地内調査区位置図 (1:2,000)

-6-



I 

2
 

3
 

b I c I d I e II A I B I C I。I

\~\: 
@ 

5
 

✓ 
8
 

， 

8
 

.,_,,、三□
12 

13 

4
 

＼
プヽ

to 

怠
0
0
6

'TT¥ 

／ 

20 

21 

20m 

23 SD 64 

24 

fig. 3 

v¥ z ¥a¥  b¥  c ¥ d 

第 3• 4・5次調査区平面図 (1: 400) ＼ 

，
 10 

II 

／
 

14 

15 

16 

/ 
18 

19 

20 

21 

22 

-7-





III 
第 3次調査

1 遺構～第 3次調査区

(1) 層序

基本的な層序は第3次概報でも記述したとおりで、

以下順に整理する。

第 1層：明灰色土（耕作土）

第2層：黄褐色土（床土）

第3層：淡灰色砂質土（粗砂混入）［遺物包含層］

第4層：灰褐色シルト［上層地山］

第 5層：青灰色シルト［下層地山］

第6層：有機層と砂の互層

第7層：暗灰色粘土

第8層：青灰色粘土

第9層：灰褐色砂質土

(2) 下層遺構

確認した遺構は古墳時代の土坑 2基と弥生時代中

期から古墳時代にかけての流路・溝が 7条、井堰が

2基である。概報と重複する部分はあるが、その後

整理中に時期決定した遺構もあるので一通り記述す

る。なお、概報で記述した遺構についても本報告で

再度整理し報告する。

［弥生時代中期］

流路 SD3 D22グリッド、調査区東壁で確認し

た。幅3.2m、深さ0.9mで断面は幅広のU字形である。

検出面は不明瞭であったが、シルト層が帯状に西に延

び、やや西側が低くなっていたことから西流する遺構

である。 SD4に切られる。白色砂と有機層の互層で

ある埋土から細頸壷(27)が出土している。

［古墳時代前期］

溝 S01 上層の撹乱が検出面まで影響し、遺構全

体が確認できなかったため、大規模なトレンチを掘削

した。その結果、調査区南壁断面で確認した遺構であ

る。おそらく北に流出する遺構である。 SD20が重複

する。侵食作用によりB-----C23・24グリッドに微高地

が形成されている。 S字状口縁台付甕（以下、「S字

甕」、 37)が出土している。

溝SD2 A23グリッド、西壁付近で検出した。

SDlと重複する。最大幅は6.4mである。概報段

階で自然木の流れ込みと考えていたものは灌漑施設

の「しがらみ」であると判断した。有機層から S字

甕(36)が出土している。

流路 SD4 A8------D22グリッドまでの延長58m間

で検出した遺構である。概報で述べたが、埋没層は大

別して1------N期に分かれる。 I層からは古墳後期中心

の土器が出土した。 II------Ill層では前期のS字甕を確認

した。 W層では布留式土器が出土した。

なお、概報でも記述したが、第w層埋没後にD16

------21グリッドに青灰色シルトが分厚く堆積し、中州

（流路の東肩）が形成された。

溝 SD5 B 16グリッドで確認した。幅2.3m、

深さ 0.4mである。 SD4へ流出する。

溝S06 SD5の南側、 B17から 18グリッドで

検出した。幅は 2m、深さは 0.4mである。

東へ流れ、 SD4と合流する。

溝S07 さらに SD6の南側、 A・B19グリッド

で検出した。幅 1.8m、深さ 0.5mである。 SD5・

6と同様に SD4へ流れ込む。

井堰 1 C21------22グリッドで確認した。幅3.2mの遺

構である。矢板がO.l------0.18m間隔で打ち込まれてい

た。これらの列に平行して、東側に丸杭を lm間隔

で検出した。部材の小片が散乱していたので他にも

構造物があったとも考えられる。

井堰 2 C 19グリッドで検出した。幅は 2.3mで、

矢板は約0.3m間隔で打ち込まれていた。構造は上記

1と同様である。 SD4と同時期に機能していたとみ

られる。

(3)上層遺構

20列グリッド以南では、第3層（灰褐色土）の堆積

状況が不安定であった。これを奈良時代の遺構検出面

と判断したが、南端では撹乱を受けて遺構が確定しに

くかった。その後、整理段階で確定した遺構もあっ

た。古代の遺構が主要で、近世のものもある。遺構

数は溝が8条と流路が8条、土坑が3基である。
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以下、概略報告する。

溝 SDl C・D24-26グリッドで検出した。幅0.6

m、長さ8mを検出した。時期的には山茶椀等の鎌倉

時代の遺物も見られるが、掘削時期は古代と考えられ

る。

流路 SD2 C・D23-26グリッドで検出した。 23列

付近ではSD8と重複し、消滅する遺構である。最大

幅は 3.5mである。

流路 SD3 東壁のC24グリッドで検出した。西か

ら流入する SD4と交わる。

流路 SD4 A-D24グリッドで検出した東西方向の

遺構である。

流路 S05 B23・24で検出したがSD2の影響を受

けて前後関係が不明瞭であった。幅は0.8mである。

遺構番号 性格 時 期 次数 グリッド

SDl 溝 中世初頭 3次 C24・25、D26

SD2 流路 中世初頭 3次 C・D23~26 

SD3 流路 中世？ 3次 D23~24 

SD4 流路 古代末～中世？ 3次 A~D24 

SD5 流路 平安末 3次 B23~24 

SD6 流路 奈良前期 3次 AB18~19 

SD7 流路 平安末 3次 A~B16 

SD8 流路 飛鳥～奈良 3次 A~D7~19 

SD9 溝 飛鳥 3次 A~Bl8、Bl7

SK9 落ち込み 飛鳥？ 3次 B11 

SDlO 溝 奈良後期末 3次 Bl5 

SDll 溝 近世以降？ 3次 B13~14、Cl3

SD12 溝 近世以降？ 3次 Bl2~13 

SD13 溝 近世以降？ 3次 C~D8~9 

SR14 流路 平安初 3次 B~Cl3 

SD15 溝 飛鳥 3次 D12 

SK16 土坑 奈良末～平安初 3次 Bl4 

SD17 溝 平安？ 3次 D10 

SK18 土坑 飛鳥 3次 B9 

SD19 溝 飛鳥 3次 All・12、B12

SK20 土坑 古墳後期？ 3次 Bll 

下層SDl 溝 古墳前期 3次 A23~24 

下層SD2 溝 古墳前期 3次 A~B22~23 

下層SD3 溝 古墳前期 3次 D21 ~22 

下層SD4 流路 古墳前～中期 3次 A~D9~23 

下層SD5 溝 古墳時代 3次 B~Cl6~17 

下層SD6 溝 古墳時代 3次 B~Cl7~18 

下層SD7 溝 古墳時代 3次 B~Cl9 

tab. 1 第 3次調査区遺構一覧表

流路 SD6 Al8・19グリッドで検出した。幅1.8m

で北流し、 SD9に合流する。底から須恵器壷 (316)

が出土している。

流路 SD 7 A・B 16グリッドで検出した。 SD6と

同方向に流れる。

流路 SD8 上層でも最大の遺構で、幅10m、深さ

0.5mである。南北方向に流れる遺構である。埋土

（茶褐色砂質土）から暗文土師器杯 (120-131、133

-134、143-152)・皿 (158-174)に加え、 概報段

階で未報告の須恵器杯(181-251)が出土した。

流路SD9 A・B18グリッドで検出した。深さ0.3

mの浅い流路である。東壁に近い、 SD8の底で確

認した。 （中川）

規模（方向） 遺 物 特記事項

深さO.lm 山茶椀片、土師器片 SD2を切る。

深さ0,5m N62゚E 土師器

深さ0.2m ES゚N 土師器 埋土は灰色土。

深さ0.2m N28°W 土師器

深さO.lm N65°W 土師器

深さO.lm N65゚E 須恵器壷 南北方向

深さO.lm EO゚N 土師器小片 南北方向、埋土は単層。

深さ0.3~0.4m 土師器杯、 lIIl、須恵器杯 南北方向、

深さ0.3m 土師器甕 SD8の下層で確認

土師質杯、土師器甕 検出後消滅

深さ0.2m N67°W 土師器鉢 SD8と交差する。

深さO.lm? 土師器片、陶器椀 SDSを切る。検出後消滅。

深さ0.2m E5゚N 阻器片、阻管、祥符通質 SD8を切る。

深さO.Sm 陶器小片

最大幅I.Sm 須恵器杯身・火打ち石 SDSの直上。

深さ0.25m 土師器杯、甕

南北2.7m 深さ0.3m須恵器小片 SDllの下層に相当。

SD12に平行 皇宋通賓 検出後消滅。

2.2mXl.5m、深0.4m土師器杯、甑 SD8の東肩を掘削。

深さ0.15m 土師器小片

深さ0.4m 土師器甕 SD8の底に掘削した遺構

深さ0.5m s字甕 調査区南壁断面と一致。

深さ0.6m s字甕 しがらみ？を検出。

深さ0.9m s字甕、土師器高杯 南へ方向転換する。

最深1.2m 弥生土器・土師器 容苔・垂木・杭等多量の木製品が枇土。

深さO.Sm 土師器甕小片 SD4に流入。

深さ0.4m 土師器小片 SD4に流入。

深さ0.2m 土師器小片 SD4に流入。
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2 出土遺物～第 3次調査区～

第3次調査区から出土した遺物は、整理箱にして

約80箱である。時期的には縄文時代晩期から中世

にまで及び、古墳時代前期の土器が最も多い。土器

が大部分で、若干の木製品・石製品などを含む。

以下、各調査区ごとの出土遺物を、遺構単位とな

るものを中心に記述する。個々の土器の詳細につい

ては、遺物観察表 (tab.2 -10) を参照されたい。

a 石器 (1,,...,4)

遺構には伴っていないが、石器が数点出土してい

る。

1 -3は石鏃。いずれもサヌカイト製で、無茎式

のものである。縄文時代相当のものと考えてよかろ

う。 4は磨製石斧で、緑泥片岩製。刃部の破片であ

る。弥生時代のものであろう。

b 縄文土器 (5-15)

数点の縄文土器が出土しているが、これらも遺構

には伴っていない。流路などに混入していたもので

ある。

5-15は、いずれも縄文時代晩期に相当すると考

えられるものである。 5・6は口縁部付近に沈線文

様を施している。 5はU字形の文様が少なくとも 3

単位以上は連続して施されており、その下は突帯状

に隆起している。

7-15は、突帯文土器に相当する。 7・8は五貰

森式に相当するもので、突帯上には二枚貝による押

し引き刺突文がある。 15は体部屈曲部分の破片で、

上部に条痕、下半にケズリが見られ、やはり五貰森

式に相当しよう。 12・13は馬見塚式に相当するもの

で、外面には二枚貝条痕が見られる。

c 弥生土器・古式土師器 (16-35)

これらも、遺構には伴わずに出土したものである。

16・17・29は、弥生時代前期に相当する土器であ

る。 16・l7の外面には半裁竹管による横線文が施さ

れている。 29の口縁端部には、刻目文がある。いず

れも前期新段階に相当する、いわゆる亜流遠賀川系
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のものである。

18--21、24--28、30--35は、いずれも弥生時代中

期に相当する土器である。 20・21は粗雑な櫛描文が

施されており、中期でも前葉に相当するものであろ

う。 26は口縁部に凹線文を施すもので、中期後葉に

相当する。

27は壺の頸部で、 5条の複合櫛描文間に刻目文と

斜格子文を線描し、さらにその上に棒状浮文を貼付

し、その浮文上に押圧文を加えている。上部の複合

櫛描文下端は、凹線状となっている。 28は頸部片で、

沈線を巡らした上に二枚貝縁辺部で刺突文を施して

いる。

31・32は台付甕の脚台部で、中期後葉に相当する

ものであろう。

22は弥生時代中期末から後期初頭にかけての壺で

ある。 23は古墳時代前期に相当する、いわゆる瓢形

壺である。櫛描横線文と二枚貝口縁部による山形刺

突文が施されている。

d 古墳時代の土器類

大半が、流路SD4出土の土器である。

溝 SDl-3出土土器類 (36-40) 37・38がS

Dl、36がSD2、39・40がSD3の、それぞれ出

土土器である。 36・37・39は、いわゆる S字状口縁

台付甕（以下、「S字甕」と呼称）で、 36は雲出島

貫遺跡における川崎志乃氏の分類（以下、川崎分
(1) 

類）のA類に、 37・39はC類に相当する。 38は叩き目

が施されている甕で、おそらくは平底になるものと

考えられる。生産地までは言えないが、伊賀ないし

はそれ以西の近畿地方からの影響を受けたものと考

えてよい。 40は高杯の脚部で、脚柱部には櫛描横線文

が2ヶ所に施されている。

流路SD4出土土器類 (41-118) ここで採り上

げた土器類には、土師器類・埴輪・須恵器類がある。

第4次調査区の流路SD4lは、このSD4の続きで

ある。同じ個体がSD4・SD41にわたって出土し

たものもある。

41-43は小形壺。 41は粗雑な整形で、口縁部が非



常に短い。一応小形壺とするが、壺のミニチュアと

見ることもできる。 42は鉢形を呈する。いずれも雲
(2) 

出島貰遺跡の編年による島貰C4期（以下、この表

現とする）に併行するものである。

44・45は高杯。 44は杯部が椀形を呈するもので、

島貫C3期古相に相当する。 44は内弯する杯下部に

外反する杯上部が付くもので、脚柱内面にはケズリ

が施される。伝統的な伊勢の土器系統には乗らない

が、しばしば確認される器形である。島貰C4期か

らD期古相にかけての時期であろう。

48は手焙形土器の体部。体部最大径よりも下に突

帯を貼り付け、斜め方向の刻目文を施す。

49-76はS字甕。 49-60は、川崎分類の0類ない

しはA類に相当するものである。脚台部のみである

が、 72-74もA類相当のものと考えてよかろう。 63・

69はB類に相当するもの。 63・70はC類の古い段

階、 64-66はD類の古いところ、 67・68はD類の新

しいところのものであろう。 75・76は脚台部のみで

あるが、外面に残るハケメと脚裾内面の折り返しが

明瞭であることから、 D類い相当するものと考えら

れる。 71は、体部下半のみであるが、 D類の古いと

ころに併行するものであろう。

s字甕の細部で、とくに重要と思われるところを

触れる。口縁部外面に見られるハケ状工具による刺

突文の施文方法を見ると、器壁に対して垂直に押圧

するのみのもの (49)、押圧してわずかに押し引くも

の (50・51)、押し引きが長いもの (52-58、60)、押

し引きを施さないもの (59)がある。口縁端部の整形

は、上端の面に対するヨコナデが弱いものがあり (49・

50・52)、これは上記口縁部外面の押し引きが弱い

ものと概ね対応しているようである。

56は、口縁部外面の押し引き剌突文が棒状のエ具

によって施されており、これは頸部下の沈線施文具

と同一と見られる。同じことは57・58などの押し引

き剌突文と横方向「ハケメ」との関係にも見られ、

これらは、体部に施される羽状ハケメのエ具とは異

なっており、それは69や70のように、より新しい段

階の S字甕においても確認される傾向である。筆者

も含め、これまで漠然と体部外面の横方向「ハケメ」

を調整手法のひとつと見てきたが、これはどちらか

といえば文様の比重が大きい手法として扱うべきか
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と考える。

71は、脚台部を欠損後、その付け根部分を研磨し

ている。つまり、台付甕ではなく、「平底甕」ない

しは「丸底甕」状に使用していると推測できる。 74

の脚裾部は、端部上方 1-2 cmのところから黒・

赤変が認められ、炉内に脚裾を一部埋め込んで使用

していた可能性がある。

77・78は丸底を呈すると考えられる甕である。い

ずれも口縁部は「く」の字形に屈曲して開く。

78は、口縁部および丸底と考えられる底部形態か

ら、須恵器出現前後に近畿地方方面からの影響を受

けた土器と考えられるが、外面に施されたハケメの

状況からは S字甕を中心とした伊勢伝統の手法との

関係も窺われる。その意味では折衷的な土器である。

また、体部下半のケズリ手法は、台付甕消滅以後の

伊勢において一般的な手法にもなる。このことから、

この甕は伊勢における古墳時代後期以降の祖形とも

いえるものである。

79-93は壺類。 79-83は二重口縁壺で、口縁屈曲

部に明確な擬口縁を持たない79-81と、明瞭な擬口

縁を持つ82・83がある。 79・80の口縁部にば焼成後

の円孔があり、蓋か何かと縛るためのものと考えら

れる。 80の外面は部分的に赤みが残っており、当初

は全体にベンガラで赤彩されていたものと考えられ

る。 81は外面に煤、内面に炭化物が付着しており、

壺形態であるものの、中に有機物を入れて煮沸用具

として用いられたことが明らかである。 80・81とも

に体部下半に擬口縁を有しており、 S字甕などと共

通する土器整形技法に拠っている。 83の内面にはヘ

ラミガキが認められ、丁寧な作りのものである。 84

は、口縁部外面を見ると通常の広口壺であるが、内

面は有段で二重口縁を意識したものとすることも可

能である。

85・86は、体部上半から頸部に至る曲線がやや上

広がりのもの。 85はそのまま「く」の字形に開くも

ので、あるいは東海東部地域からの搬入品とも考え

られる。 86は、頸部が直立気味となり、口縁端部付

近で急激に外反している。口縁部の内外面にはヘラ

ミガキが見られる。弥生時代後期後半頃のものであ

る可能性もある。

87・88は広口壺。 88の頸部外面には、赤塚次郎氏



(3) 

が「S字甕頸部調整技法」と呼んでいる、 S字甕に

特徴的な調整手法と同種のものが認められ、 S字甕

との手法的同一性をうかがうことができる。 89・90

は壺の体部および底部で、広口壺ないしは二重口縁

壺になるものと考えられる。

91は丸底を呈する壺で、口縁部はやや長で直線的

に開く形態と考えられる。外面に煤が付き、これも

煮沸用に用いられたものと考えられる。 92・93は底

部で、 92は弥生後期のものかも知れない。

94------97は須恵器。 94は無蓋高杯の杯部。外面には

精緻な波状文がある。田辺昭三氏による陶邑編（以
(4) 

下、「田辺編年」と呼称）のMT15型式に併行する

ものであろう。 95------97は蓋杯類で、 95は杯身、 96・

97は杯蓋である。 96の外面上部には十字形のヘラ

記号がある。 97の内面上部には同心円当て具痕が見

られる。いずれも田辺編年のTK43型式に併行する

ものであろう。

fig. 7には、古墳時代前期後半頃と考えられる

甕類を図示した。

98------102は尖底ないしは丸底の甕である。 101・

102は口縁部形態に布留形甕の伝統を残すもので、

その他は外反して開く口縁部となっている。 98・101

は外面にケズリが見られ、 98はさらに内面もケズリ

を施している。 98は体部下半に明瞭な単位を形成す

る擬口縁があり、丸底を呈するとはいえ、台付甕の

整形手法とも共通するといえる。 100の体部外面には

ハケメが見られるが、これは S字甕に見られるそれ

と使用工具や施し方などが類似している。

103------105は台付甕。これらは、体部外面に見られ

るハケメが羽状に施されていること、脚台部外面の

ナデ処理の方法などの点は、 S字甕のそれと基本的

に同じである。しかし、 103・104に見られる口縁端

部が内面に肥厚するという特徴は、口縁部全体が外

反気味という点を除けば布留形甕の特徴に極めて類

似する。完形土器であるからこそ台付甕と確認でき

たが、これがもしも口縁部片のみの個体であったら、

布留形甕として扱われていたと考えられる。 105では

体部内面にケズリが見られ、これも S字甕など従来

の台付甕には見られなかった手法である。

このように、ここで見られる丸底．尖底甕と台付

甕とは、それぞれは形態的な系統こそ異なっている
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ものの、細部形状や手法の点からは、極めて緊密な

関係にあると考えられる。

fig. 8には、古墳時代前期中葉頃と考えられる埴

輪類を集めた。

106-108は二重口縁壺形埴輪と考えられるもので

ある。 106は口縁部の屈曲部破片。屈曲部の擬口縁は

摘み上げ状に明確に整形する。口縁部内面にのみベ

ンガラと思われる赤彩が観察できるが、本来は口縁

部内外面に施されていたものと考えられる。 107は体

部上半部分、 108は下半部分で、両者は同一個体の可

能性が高い。 107の外面、および108の外面上部には

ベンガラと考えられる赤彩がある。 108下半には赤彩

が無く、器表面の遺存状況から見て、もともと施さ

れていなかったものと考えられる。 108は底部に焼成

前の穿孔がある。

111-118は朝顔形埴輪と考えられるものである。

109-112は口縁部片、113は口縁部から壺形体部を経

て円筒部上端部分、114-117は円筒部分体部片、118

は基底部片である。これらの破片は、いずれも良質

の土師器を思わせるほど薄く精緻なものである。こ

れらの部分から見られるこの遺跡出土の朝顔形埴輪

の特徴を見る。

まず、口縁部は二重口縁を呈する。口縁屈曲部に

は明瞭な擬口縁がある。口縁端部は、外面に面を有

しながら上方に突出させている。これらは、手法的

には深長古墳（松阪市）をはじめとする伊勢の二重
(5) 

口縁壺形埴輪のものと基本的に同一である。

壺形体部部分は、その最大径で円筒部上端の突帯

が取り付いているかたちであり、体部として独立さ

させている印象はない。それは、円筒部から壺形体

部にかけて、断絶のない連続成形であることからも

窺えよう。全体をナデで調整し、三角形透孔を 4方

向に穿っている。

円筒部分には、突帯が巡らされていたことがわか

る。それは、 116の破片が突帯間のものであること

から推測すると、突帯間は18cmほどであったと考えら

れる。ただし、壺形体部部分と円筒部分との境目付

近は、あるいはもう少し近接した状態で突帯が存在

していた可能性もある。突帯は、上部が突出する形

態をなし、非常に丁寧に作られている。

体部外面調整には、壺形部分と同様、ハケメは用



いずに比較的丁寧なナデで全体を調整している。ま

た、 117の破片から、体部にも三角形透孔が穿たれて

いたことが分かるが、その上下突帯間関係は分から

ない。

なお、この遺跡から確認されている透孔は全て三

角形であり、さらにそれには逆三角形状に施された

ものは認められなかった。

基底部はやや外反し、接地部分の器壁は外側にや

や突出する。基底部接地面には板状の圧痕が観察で

きる。基底部外面の下半にのみ横ハケが認められ、

その上からナデを施している。

113----115の外面には、ベンガラと思われる赤彩が

施されている。

なお、 113・118は、第4次調査区の流路SD41

（第 3次 SD4と一連の遺構）から出土したものが

接合している。

e 飛鳥・奈良時代の土器類

大半が、流路SD4の上層部分に相当する、流路

SD8出土の土器で、少量の他遺構出土土器などが

ある。

飛鳥・奈良時代の土器については、便宜上飛鳥・

藤原・平城京の都城における土器分類と編年（以下、
(6) 

「都城分類」「都城編年」と呼称）を併記する。

流路S08 (S04上層）出土遺物 (119----310)

SD8からは大量かつ良好な土師器・須恵器類が

出土している。

fig. 9 ----11にかけての119----180は土師器杯皿類

および高杯である。都城分類に対応させることがで

きるのは、杯A(l19----133)、杯B(l36・137)、杯

C (143----154)、杯H(157)、皿A (167----174)、皿B

(158----162)、杯B蓋(175----179)である。それ以外の

ものは、上記分類の粗製品とするか、あるいは当遺

跡を含む近隣地域の特徴的な土器類である。都城編

年に対応するものは、都城編年の飛鳥Wから平城II

にかけてのものが見られ、その多くは飛鳥Wと考え

られるものである。近隣の雲出島貰遺跡における編
(7) 

年に対応させると、島貰E期古相 2の古い段階に概

ね相当する時期でる。

杯Aには、 119・132のように内面暗文の無いもの

もある。 130・132の外面には焼成後に刻んだ文字？
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がある。 130は「木屏」?132は「伊」、 131は不明

である。

134は、口径と器高の関係から杯Aと考えたが、内

面の暗文が一段であることからは杯Cとするべきか

も知れない。 135は杯Aの粗製品と考える。

杯Bには、暗文を施す136と、外面底部にケズリが

見られるのみの137がある。

138-142は、伊勢において古墳時代後期以降から

伝統的に存在する小形鉢の系統にあたるものと考え
(8) 

られる。古墳時代のものであれば小形鉢と呼称する

べきものだが、ここでは杯類に含める。全体をオサ

エ・ナデで成形し、口縁部にヨコナデを施すもので

ある。その点からは、典型的な杯Hである157とも

基本的に共通するといえる。 141のように、底部に

木葉圧痕を持つものもある。 141・142については、

全体の形状は杯Aと関連すると考えられる。

杯Cは、内面に放射状の暗文を施すのを基本とす

る。 144は内面に煤、 153は内面に漆の付着が見られ、

供膳以外の使用を行っているものも見られる。 155・

156は、暗文やミガキが欠落してるが、形態的にはい

ずれも杯Cの範疇で考えられよう。

158-162は皿Bと考えたが、 161は杯Bの可能性も

ある。 160の高台内面には焼成後に刻んだ「井」の字

形の記号？がある。 162の内面には煤が付着している。

163-165のような、ミガキや暗文の粗雑なものは、

形態的には皿Aに相当しよう。 166は、皿Cに相当す

るかと考えられる。

杯B蓋としたもののうち、 175・176は高杯の可能

性もある。 180は粗製の高杯である。

これらの土師器類のうち、冒頭に示した都城分類

に合致するものについては、精緻な暗文を施し、素

地粘土も精製されたものを使用している。いわゆる
(9) 

「畿内系暗文土師器」のなかでも、より優秀な一群と

して扱うことができよう。

fig. 12・13の 181-274には、須恵器類を図示した。

181-252は蓋杯類、 253-274には高杯・壺・甕•そ

の他を図示した。

蓋杯類には、古墳時代以来の伝統的な杯身形態と

考えられるものは含まれていない。そのため、 198-

203は、側面形態が丸みを帯びているために杯蓋と見

ることもできるが、上記理由により杯身として扱っ



た。例えば184は、形態的には蓋とするのにやぶさか

ではないが、頂部外面が研磨され、口縁部には油煙

痕（タール状）が付着しており、灯明皿として用い

られたものと考えられる。この時期のものは、形態

的から杯蓋か杯身かの議論はあまり有効ではなく、

どちらかといえば丸くても杯身と考えるのが妥当の

ようである。

杯蓋は摘みが付くもので、内面に返りのあるもの

(181-190)と無いもの (191-197)がある。このうち、

191は壺の蓋であろう。 196の内面には墨書があるが、

破断面に近く、記載内容は不明である。

198-234は高台の付かない杯身類で、都城分類で

は概ね杯Gに相当するが、 215・217などは杯Aに相

当すると見ることもできる。また、 198-203が図示

を天地逆転すれば、杯H蓋と区別ができないことは

前述のとおりである。 201・208の口縁部には油煙痕

が付く。 222の内側には墨と思しきものが見られる。

223の内側には漆が付着している。 226・230・234は

非常に簿手のものである。 224は焼成後の発色が赤く、

この特徴は三重県では北勢地方によく見られるもの

である。

235-251は高台の付く杯B、252は皿Aに相当する。

235の高台内面には「十」字形の墨書がある。

253は何かの蓋であろうか。よく分からない。 254・

255は高杯で、 254の内面にはヘラ記号がある。 256

は播鉢。 257-259は壺で259の底部には「一」字形の

ヘラ記号がある。 260は鉢。 261-264は長頸壺と考え

られる。 261の体部は提瓶と同じ作りであり、いわゆ

る「フラスコ形壺」と考えられる。 263は脚部が取り

付くと考えられる。 264は体部片で、施文はスタンプ

状に押圧して施している。 265は双耳壺、 266は短頸

壺。 267は脚付短頸壺で、素地粘土には黒色の吹き出

し物が多い。 268は俵瓶と呼ばれているもの。 269は

杯蓋の転用で、口縁部と摘み縁辺部を除去して丸く

成形しており、内面には墨の付着が認められる。

270は甕の体部片で、焼成後に刻んだ文字がある。

比較的しつかりと書かれており、一文字構成のなか

に「田」字形のものが見られることが分かるに過ぎ

ない。 271-274は壺・甕類である。

fig. 14・15の275-300には、土師器煮沸具類を図

示した。
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275-288は甕。口縁部が緩く外反して開き、底部

は丸底になるものである。体部外面にハケメ・ナデ、

内面にハケメ・ケズリを施す、この時期の伊勢では

通有の形態のものである。 283-287は長胴形を呈す

るものであろう。

289は口縁部がやや内弯して開くもので、いわゆる
(10) 

近江系のもの。伊賀方面からの搬入品と考えられる。

290は底部が平底を呈するもので、いわゆる濃尾型
(11) 

の長胴甕と考えられる。これも搬入品の可能性があ

る。 291は、体部は甕と同じ調整と形態であるが、高

台が取り付く異質な形のものである。

292-297は把手付の甕ないしは鉢・鍋である。把

手は、 292のみが器壁に付加する方法で、他はいずれ

も器壁に穴を開けて取り付けるものである。 292はロ

縁部に焼成前の穿孔がある。

298は甑で、底部は一文字に削り出している。 299・

300は寵形土器の破片と考えられる。 299は突帯が

付き、直径7cmほどの円孔を有する。 300は円弧状の

部分がある破片で、把手状のものが取り付いていた

穴が残っている。

301-310には、上記以外の特徴的な遺物を図示し

た。 301・302はミニチュアの鉢ないしは甕で、回転

台成形の可能性がある。

303は土馬。下半身のみ遺存している。背中の部分

に見られる剥離痕から、鞍が取り付いていたと考え

られる。

304-308は土錘。 309・310は砥石で、 309には携帯

用の穴が開けられている。

落ち込み SK9出土土器(311-314) 311は土師

質を呈する杯で、回転台成形である。極めて珍しい

遺物といえる。 312・313は土師器杯で、 313は都城分

類の杯A相当である。 314は土師器長胴甕。

これらは概ね 7世紀後半頃のものと考えられる。

溝S09出土土器(315) 土師器甕を図示した。

7世紀前半代のものであろう。

溝S06出土土器(316) 須恵器壺である。長頸

壺で、脚台が付くと考えられる。 7世紀代であろう。

溝 SD15出土土器(317-319) 317は土師器甕。

SD8出土のものと手法・形態ともに類似する。 318・

319は土師器杯で、ともに都城分類では杯Cに相当す

るが、 319の方がより精緻である。都城編年では飛



鳥Wに相当すると考える。

溝 SD10出土土器(320) 土師器鉢である。外面

にケズリが見られる。 8世紀代のものか。

土坑SK18出土土器(321・322) 321は土師器杯

で、都城分類では杯Aに相当するが、あまり精緻な

ものではない。 322は甑で、底部は一文字に削り出し

ている。体部外面下半にはケズリがみられる。都城編

年では、概ね平城 Iに併行しよう。

包含層・ピットなど出土土器(323-339) ピッ

トや包含層から出土した当該時期相当の土器をここ

で扱う。「包含層」とは、遺構認識前に出土したも

のを便宜的にこのように呼称しているものである。

323は土師器杯Bの小形のもの。内面には緻密な暗

文が施されている。胎土・施文ともに極めて精緻な

ものである。 324・325は土師器杯C。326は皿と考え

たが、蓋の可能性もある。 327は土師器杯蓋、 328-

330は須恵器杯蓋、 331-334は須恵器杯身である。

328の内面は研磨されている。 330と331の内面には漆

が付着している。 334は杯Gの底部で、外面にはヘ

ラで「十」字形の記号？がある。

f 包含層•その他出土の遺物

fig. 17の340-368には、飛鳥・奈良時代のものも

含め、それ以降の時期における特徴的な遺物を抽出

した。

340-343は須恵器。 340は把手部分。 342は瓦質

を呈する脆弱な焼成である。

344は土師器で、須恵器の提瓶を模したものと考え

られる。 345-347は土錘。 348・349は平瓦で、凸面

には格子目叩き痕、凹面には布目痕と糸切り痕が見

られる。近隣には天花寺廃寺があり、その関連の瓦

であろう。

350-353は、稜線の敲打による摩耗状態から、火

打石と考えられるものである。いずれもやや赤みがか

った白濁色を呈する石英である。時期の特定は難し
(12) 

ぃ。 354は砂岩製の砥石で、荒砥と考えられる。

355は緑釉陶器の椀で、硬胎である。 356-358は灰

釉陶器の椀で、 358は折戸53号窯式、 357は百代寺窯
1.)3) 

式のものであろっ。

359-365は貿易陶磁器類。 359は越朴l窯系の青磁

椀。伊勢において越州窯系の製品が出土するのは極
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めて珍しい。 360は白磁椀で、太宰府・博多分類のVIII
(14) 

類に相当する。 361-365は青磁椀で、いずれも竜泉

窯系のもの。

366・367は土師器小皿。 366は雲出島貰遺跡の分
(15) 

類では小皿 d3に相当し、 12世紀前半代のものと考

えられる。 367は台付小皿で、 11世紀後半頃のものか

と考えられる。

368は銅製の鋳造容器。口縁部の上面幅が場所によ

って変化しているようである。中世後期以降、おそ

らくは近世のものかと考えられる。

369-374は銭貨。開元通賓(369)、祥符通賓(370)、

皇宋通賓 (371・372)、元祐通賓 (373・374)である。

いずれも中世に流通した渡来銭と考えられる。

（伊藤）
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（「古代の土器研究一律令的土器様式の西東3-J古代の土器

研究会 1994年）

(14) 山本信夫「土器の分類」（「太宰府条坊跡JII 太宰府市教育

委員会 1983年）、森本朝子「博多出土貿易陶磁分類表」（「博

多一高速鉄道関係調壺 (1) -」 福岡市高速鉄道関係埋蔵文

化財調査報告w 福岡市教育委貝会 1984年）

(15) 伊藤裕偉「中世成立期における伊勢の土器相～雲出島貰遺

跡出土資料を中心に～」（「嶋抜JII 三重県埋蔵文化財セン

ター 2000年）
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構層名等 計測値 (cm) 調整・技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

1 9201 石鏃 3次 c21 包含層 長2.3 重さ1.2g サヌカイト製

2 石鏃 3次 d21 包含層 長218 サヌカイト製

3 9202 石鏃 3次 d21 包含層 長260 重さ1.2g サヌカイト製

4 9408 磨製石斧 3次 dl5 SD4 磨製 緑泥片岩

5 3006 縄文土器深鉢 3次 cl3 SD4粗砂 （日）一 外；突帯 U字状沈線文 粗 淡黄橙 D縁都片 晩期

6 9404 縄文土器深鉢 3次 blO SD4 外内 ；， ナナデデ→沈線 粗 灰黄褐 口縁綿片

7 9405 縄文土器深鉢 3次 cl2 SD4 外内；，突ナ帯デ上に押し引き刻目 柑~ 褐灰 口縁栂片

8 9406 縄文土器深鉢 3次 排土 外内，；突ナ帯デ上に押し引き刻H 粗 灰黄褐 D縁部片

， 5302 縄文土器深鉢 3次 d21 SD4 （日）一 外内，；突ナ帯デ上に二枚貝押し引き 粗 黄灰 日縁昴片

10 5306 縄文土器深鉢 3次 b20 SD4 （日）一 外内；，突ナ帯デ上に刻みなし 枡 黄灰 口縁部片

11 5305 縄文土器深鉢 3次 cl9 SD4 （頸）一 外内 ：． 条ナ應T 柑． 灰黄褐 顕綿片

12 5304 縄文土器深鉢 3次 dl9 SD4 （休）一 外内；，突ナ帯デ上の刻み原体不明 粗 灰黄褐 体部片

13 9407 縄文土器深鉢 3次 blO SD4 外内；，二ナ枚デ貝？条痕 突帯 粗 灰黄 日縁邸片

14 5303 縄文土器深鉢 3次 dl4 SD4 外内．；突ナ帯デ上の刻み原体不明 粗 褐灰 体部片

15 9402 縄文土器深鉢 3次 dl5 SD4 （口）一 外内；，条ナ應ァ ケズリ 粗 褐灰 体祁片

16 9403 弥生土器甕 3次 c20 SD4 （頸）一
外内 ，ハケメ→半裁竹管の横線文

；ナデ 枡 淡黄橙 頚部片 弥生前期

17 3007 弥生土器甕 3次 c21 SD4 （日）一
外内 ；ハケメ→半裁竹管文

；ナデ 粗 明褐灰 頚綿片 前期、亜流遠賀川

18 3009 弥生土器甕 3次 cl3 SD4 （日）一 外内；ハケケメ→ヨコナナデデ→刻み目
；ハメ→ヨコ 柑 褐灰 日縁綿片 中期

19 5301 弥生土器甕 3次 c21 SD4 （頸）一 外内，； ナナデデ ・刻H 粗 灰黄褐 D縁部片

20 2802 弥生土器壺 3次 c20 SD4 瀑）一 外内，；櫛ナ描デ波状文 横線文 粗 灰黄 頚部1/5

21 2803 弥生土器壺 3次 b9 SD4 （頸）一 外内；；櫛ナ描デ波状文 粗 淡黄橙 頚綿1/5 外面に煤

22 2304 弥生土器壺 3次 bll SK9 （頸）一 外内；；櫛ナ描デ波状文 横線文 粗． 灰黄 頸祁片

23 3008 土師器壺 3次 c16 SD4 （日）15.6 外内．；櫛ナ姉プ横線文 二枚貝山形文 密 淡褐 頸邸片 瓢壺か？

24 5205 弥生土器壺 3次 表土 （口）19.0 外内 ；； 波波状状文文 ｛口口縁縁外内面面｝ ． ナナデデ 粗 淡黄橙 口縁1/8

25 2906 弥生土器壺 3次 c22 SD4 （日）22.0 外内，ヨコナナデ→刻み目
；ョコデ 粗 灰黄褐 日縁1/12

26 5602 弥生土器壺 3次 ell SD8 頚5.2 外内；ョコナメデ 凹線ナ文デ
；ハケ →ヨコ 粗 淡橙 日縁1/5

27 2606 弥生土器壺 3次 c23 SD3 土器5 （頸）46 外所→；刻ハHケ文メ→→格凹子線→且文5→条樹の状複合浮栂文描5文本2 ヶ 密 淡黄橙 頸部完存

28 5204 弥生土器壺 3次 c21 SD4砂層 （日）一 外内，；貝ナ殻デ刺突ハケ・沈メ線・ハケメ 粗． 淡黄橙 頸邸完＃

29 9304 弥生土器甕 3次 dlS SD4 （膵据）53 外内，ヨコナナデ→刻目文
；ョコデ 粗 灰黄褐 叫韓片 弥生前期

30 5504 弥生土器甕 3次 dl5 SD4 （脚裾）7.0 外内，ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 枡 灰黄褐 日縁郎片

31 3302 弥生土器甕 3次 cl3 SD4 （日）16.8 外内 ；， ナオサデエ→ケズナデリ 粗 淡橙 胸部1/3

32 3301 弥生土器甕 3次 cl6 SD4 粗砂 （口）32.0 外内；；ナオサデエ ナデ 粗 灰黄 頸紐完存

33 2703 弥生土器甕 3次 b9 SD4 日緑1/8 外内・，ハヶケメ→ヨコナナデデ→刻目文
，ハメ→ヨコ 粗 淡黄橙 口縁1/8 脚部完存

34 2801 弥生土器甕 3次 c2 SD4 口緑1/12 外内；ハケケメ→ヨコナナデデ→刻み目
；ハメ→ヨコ 粗 灰黄褐 日縁1/12

35 9305 弥生土器甕 3次 blO SD4 （口）29.8 外内；ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 柑 灰黄 口縁1/8

36 2601 土師器台付甕 3次 bl3 SD2 （口）16.6 外内．ハケケメ→ヨコナナデ→刺突
；ハメ→ヨコデ 粗 灰黄 日縁1/12

37 2603 土師器台付甕 3次 a23 SDl （日）12 5 外内；ハデケ→メ→ヨコデナデ
；ナ ヨコナ 粗 灰黄褐 日縁1/5

38 2602 土師器甕 3次 a24 SDI （口）12 2 外内；ハケケメ→タタキナメ→ヨコナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 褐灰 口縁1/5 外面に煤

39 2604 土師器台付甕 3次 d22 SD3 （日）14.0 外内，ハケメ→ヨコデナデ
；ナデ→ヨコナ 粗 淡橙 口縁1/8

40 2605 土師器高杯 3次 c24 SD3 （胸裾）13.0 外内；，ハナデケ→メ櫛・描ナ横デ線文 ミガキ 密 淡黄橙 脚裾1/3

41 4703 土師器小形壺 3次 blO SD4 （日）4.1 外内，；ナオサデエ・ナデ 粗 黄灰 日縁1/2

42 4702 土師器小形壺 3次 c21 SD4 （日）7.6 外内 ；； ナナデデ→→ヨヨ ココナナデデ 粗 淡橙 口縁1/2

tab. 2 出土遺物観察表（第 3次ー 1)
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構層名等 計測値 (cm) 調整技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

43 3601 土師器小形壺 3次 SD4 （日）6 l 外内 ；， ナナデデ→→ヨヨココナナデヂ 粗 灰黄褐 口縁5/6

44 5803 土師器高杯 3次 cl 1 SD4 （日）11 0 外内；ョコナナデ→ヘラミガキキ
；ョコ デ→ヘラミガ 粗 淡黄橙 日縁1/2

45 4701 土師器高杯 3次 SD4 （口）22 7 外内 ；，板ケズナデリ （（腸胸柱柱）） ナ・ナデ→デ→ヨヨコナコナデデ 粗 淡黄橙 口縁1/2

46 2705 上師器小形鉢 3次 blO SD4 (□)161 外内 ；， ミミ ガガキキ 密 灰黄褐 口緑1/3

47 5502 土師器小形鉢 3次 dl9 SD4 （日）14.6 外内・，ヘラミガキキ→ヨコナデ
，ヘラミガ 密 灰褐 叫点2/3 内外面に赤色頓科（ヘンカう）塗布

48 2707 土師器手焙形 3次 bl2 SD4 突帯104 外内；，ナナデデ→貼付突帯→刻H文 密 淡黄橙 突帯1/5 外面に煤

49 2701 土師器台付甕 3次 b7 SD4 （口）23 4 外内，ハケケメ→ヨコナナデ→刺突
；ハメ→ヨコデ 枡 淡黄橙 叫劇/12

50 2904 土師器台付甕 3次 c20 SD4 （口）22.0 外内．ハケケメ→ヨコナナデ→刺突
；ハメ→ヨコデ 柑Jl. 灰白 口縁1/8

51 2607 土師器台付甕 3次 bll SD4 （日）16 8 外内，ハハケケメ→ヨコハケ→ヨコナデ→刺突
； メ→ヨコナデ 粗 淡黄橙 日蘇1/12

52 3202 土師器台付甕 3次 cl6 SD4 （日）21.0 外内，ハケケメメ→→ヨヨココナナデデ→押引刺突
． ＇ Jヽ

粗 灰黄 口縁1/12 外面に煤

53 3102 土師器台付甕 3次 blO SD4 （口）19.0 外内．；ハハケケメメ→→ヨヨココナナデデ→押引刺突 粗 淡黄橙 日紺1/4 外面に煤

54 3201 土師器台付甕 3次 cl8 SD4 (□) 14.0 外内，ハケケメ→→ヨヨココナナデデ→押引刺突
；ハメ 粗 灰黄褐 日縁J/8

55 3204 土師器台付甕 3次 d16 SD4 （日）15 9 外内，；ハハケケメメ→→ヨヨココナナデデ→押引刺突 粗 灰黄 叫劇/8

56 3002 土師器台付甕 3次 b22 SD4 （日）15.6 外内；，ハハケケメメ→→ヨヨココナナデデ→押引刺突 粗 灰白 口緑1/5

57 3001 土師器台付甕 3次 c22 SD4 （日）15 7 外内，；ハハケケメメ→→ヨヨココナナデデ→押引刺突 粗 灰黄褐 日緑1/3

58 3103 土師器台付甕 3次 dl9 SD4 （日）18.0 外内，；ハハケケメメ→→ヨヨココナナデデ→押引刺突 粗 賠灰黄 口縁1/5

59 2905 土師器台付甕 3次 c20 SD4 （日）21 2 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 灰白 日縁1/10 外面に煤

60 2902 土師器台付甕 3次 c20 SD4 (□)281 外内；，ハハケケメメ→→ヨヨココナナデデ→押引刺突 粗 灰褐 叫tl/12

61 4301 土師器台付甕 3次 SD4 （日）6.4 外内；ハケデ→メ→ヨヨコナデデ
；ナ コナ 粗 灰白 口緑1/6

62 5202 上師器台付甕 3次 cZO SD4 （脚裾）43 外内；，ハナケデメ ・ナデ 粗 褐灰 脚部完存 被熱により外面赤変

63 2901 土師器台付甕 3次 c20 SD4 （口）30.2 外内；ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 灰白 日緑1/9 外面に煤

64 3106 上師器台付甕 3次 dl8 S04 （日）13 8 外内；ハケデ→メ→ヨコデナデ
；ナ ヨコナ 粗 明褐灰 日縁1/6

65 3105 土師器台付甕 3次 d17 SD4 （日）14.0 外内，ハケデ→メ→ヨヨコナデデ
；ナ コナ 粗 賠灰黄 日縁1/4

66 3104 土師器台付甕 3次 cl8 SD4 (Cl) 12.2 外内・，ハケデ→メ→ヨコナデデ
，ナ ヨコナ 粗 灰 日籍1/4

67 3203 上師器台付甕 3次 cl8 SD4 （日）14.0 外内，ハデケ→メ→ヨコナデデ
；ナ ヨコナ 粗 灰黄 日縁J/8 外面に煤

68 3003 土師器台付甕 c20 SD4 （日）14 6 外内．ハケデ→メ→ヨコデナデ
；ナ ヨコナ

粗 灰黄褐 日緑1/4 外面に煤

69 4801 土師器台付甕 3次 dl9 SD4 (□) 12.0 外内 ，ハサケエメ→ヨコヽナケデ
；オ ナデ→／ メ→ヨコナデ 粗 灰黄 日緑1/2 外面1:煤，舅台内面1こ砂IJ:多い素地付加

70 10001 土師器台付甕 SD4 （日）14.8 外内，ハサケメ→→ヨコナデ
；オエナデ→ヨコナデ 粗 灰白 日緑3/5 外面に煤付着

71 9301 土師器台付甕 3次 dl4 SD4 （棚上）48 外内 ．ハケメ ナデ
；ナデ 柑 灰黄褐 底上完存 底菰ll意薗的1:除去→廿磨外面1:煤什着

72 3501 土師器台付甕 3次 SD4 （槻裾）11.8 外内 ， ナナデ→ハケケメ
；デ→ハメ 粗 褐灰 脚据11/12 槻台内面に砂粒多い素地付加

73 3503 土師器台付甕 3次 SD4 溝裾）13 2 外内；； ナナデデ→ハケメ 粗 褐灰 関裾2/3 槻台内面に砂粒多い素地付加

74 5501 土師器台付甕 3次 dl9 SD4 潰裾）14.2 外内；．ハナデケメ ・ナデ 粗 暗灰 騨裾7/8 外面黒化赤変

75 3502 土師器台付甕 3次 SD4 潰裾）85 外内；，ナナデデ→ハケメ 粗 灰褐 脚裾完存

76 3504 土師器台付甕 3次 SD4 （槻裾）9.5 外内；， ナナデデ→ハケメ 粗 淡褐 罰据J/2

77 3404 土師器甕 3次 SD4 (□)14 6 外内，ハケメ→ヨコデナデ
；ナデ→ヨコナ 粗 褐灰 日縁1/8 破断面に煤付着

78 5601 土師器甕 3次 dl4 SD4 （口）13.5 外内・ ハケケメ→ヨコナナデ
；' ハメ→ヨコデケズリ 粗 淡黄 開据1/4

79 3205 土師器壺 3次 cl8 SD4 （日）16 2 外内， ヨコナナデ
；ョコデ 粗 灰黄 頷菰1/7 日縁綿に焼成後穿孔1カ所残

80 3602 土師器壺 3次 SD4 (□)11.4 外内，ナナデ オサエ→ヨコナデ
； デ→ヨコナデ 粗 黄灰 ほぼ完存 直1:鼓役礼ぽ、帷国（信う）

81 4302 士師器壺 3次 SD4 （日）15 1 外内，ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 淡黄橙 叫ゑ11/12 外面に煤、内面に炭化物

82 5203 土師器壺 3次 dl9 SD4 (□)20.0 外内．ョコナナデ
；ョコデ 密 褐灰 日縁1/8

83 9303 土師器壺 3次 c20 SD4 （日）22 3 外内， ヨコナナデ→ミガキキ
；ヨコ デ→ミガ 粗 灰黄 日緑1/12

84 4501 土師器壺 3次 SD4 （日）18.0 外内；ハサケメ→ヨコナデ
；オエナデ→ヨコナデ 粗 黄灰 口縁5/8 日緑内面は二厘日縁状をなす

tab. 3 出土遺物観察表（第 3次ー 2)
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構層名等 計測値 (cm) 調整技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

85 2706 土師器壺 3次 c21 SD4 （日）13.0 外内；ハケケメ→ヨコナナデ
； ハメ →ヨ コデ 密 淡橙 叫象1/12

86 4601 土師器壺 3次 SD4 （口）14.4 外内，；縦ナヘデ→ラ横ミヘガキラミガキ 密 灰白 頸訊3/4

87 3401 土師器壺 3次 SD4 （口）17.0 外内，ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 灰黄褐 日縁4/5

88 9002 土師器壺 3次 dl7 SD4 （口）16.7 外内；ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 淡橙 口緑1/10 頸部外面にS字甕状の沈線

89 9101 土師器壺 3次 c14 SD4 （底）6.8 外内，；ナナデデ 板ケズナデリ 粗 暗灰黄 底完存 外面に煤付着

90 5201 士師器壺 3次 cl9 SD4砂層 （底）6.8 外内；，板オサナエデ ・ナデ 密 灰黄褐 底部完存 底面に砂粒多く付着

91 3402 土師器壺 3次 SD4 （頸）79 外内，ナオサデエ・オサナエ→ケズナリ
； ・デ→ヨコデ 粗 淡黄橙 体部完存 外面に煤、内面に炭化物

92 3004 土師器甕 3次 c21 SD4 （底）42 外内；，ナナデデ→ハケメ 粗 灰 底部完存 外面に煤

93 3101 土師器壺 3次 c20 SD4 （底）5.4 外内；， ナナデデ→ハケメ 密 灰白 底部完存

94 2503 須恵器有蓋高杯 3次 ell SD4 （日下）14.0 外内；，匝回転転ナナデデ→回転ケズリ→波状文 密 灰白 杯下菰1/5

95 2501 須恵器杯身 3次 dl3 SD4 （口）12.8 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 口縁11/12

96 6404 須恵器杯蓋 3次 cl2 SD4 外内；，匝回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 紫灰 頂部のみ ヘラ記号あり

97 9302 須恵器杯益 3次 blO SD4 （日）13 4 外内；，回匝転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁1/6 内面上に同心円当て具痕

98 9001 土師器甕 3次 SD4 （日）25.2推 外内 ，； ケナズデリ→状板ヨナコデナ→ケデズリケ・ズヨコリナデ 粗 灰黄 頚部1/3 体品下半1:長口紺あり、外頁1:伐H着

99 3701 土師器甕 3次 SD4 （口）13 9 外内 ；， ナナデデ→→ヨヨ ココナナデデ 粗 黄灰 完存 底は平底風

100 4401 土師器甕 3次 SD4 （口）14.6 外内，ハケサメ→ヨコナデ
；オ エ・ナデ→ヨコナデ 粗 淡黄橙 日籍1/3 外面のハケメはS字甕的

101 3603 土師器甕 3次 SD4 （口）12.0 外内．ナナデ ケズナリ→ヨコナデ
； デ→ヨコデ 粗 灰 体部完存 体部に焼成後穿孔2ヶ所

102 2903 土師器甕 3次 bl3 SD4 （口）25.8 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
； ハメ →ヨ コデ 粗 灰黄褐 日緑1/12

103 4101 土師器台付甕 3次 SD4 （日）20 2 外内，ハケデ→メ板・ナナデ→ヨコナナデ
；ナ デ→ヨコデ 粗 褐灰 口縁完存

104 4201 土師器台付甕 3次 SD4 (□)19.8 外内．ハケデメ ナデナ→デヨコナデ
；ナ →ヨコ 粗 黄灰 口縁1/2

105 4001 土師器台付甕 3次 dl4 SD4 （日）19.3 外内，ハケデ→メ ズナデリ→→ヨコナナデ
；ナケ ヨコデ 粗 淡黄橙 口縁1/4 口縁部は内面に肥原する

106 10003 土師器壺 3次 cl3 SD4 外内， ヨコナナデ
；ョコデ 粗 淡橙 口縁部片 内面1こ赤色顔科（ベンガラ）塗布

107 10301 土師器壺 3次 cl3ほか SD4 （頚）12.8 外内，；オナサデエ・ナデ 粗 淡褐 頚栂1/8 体品上半外面1:赤も顔科 1ベンがう）を布

108 10302 土師器壺 3次 cl3ほか SD4 （底）8.9 外内;．オナサデエ ナデ（底部焼成前穿孔） 粗 淡褐 底部完存 底部焼成前穿孔

109 10102 朝顔形埴輪口縁 3次 cl3 SD4 外内・， ョコナナデ
， ョコデ 粗 橙 口縁部片

110 10101 朝顔形埴輪口縁 3次 cl3 SD4 外内， ヨコナナデ
；ョコデ 粗 淡橙 口縁部片 内外画1:赤色顔科（ベンガう）塗布

111 10202 朝顔形埴輪口縁 3次 cl3 SD4 （日）35.0 外内； ヨコナナデ
；ョコデ 粗 淡橙 口緑1/10 内外面に赤色顔科（ベンカう）塗布

112 10201 朝頗形埴輪口縁 3次 blO SD4 (□)37.0 外内， ヨコナナデ
；ョコデ 粗 淡赤褐 日緑1/16 内外繭1こ赤色顔科（ヘンカう）塗布

113 10401 朝顔形埴輪上半 3・4次
3-cl3 

SD4 SD41 （口）34.8 外透か；しオはサ4エ方向・ナデ内→ヨ，コオナサデ、エ上半のナ三デ角 粗 灰褐 日縁1/3 雌外面1:粍翻（ヘンガう）塗布
4-c5 

114 10501 埴輪 3次 SD4 （突帯）30.2 外内；；オオササエエ ナナデデ→ヨコナデ 粗 灰褐 突滞1/6 闘外爾1こ赤蹟科（ベンガう）塗布

115 10602 埴輪 3次 cl3 S04 （突帯）31.0 外内；；オオササエエ ナナデデ→ヨコナデ 粗 淡黄橙 突帯1/8 闘暉i:耗鵠科（ベンガう）塗廂

116 10502 埴輪 3次 c3 SD4 （体）33.6 外内 ；， オオササエエ ・ナナデデ 粗 淡黄橙 突箭問1/6

117 10601 埴輪 3次 bll SD4 （突帯）33.6 外内；， オオササエエ・・ ナナデデ→ヨコナデ 粗 淡黄橙 突滞1/6 黒斑あり

118 10701 埴輪基底部 3次 cll・blO SD4・SD41 (4次） （底）24.0 外内 ；； ナオサデ→エヨナコハデ→ケ板→ナナデデ 粗 淡褐 甚底品1/8 3片底面に板？圧痕あり

119 7301 土師器杯 3次 ell SD8 （口）16.8 外内，ヨコナナデ→ケズリ→ミガキ
；ョコデ 密橙 日縁2/3 素地B

120 401 土師器杯 3次 b9 5D8 （口）17.0 外内；，放ケ射ズ状リ→暗文ミガ(2キ)・螺旋状暗文 密橙 口縁1/4 底部に板状圧痕

121 5801 土師器杯 3次 blO SD8 （口）21.0 外内；； ョョココナナデデ→→ケ暗ズ文リ→ヘラミガキ 密橙 日縁1/8 素地C

122 6602 土師器杯 3次 ell SD8 （日）23.0 外内，ョコナナデ→暗ケズリ→ミガキ
；ョコデ→ 文 密橙 口縁1/3 素地c

123 9801 土師器杯 3次 ell SD8 （日）21.0 外内 ；； ヨョココナナデデ→→暗ケ文ズリ→ミガキ 密 淡黄橙 口縁1/3 素地B 黒斑あり

124 5705 土師器杯 3次 ell SD8 （日）18.7 タ内L；オヨサコエナ・ナデデ→→暗ヨコ文ナデ→ヘラミガキ 密橙 叫剥/6 素地B

125 5704 士師器杯 3次 bll SD8 （口）19.6 外内，； ヨョココナナデデ→→ケ暗ズ文リ→ヘラミガキ 密橙 日縁1/5 素地C

126 703 土師器杯 3次 cl3 SD8 （口）20.0 外内．；放ケズ射状リ→暗文ミガ(2キ)・螺旋状暗文 密橙 D縁1/5
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構層名等 計測値 (cm) 調整・技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

127 2104 土師器杯 3次 dl6 SD8 （日）17.5 外内 ；；放ケズ射状リ→暗文ミガ(2キ) 密 橙 口縁1/2 剥離多い

128 202 土師器杯 3次 dl7 SD8 土器2 （日）19 0 外内；；放ケ射ズ状リ→暗文ミガ・螺キ旋状暗文 密 橙 口縁3/8 よく使われてる

129 6503 土師器杯 3次 a7 sos （口）19.0 外内；・ョコナナデ→暗ケズリ→ミガキ
，ョコデ→ 文 密 淡橙 口縁1/8 素地B

130 6801 土師器杯 3次 ell SD8 （口）19.0 外内 ；， ョヨココナナデデ→→暗ケ文ズリ→ミガキ 密 淡橙 口縁1/2 嘉島B黒員あり 復l青「木屏」か？

131 6601 土師器杯 3次 a8 SD8 （口）18.2 外内；， ヨョココナナデデ→→暗ケズ文リ→ミガキ 密 淡黄橙 口縁1/2 素地B 黒斑あり 刻書あり

132 2102 土師器杯 3次 ell SDS 土器3 （口）18.5 外内；ョデコ→ナデ→ミガキ
；ナ ヨコナデ 密 橙 日縁3/4 素亀B外面1こ悦咸後葵j文字「伊」

133 6502 土師器杯 3次 ell SD8 （日）18.0 外内 ；； ョョココナナデデ→→暗ミ文ガキ 密 橙 日縁3/8 素地B 黒斑あり

134 6501 土師器杯 3次 al2 SD8 （日）16 5 外内 ；； ョヨココナナデデ→→暗ミ文ガキ 粗 橙 日縁1/2 素地c

135 803 土師器杯 3次 ell SD8 （口）17.9 外内 ，； ケナズデ→リ→ヨコヨナコナデデ 密 橙 口縁1/5

136 604 土師器杯 3次 c16 SD8 （口）15.8 外内，；放ヨコ射ナ状デ暗→文ミ(ガ2)キ・貼付高台 密 橙 口縁1/4

137 602 土師器杯 3次 a21 SD8 土器3 (□)168 外内・，ヨコナナデデ→ケズリ→貼付高台
，ヨコ 密 淡橙 口縁1/4

138 7306 土師器杯 3次 b9 SD8 （日）12.0 外内，ナオサエ・ナデナ→デヨコナデ
； デ→ヨコ 粗 黄橙 口縁1/2 素地A

139 7302 土師器杯 3次 bll SD8 （日）12 5 外内；オナサデエ→・ナデ→ヨコナデ ケズリ
； ヨコナデ 粗 灰褐 口縁1/3 素地A

140 804 土師器杯 3次 a8 SD8 （口）11.0 外内；ナオサエ→ヨコナデデ
； デ→ヨコナ 密 淡橙 D縁1/4

141 701 土師器杯 3次 bll SD8 （口）15.0 外内．オナサエ→ヨコデナデ
； デ→ヨコナ 密 橙 口縁1/4 底に木葉圧痕

142 802 土師器杯 3次 blO SD8 （日）16.0 外内 ；， ナオサデ→エ→ヨコヨナコナデデ 密 橙 日縁1/2

143 7403 土師器杯 3次 cl 1 SD8 （日）14.8 外内 ；； ョヨココナナデデ→→暗ケ文ズリ 密 橙 口縁1/6 素地B

144 7906 土師器杯 3次 al2 SDB （口）13.6 外内 ；， ョヨココナナデデ→→暗ミ文ガキ 密 淡褐 日縁1/6 素地B

145 9803 土師器杯 3次 bll SD8 （口）13 5 外内・，オサエデ・→ナデ暗→文ヨコナデ
，ヨコナ 密 橙 日縁2/3 素地C

146 6802 土師器杯 3次 alO SD8 （口）13.0 外内 ．； ナョデコ→ナデヨ→コ暗ナ文デ 密 淡橙 口縁1/4 素地B

147 704 土師器杯 3次 dl6 SD8 （日）14 9 外内；，放オサ射状エ→暗文ヨコ・螺ナ旋デ状暗文 密 橙 口縁1/4

148 1801 土師器杯 3次 c12 SDS 土器2 （日）14.8 外内；，放オ射サ状エ→暗文ヨコナデ 密 淡橙 口縁10/12 内面に煤

149 2402 土師器杯 3次 cl 1 SD8 （口）16 5 外内；；放オ射サ状エ→暗文ヨコナデ 密 淡橙 口縁3/8

150 9802 土師器杯 3次 bl2 SD8 （口）18.1 外内；オサエ・デナ→デ→暗ヨ文コナデ→ミガキ
；ョコナ 密 橙 口縁1/6 素地C

151 201 土師器杯 3次 dl7 SD8 土器3 （口）17 1 外内 ；放オ射サ状エ→ヨコ螺ナ旋デ状
； 暗文 暗文 密 淡橙 口縁3/8

152 102 土師器杯 3次 dl8 SDS 上器5 （口）16.8 外内；，放ヨ射コ状ナ暗デ→文ミガキ 密 橙 口縁3/4

153 2103 土師器杯 3次 b9 SD8 土器6 （日）16.0 外内；，放オ射サ状エ→暗文ヨコナデ 密 橙 口縁1/4 内面に漆付着

154 2401 土師器杯 3次 SD8 89層土器2 （口）15.4 外内；；放オ射サ状エ→暗文ヨコナデ 密 淡橙 日縁1/2

155 1904 土師器杯 3次 bl3 SD8 土器2 （口）13.0 外内；ョデコ→ナデ→ケナズリ
；ナ ヨコデ 密 橙 はぼ完存

156 2101 土師器杯 3次 bl2 SD8 （口）17.5 外内 ；； ナナデデ→→ヨヨココナナデデ 密 橙 日縁1/2

157 7305 土師器杯 3次 cl2 SD8 （口）12.4 外内 ；・ オナサデl.→'ナデ→3コナナデ，ケ刻状板ナデ
． ョコデ 粗橙 口縁1/2 杯H 素地c

158 10002 上師器皿 3次 dl9 SD8 （日）19 6 外内 ；； ョョココナナデデ→→暗ケ文ズリ？→ミガキ 密橙 高台1/3 素地C

159 2404 土師器皿 3次 ell SD8 （口）20.0 外内；；放ナ射デ状・暗ヨ文コナ(2デ)→貼付高台 密 淡橙 口縁1/8

160 5701 土師器皿 3次 bl2 SD8 （高台）12 4 外内；；ケョズコナリ→デ→高台暗貼文付ヨコナデ 密 淡橙 高台1/2 底部外面に焼成後記号

161 8701 土師器皿 3次 dl3 SD8 （高台）16.8 外内 ；， ナナデデ→→暗ヨ文コナデ 密橙 高台7/8 素地C

162 5703 土師器皿 3次 bl2 SD8 （高台）15.2 外内；；高ヘ台ラ貼ミ付ガヨキコ→ナデ暗→文ヘラミガキ 密 淡橙 （翡台）1/4 素地C

163 7402 土師器皿 3次 b9 SD8 （口）21.8 外内；ョコナナデ→暗ケズリ→ミガキ
；ョコデ→ 文 密橙 口縁1/4 素地B

164 801 土師器皿 3次 al2 SD8 （日）21.0 外内 ；； ケナズデ→リ→ヨコヨナコデナデ 密橙 日縁1/5 内面に煤

165 5101 土師器皿 3次 b9 SD8 （日）22.8 外内；；剥剥離離、 一部ミガキ残る 密橙 口縁3/5 素地C類

166 6803 土師器皿 3次 b9 SD8 （日）21.0 外内，ヨコナナデ→ミガキ
；ョコデ 密 淡橙 日縁1/10 素地B 蓋か？

167 8702 土師器皿 3次 bll SD8 （日）20.0 外内 ；； ナナデデ→→暗ヨ文コナデ 密橙 口縁1/6 素地c

168 6201 土師器皿 3次 al2 SD8 （口）19.8 外内，ヨコナナデ→暗ケズリ
；ヨコデ→ 文 密橙 日縁1/8 素地c

tab. 5 出土遺物観察表（第 3次ー 4)
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構層名等 計測値 (cm) 調整技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

169 302 土師器皿 3次 dl6 SD8 （口）22.2 外内．；放ョ射コ状ナデ暗→文ケ・螺ズ旋リ状暗文 密 橙 日縁1/4

170 702 土師器皿 3次 a8 SD8 （口）22.0 外内；；放ョ射コ状ナ暗デ→文ケ・ズ螺旋リ状暗文 密 橙 日縁1/6

171 6702 土師器皿 3次 blO SD8 （口）22.0 外内 ；； ナョデコ→ナデヨ→コ暗ナ文デ 密 淡橙 D縁1/6 索地C

172 101 土師器皿 3次 blO SD8 土器l （日）21 7 外内ヨ；放コ射ナ状デ→暗文ケズ螺リ旋状暗文 密 橙 口縁1/2 黒斑あり

173 6701 土師器皿 3次 bl4 SD8 (□)221 外内，ヨコナナデ→ケ暗ズリ→ミガキ
；ヨコデ→ 文 密 淡橙 日縁1/2 素地B

174 9901 土師器皿 3次 cl 1 SD8 （口）24.0 外内 ；， ヨョココナナデデ→→暗ケ文ズリ→ミガキ 密 橙 口縁1/3 素地C

175 8002 土師器蓋 3次 ell SD8 （口）19.0 外内；； ョヨココナナデデ→ミガキ 密 橙 日縁1/10 素地D

176 7903 土師器蓋 3次 bl2 SD8 （口）23.4 外内，ヨコナナデ→ミガキ
；ョコデ 密 橙 日縁1/10 素地B

177 9902 土師器蓋 3次 ell SD8 （口）22.0 外内，ヨコナナデ→ミガキ
；ョコデ 密 橙 口縁1/B 素地C

178 7904 土師器蓋 3次 bl2 SD8 （摘）2.0 外内 ；， ョョココナナデデ→→暗ミ文ガキ 密 淡橙 摘完存 素地C

179 603 土師器蓋 3次 dl9 SD8 土器6 （摘径）3.2 外内；；螺ョ旋コ状ナ暗デ→文ミガキ 密 淡橙 摘完存

180 904 土師器高杯 3次 cl2 SD8 土器l 溝据）10.l 外内；，面ナ取デり風のナデ 密 淡橙 脚部完存

181 1602 須恵器杯蓋 3次 dl6 SD8 （口）11.4 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ→摘部貼付 密 灰 口縁1/3

182 1605 須恵器杯蓋 3次 cl 1 SD8 （口）I 1.2 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ→摘部貼付 密 明青灰 口縁1/4

183 1603 須恵器杯蓋 3次 dl7 SD8 土器4 （日）12.0 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ→摘部貼付 密 灰白 口縁1/3

184 7806 須恵器杯蓋 3次 cl6 SD8 （口）12.2 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁1/2

185 6205 須恵器杯蓋 3次 a8 SD8 （口）14.0 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁1/8

186 1601 須恵器杯蓋 3次 b9 SD8 土器2 （口）13 7 外内；；圃回転転ナナデデ→回転ケズリ→摘部貼付 密 灰 日縁1/3

187 6202 須恵器杯蓋 3次 bll SD8 （日）12.l 外内 ；； 回回転転ナナデデ 密 灰 口縁1/3

188 1604 須恵器杯蓋 3次 blO SD8 （口）12.8 外内；；回圃転転ナナデデ→回転ケズリ→摘部貼付 密 灰 口縁1/8

189 8404 須恵器杯蓋 3次 b20 SD8 （口）13.2 外内；；回回転転ナナデデ→圃転ケズリ 密 灰 口縁1/3

190 7901 須恵器杯蓋 3次 dl9 SD8 （日）13.7 外内，；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 口縁1/4

191 9703 須恵器杯蓋 3次 bl 1 SD8 （口）8.8 外内；，叫回転転ナナデデ→囮転ケズリ→貼付ナデ 密 灰 口縁3/4

192 6306 須恵器杯蓋 3次 blO SD8 （口）11.6 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰褐 日縁1/2 北勢産？

193 1606 須恵器杯蓋 3次 dl7 SD8 （口）12.6 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ→摘祁貼付 密 灰白 口縁1/4

194 1701 須恵器杯蓋 3次 blO SD8 （口）16.8 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ→摘紐貼付 密 灰 日縁7/12

195 6401 須恵器杯蓋 3次 blO・ll SD8 （口）17.0 外内，；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁2/3

196 6305 須恵器杯蓋 3次 b9・dl4 SDS （口）14.0 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰褐 口縁1/10 墨書か？ 北続産？

197 1607 須恵器杯蓋 3次 dl2 SD8 （日）18.0 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ→摘部貼付 密 灰白 口縁1/8

198 7303 須恵器杯身 3次 bl 1 SD8 （日）11 4 外内；，回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 叫稼1/2 底部外面にヘラ記号？

199 8202 須恵器杯蓋 3次 c19 SD8 （日）ll.O 外内；；回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密灰 口縁1/4 内面研磨

200 1307 須恵器杯身 3次 dl7 SD8 (□)10.9 外内；，回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 口縁3/8

201 5902 須恵器杯身 3次 cl9 SD8 （口）108 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密灰 口縁1/2 口縁部に池煙痕

202 1304 須恵器杯身 3次 bl2 SD8 （口）11.7 外内；，回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 口縁1/2

203 1305 須恵器杯身 3次 ell SD8 （口）12.1 外内；；回屈転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 口縁3/8 内面にヘラ記号

204 7304 須恵器杯身 3次 7a9 SDS （日）10.8 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 口縁1/5

205 1306 須恵器杯身 3次 cl6 SD8 土器6 （日）11 5 外内；，回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 口縁3/8

206 6403 須恵器杯身 3次 al2 SD8 （口）11.0 外内．；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 口縁1/3 外面の研磨顕著

207 6402 須恵器杯身 3次 blO・cll SDS （日）12.2 外内．；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 青灰 口縁1/3

208 1404 須恵器杯身 3次 a7 SD8 土器l （日）11.4 外内；，回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 口縁3/4 口縁部に油煙痕

209 6206 須恵器杯身 3次 bl2 SDS （口）11.2 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密灰 口縁1/4

210 7206 須恵器杯身 3次 blO SD8 （日）11.7 外内；；回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 口縁1/2 外面底部に板状圧痕

tab. 6 出土遺物観察表（第 3次ー 5)
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構層名等 計測値 (cm) 調整技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

211 5901 須恵器杯身 3次 bl3 SD8 （口）9.8 外内；；回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰 口縁1/6

212 1403 須恵器杯身 3次 cl6 SD8 土器9 （日）10.0 外内；，回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 口縁1/3

213 1402 須恵器杯身 3次 bl 1 SD8 （口）9 5 外内．；回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 口縁1/4

214 8505 須恵器杯身 3次 cl 1 SD8 （口）10 2 外内；，屈回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰 口縁1/5

215 7204 須恵器杯身 3次 al2 SDS (□) 11.2 外内 ，； 回回転転ナナデデ→ナデ 密 灰白 口縁1/4

216 8503 須恵器杯身 3次 cl2 SD8 （口）11 5 外内．；匝回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 日縁1/3 底部に板状圧痕

217 7805 須恵器杯身 3次 cl2 SD8 （日）10.8 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁1/3

218 8504 須恵器杯身 3次 cl5・dl 7 SD8 (□)10.3 外内；；回囮転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰 口縁1/2

219 1505 須恵器杯身 3次 cl4 SD8 （日）10 5 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 口縁1/2

220 5904 須恵器杯身 3次 b21 sos （口）10.8 外内；，回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰 口縁1/2

221 7401 須恵器杯身 3次 b9 SD8 （口）10.8 外内；，回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 青灰 口縁1/3

222 7602 須恵器杯身 3次 cl 7 SD8 （日）11.4 外内 ；， 回皿転転ナナデデ→ナデ 密 淡赤褐 口縁1/10 内面に墨？付着北勢産？

223 8204 須恵器杯身 3次 dl7 SD8 （口）11 5 外内，；回回転転ナナデデ→ヘラ切り 密 灰白 日縁1/7 内面に漆付着

224 8502 須恵器杯身 3次 a21 SD8 （日）11 5 外内；，匝回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 赤灰 日縁1/10 北勢産？

225 7201 須恵器杯身 3次 bll SD8 （口）12.8 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁2/3

226 6301 須恵器杯身 bl4 SD8 （口）12 1 外内；；回匝転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 D縁1/4

227 6302 須恵器杯身 3次 bl2 SD8 （口）11.6 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 日縁1/8

228 9702 須恵器杯身 3次 bll SDB (□) 13.0 外内；，回匝転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 日縁l/3 外面底に墨痕？

229 6204 須恵器杯身 3次 bl2 SDS （口）12.1 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 日縁1/2

230 7205 須恵器杯身 3次 b9・10 SD8 （口）13.6 外内，；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 オリープ 口縁1/3

231 1501 須恵器杯身 3次 cl 1 SD8 （口）13.1 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 粗 灰 日縁1/2

232 1502 須恵器杯身 3次 c16 SD8 （口） 14.2 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 口縁1/3

233 7503 須恵器杯身 3次 c16 SDS （口） 14.0 外内，；回匝転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 日縁1/8

234 6304 須恵器杯身 3次 cl 1 SD8 （底）10.5 外内．；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 黄灰 底1/3

235 2504 須恵器杯身 3次 SDS （口） 13 0 外内；，匝匝転転ナナデデ→回転ケズリ→貼付高台 密 灰白 高台完存

236 1401 須恵器杯身 3次 b9 SD8 土器1 （口）13 2 外内；；匝回転転ナナデデ→貼付高台 密 灰白 口縁3/8

237 1405 須恵器杯身 3次 dl8 SD8 （口）14.0 外内；，回回転転ナナデデ→貼付高台 密 灰白 高台1/4 猿投産？

238 7202 須恵器杯身 3次 al2 SD8 （口） 14.8 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 日縁3/4

239 7804 須恵器杯身 3次 cl3 SDS （口）14.6 外内，；回回転転ナナデデ→匝転ケズリ 密 灰 D縁1/10

240 6303 須恵器杯身 3次 ell SD8 （口）14 8 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 青灰 口縁1/5

241 7502 須恵器杯身 3次 dl6 SDS （口）16.0 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁1/6

242 9701 須患器杯身 3次 al2 SD8 （口）14.7 外内；；皿回転転ナナデデ→匝転ケズリ→貼付ナデ 密灰 口縁1/3

243 1003 須忠器杯身 3次 dl7 SDS 土器l （口）15 5 外内．；回回転転ナナデデ→貼付高台 密灰 口縁1/3

244 1302 須恵器杯身 3次 bll SDS （口）17.0 外内；，回匝転転ナナデデ→貼付高台 密 灰白 裔台1/2

245 5805 須恵器杯身 3次 bl2 SD8 （口） 15 6 外内；， 囮回転転ナデナ噌デ転ケ刻→蒻台翻ヨJナデ 密灰 口縁1/4

246 1303 須恵器杯身 3次 cl7 SD8 土器1 （口）15.4 外内；，回回転転ナナデデ→貼付高台 密 灰白 高台3/8

247 6903 須恵器杯身 3次 bl2 SD8 （口）14.2 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密灰 口縁1/8

248 7203 須恵器杯身 3次 a8 SD8 （口）17 2 外内；；匝回転転ナナデデ→回転ケズリ 密灰 口縁1/10

249 6203 須恵器杯身 3次 bl4 SDS （高台）12.0 外内 ，； 回回転転ナナデデ 密灰 高台1/4

250 7802 須恵器杯身 3次 ell SDS （口） 19.4 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 D縁1/8

251 1301 須恵器杯身 3次 blO SD8 （口）17 2 外内；，回回転転ナナデデ→貼付高台 密灰 口縁J/4

252 1503 須恵器 Il1l 3次 blO SD8 （口）22.8 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 口縁J/4

tab. 7 出土遺物観察表（第 3次ー 6)
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構層名等 計測値 (cm) 調整技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

253 7803 須恵器蓋？ 3次 a8 SD8 （口）14.0 外内 ，； 回回転転ナナデデ 密 灰白 口縁1/6

254 4902 須恵器高杯 3次 bll SD8 (□) 11.9 外内；；回回転転ナナデデ・回転ケズリ 密 灰白 口縁1/3 脚内面にヘラ記号

255 8304 須恵器高杯 3次 a9 SD8 （胴裾）10.2 外内 ；； 回回転転ナナデデ 密 灰 脚裾1/2

256 1902 須恵器練鉢 3次 dl7 SD8 土器7 （底）7.6 外内 ；； 回回転転ナナデデ 密 灰白 底昴完存

257 8205 須恵器壺 3次 西壁 SDS （口）7.0 外内，；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 日縁1/3

258 9501 須恵器壺 3次 dl9 SD8 （口）12.4 外内；．回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 淡褐 口縁7/8 焼成不良

259 9502 須恵器壺 3次 cl9 SD8 （口）11.5 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁2/3

260 1702 須恵器壺 3次 a9 SD8 （口）18.2 外内；，匝圃転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁1/12

261 1802 須恵器壺 3次 dl8 SDS 土器4 （口）9.8 外内 ；， 回回転転ナナデデ 密 灰 口縁3/4

162 8303 須恵器壺 3次 dl6 SD8 （口）10.7 外内 ；． 回回転転ナナデデ 密 灰白 日縁完存

263 8302 須恵器脚付壺 3次 blO SD8 （体）17.2 外内．；回回転転ナナデデ→回転ケズリ→刺突文 密 灰 体部1/2

264 8402 須恵器壺 3次 a21 SD8 （体）20.0 外内；，回回転転ナナデ→デ囀転ケズリ→スタンプ文 密 灰白 体祁1/3

265 8005 須恵器壺 3次 cl5 SD8 （口）8.9 外内；，回回転転ナナデデ→把手貼付 密 灰白 日縁1/10 双耳壺

266 7207 須恵器壺 3次 bl2 SDS （口）7.6 外内 ；； 回回転転ナナデデ 密 紫灰 日縁1/3

267 7504 須恵器脚付壺 3次 alO SD8 （口）8.1 外内 ；； 圃タ転タナキデメ痕カ（キ底メ）→→囮回転転ケナズデリ 密 灰 口縁1/10 黒色吹き出し粒多い

268 1803 須恵器俵瓶 3次 bl9 SD8 土器6 （口）11 6 外内 ；， 回回転転ナナデデ 密 灰白 口縁1/4

269 8203 須恵器加工品 3次 ell SD8 （幅）8.6 須欠恵く器蓋の摘部と口縁部を打ち 密 灰 内面研磨墨付着硯？

270 9503 須恵器甕？ 3次 alO SD8 外内 ；； 研ナ磨デ？ 密 灰白 体部片 外面に刻書「ロロ」

271 1901 須恵器甕 3次 dl8 SD8 土器3 （口）24.0 外内，ハ転ケメ→回転ナデ
；回ナデ

粗 ／火白 日縁1/4

272 8301 須恵器甕 3次 blO SD8 （口）25.8 外内 ．； 回回転転ナナデデ 密 灰白 口縁1/10

273 8401 須恵器甕 3次 a21 SD8 (□)23.2 外内；； 叩叩きき→→回回転転ナナデデ→カキメ 密 灰 口縁1/10

274 6101 須恵器甕 3次 bl5 SD8 （日）31.8 外内 ；； 平同行心文円文叩叩き→き→ヨコヨナコデナデ 密 灰 口縁1/3

275 7703 土師器甕 3次 d20 SD8 （口）16.0 外内；ハケケメ→ヨコナナデデ
；ハメ→ヨコ 粗 淡黄橙 口縁1/5

276 3802 土師器甕 3次 b9 SD8 （口）13.6 外内 ハケケメ→ヨコナナデ
， ；ハメ→ヨコデ 粗 淡橙 日縁3/4

277 3801 土師器甕 3次 b9 SD8 （日）15.6 外内，ハケケメ→ヨコナリデ
；ハメ→ケズ ・ヨコナデ 粗 淡橙 日縁3/4

278 3803 土師器甕 3次 cl 1 SD8 （口）14 6 外内，ハズケメ→ヨコナナデ
；ケリ→ヨコデ 粗 褐灰 口縁3/4 外面に煤付着

279 502 土師器甕 3次 cl6 SD8 （口）13.9 外内，ハケメ→ヨコデナデ
；ナデ→ヨコナ 密 灰黄褐 口縁1/4 外面に煤

280 503 土師器甕 3次 cl5 SD8 土器5 (□)13 5 外内；ハケデ→メ→ケズヨコナデ
；ナ リ・ヨコナデ 密 淡橙 日縁1/3 外面に煤、内面に炭化物

281 8603 土師器甕 3次 bll SD8 （日）16.2 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 淡黄橙 日縁1/6 外面に煤付着

282 1001 士師器甕 3次 dl8 SD8 （口）20 4 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 密 淡橙 日縁1/4

283 1202 土師器甕 3次 a8 SD8 （口）19 7 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 密 淡橙 口縁1/5 外面に煤

284 501 士師器甕 3次 blO SD8 （口）20.5 外内 ハケケメ→ヨコナナデ
；， ハ メ→ヨコデ 密 淡黄橙 日縁1/4

285 1101 土師器甕 3次 b9 SDS （口）21.8 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 密 淡黄橙 日縁1/4 外面に煤

286 1102 土師器甕 3次 cl5 SDS 土器5 （口）22 6 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 密 淡黄橙 口縁1/5

287 1201 土師器甕 3次 ell SDS 土器l （口）23.0 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 密 淡黄橙 日縁1/6

288 7701 上師器甕 3次 cl 1 SD8 （日）29.0 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 淡黄橙 D縁1/6

289 504 土師器甕 3次 dl6 SD8 土器2 （口）23 l 外内，ハデケ→メ→ヨコデナデ
；ナ ヨコナ 密 淡褐 口縁1/8 外面に煤

290 8003 土師器甕 3次 cl 7 SD8 （底）7.0 外内 ・ ハケデ→メ板
：ナ ナデ

粗 褐灰 底2/3 濃尾型甕

291 903 士師器台付甕？ 3次 dl2 SD8 （扁台上）7.6 外内；；ハナデケメ→ケズリ→貼付高台 密 淡黄橙 底部1/2 上は甕形をなすと思われる

292 1002 土師器把手付鍋 3次 blO SD8 （口）22 7 外内 ．； ナナデデ→→ヨヨココナナデデ 焼貼成付前把穿手 密橙 口縁1/4

293 8201 土師器把手付鍋 3次 dl3 SD8 (□) 23.5 外内 ハケケメ→ヨズコナリデ
；’ ハ メ→ケ ヨコナデ 粗 淡橙 日縁1/3 把手部は挿入

294 601 土師器把手付鍋 3次 bll SD8 土器3 （日）25 1 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 密 淡黄橙 口縁1/4 把手部は挿人

tab. 8 出土遺物観察表（第 3次ー 7)
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構層名等 計測値 (cm) 調整・技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

295 7601 土師器把手付鍋 3次 cl7 SD8 （口）28.8 外内；ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 淡黄橙 口縁1/6

296 8901 土師器把手付鍋 3次 ell SD8 （口）26.5 外内 ハケケメ→ヨコナナデ
；＇ ハメ→ヨコデ 粗 淡黄橙 口縁1/4 把手は挿人

297 8001 土師器把手付鍋 3次 c16 SD8 （日）13.4 外内，ハケズメ→ヨコナナデ
；ケリ→ヨコデ 粗 淡褐 口縁1/10 把手菰Ii挿入、1つIJ)み残外面1こ煤

298 8801 土師器甑 3次 ell SD8 （口）23.8 外内；・ ハヶケメ→ヨズコナリデ・ケズデリ
，ハメ→ケ ・ヨコナ 粗 淡黄橙 日縁3/4 把手は挿入、底は一文字

299 8601 土師器寵 3次 a9 SD8 外内 ；； ハハケケメメ ・ナナデデ 粗 淡黄橙

300 5102 土師器鼈 3次 blO・cll SD8 外内；；ハナケデメケ・ズナデリ ・ケズリ 粗 淡黄橙 外面に煤付着

301 9704 土師器小形鉢 3次 bll SDB （口）6.5 外内；ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 淡黄橙 ほぼ完存 回転成形かもしれない

302 9705 土師器小形鉢 3次 cl6 SD8 （口）67 外内，ナナず→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 淡黄橙 日縁1/2 回転成形かもしれない

303 901 土馬 3次 d23・c22 SD8 下と胴半体身部は分別。部左品足。のみ残る。 足 密 淡黄橙 下半身の一菰

304 9602 土錘 3次 bll SD8 （長）4.9 外内 ；； ナナデデ 密 淡黄橙 完存 重さ619g 

305 9603 土錘 3次 alO SDS （長）6.3 外内 ；； ナナデデ 密 淡橙 完存 重さ6.33g

306 9604 土錘 3次 b8 SD8 （長）6 1 外内 ；， ナナデデ 密 淡黄橙 完存 重さ1387g 

307 9607 土錘 3次 bll SD8 （長）5.9 外内 ；； ナナデデ 密 橙 完存 重さ7.lg

308 9606 土錘 3次 bll SD8 （長）7.9 外内 ；； ナナデデ 密 淡橙 完存 重さ16.65g

309 1804 砥石 3次 cl5 SD8 残長5.4 携帯用の穿孔あり 変成岩

310 5103 砥石 3次 bl2 SD8 （幅）44 使用面 4面 削痕あり 砂岩

311 2303 土師質土器杯 3次 bll SK9 No.l （口）14.4 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 淡橙 口縁1/2 外面に煤

312 5802 土師器杯 3次 bll SK9 （日）13.4 外内．ナオサエ ナデ→ヨコナデ
； デ・ヨコナデ 粗 淡橙 日縁1/4 素地D

313 2302 土師器杯 3次 bll SK9 No.3 （口）14.0 外内，；ケナズデリ→ミガキ 密 淡橙 日縁1/4

314 7001 土師器甕 3次 bll SK9 （口）22.6 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 淡黄橙 D縁1/2 外面に煤付着

315 4901 土師器甕 3次 al8 SD9 （口）19 7 外内，ハケケメ→ヨコナナデ ケズリ
；ハメ→ヨコデ 粗 淡黄橙 口縁1/6

316 5503 須恵器壺 3次 bl9 SD6 （体）16 1 外内 ；， 回匝転転ナナデデ 密 灰 体部完存 脚台が付く 頸部は擬口緑をなす

317 2201 土帥器甕 3次 dl2 SD15 土器2 （日）15.0 外内・ ハケナメ→ヨコナナデ
；， 板デ→ヨコデ・ケズリ 密 淡黄 口縁3/4 外面に煤

318 2403 土師器杯 3次 bl2 SD15 （日）12.2 外内，；螺ヨ旋コ状ナデ暗→文ミ放ガ射キ状暗文 密 淡橙 口縁1/4

319 5001 土師器杯 3次 dl2 SD15 （口）15 7 外内 ；； ケナズデ→リ→放射ヨ状コ暗ナ文デ 密 淡橙 日緑10/12 素地B類

320 2301 土師器鉢 3次 a8 SDlO （口）24 1 外内 ；；板ョナコデナ→デ→ヨケコズナデリ 密 淡黄橙 口縁1/5

321 9601 土師器杯 3次 b9 SK18 （日）18.0 外内；；ナョデコ→ナ暗デ→文ミガキ 密 橙 口縁1/4 素地C

322 3901 土師器甑 3次 b9 SK18 （口）24.6 外内 ；， ハハケケメメ→ケケズズリリ→・ヨヨココナナデデ 粗 褐灰 口縁2/3 幅約50cmの一条の底

323 5002 土師器杯 3次 cl6 pitl （口）10,1 外内；，ナヨデコ→ナ放デ射→状暗ミ文ガ→キ螺旋状暗文 密 淡橙 口縁9/12 素地B類

324 5702 土師器杯 3次 dll 包含層 （日）15.0 外内 ，ナデ オサエ→ヨコナデ
；ョコナデ→暗文 密 淡橙 口縁1/6 素地C

325 10104 土師器杯 3次 ell 包含層 （日）15.8 外内，オサエデ・→ナ暗デ文→ヨコナデ
；ヨコナ 密 橙 口縁2/5 素地C

326 8602 土師器皿 3次 ell 包含層 (□)24.0 外内；・ ョデコ→ナデ→ケナズリ
，ナ ヨコデ 密 橙 日縁1/7 素地C

327 8604 土師器蓋 3次 a22 包含層 （摘）4.0 外内 ，； ナヨデコ→ナデミ→ガキミガ？キ？ 密橙 摘完存 素地C

328 6902 須恵器杯蓋 3次 bl9 包含層 （摘径）2.9 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 摘完存 内面研磨

329 6901 須恵器杯蓋 3次 bl9 包含層 （日）13.0 外内，；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 日縁1/2

330 7902 須恵器杯蓋 3次 bl8 包含層 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰白 底部片 内面に漆付着

331 8506 須恵器杯身 3次 al8 包含層 （口）9.8 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密灰 口縁1/6 内面に漆付着

332 6904 須恵器杯身 3次 bl9 包含層 （口）116 外内，；回圃転転ナナデデ→回転ケズリ 密灰 日縁1/3

333 6905 須恵器杯身 3次 b19 包含層 (□) 11.8 外内 ；， 回回転転ナナデデ→ナデ 密 灰白 口縁1/3

334 6907 須恵器杯身 3次 b13 SR14 外内，；匝回転転ナナデデ→匝転ケズリ 密灰 底部片 外面にヘラ記号

335 7702 土師器甕 al8 包含層 （日）21 8 外内，ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 淡黄橙 D縁1/4

336 8403 須恵器扁杯蓋 3次 b20 包含層 （口）18.0 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ→ヨコナデ 密灰 口縁1/3

tab. 9 出土遺物観察表（第 3次ー 8)
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構・層名等 計測値 (cm) 調整技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

337 5804 須恵器壺 3次 ell 包含層 外内；，回ナ転デナデ→高台貼付ヨコナデ 密 灰白 高台1/2 底部外面に煤付着

338 6906 土師器台付皿 3次 bl9 包含層 （高台）10.8 外内 ；； 回回転転ナナデデ→ナデ 密 灰 槻邸1/2

339 7002 須恵器高杯 3次 bl9 包含層 （肺裾）11.6 外内 ；， 回回転転ナナデデ→ナデ 密 灰白 開裾1/2

340 7505 須恵器壺 3次 a2 包含層 （胴裾）10.6 外内；；叩叩きき→→回回転転ナデナ→デケズリ （把手） 密 灰 把手部のみ

341 7501 須恵器壺 3次 a21 包含層 外内．；叩叩きき→→匝回転転ナナデデ ・カキメ 密 灰 日縁1/3

342 8501 須恵器壺 3次 bl9 包含層 （口）19.0 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ 粗 淡黄 体部1/2 瓦質を呈する

343 5905 須恵器甕 3次 bl6 包含層 （体）14.4 外内 ；； 回回転転ナナデデ→波状文 密 灰 口縁蔀片

344 6001 土師器提瓶形 3次 b20 包含層 （口）一 外内 ；； ナナデデ→→ヨヨココナナデデ 密 淡黄橙 口縁3/4 ミニチュア上器

345 9608 土錘 3次 ell 包含層 （長）7.3 外内 ；； ナナデデ 密 淡橙 完存 重さ408g 

346 9609 土錘 3次 al2 包含層 （長）3 1 外内 ；， ナナデデ 密 淡黄橙 完存 重さ5.74g

347 9605 土錘 3次 al2 包含層 （長）4.3 外内 ；； ナナデデ 密 淡黄橙 完存 重さ8.87g

348 7102 平瓦 3次 dl9 包含層 （長）5 7 (11]凸；'布格子目痕目叩・糸き切り痕 粗 灰

349 7101 平瓦 3次 b23 包含層 （厚）1.9 凹凸；；布格子目痕目叩糸き切り痕 粗 灰

350 6002 火打ち石 3次 cl2 SR14 （厚）2.2 稜線上に蔽打痕 石英

351 5402 火打ち石 3次 d22 包含層 （長）3.2 稜線上に蔽打痕

352 5403 火打ち石 3次 d20 包含層 （長）4.5 稜線上に敲打痕

353 5401 火打ち石 3次 d21 包含層 （長）24 稜線上に敲打痕

354 7801 砥石 3次 cl8 包含層 （長）5.0 使用面 1面 砂岩製

355 8107 緑釉陶器椀 3次 blO 包含層 （幅）4.5 外内 ；； 施施釉釉 密 釉；t'I-ア灰 口縁部片 硬胎

356 1504 灰釉陶器椀 3次 dl4 SD8 外内；；回ロク転ロナナデデ→糸切り→貼付高台 密 灰白 高台1/3 内面に重ね焼き痕

357 5903 灰釉陶器椀 3次 b26 包含層 （高台）7.3 外内；，回回転転ナナデ→デ糸切り→扁台貼付ヨコナデ 密 灰 高台1/3

358 5806 灰釉陶器椀 3次 a24 包含層 （高台）7.0 外内；；圃回転転ナナデデ→高台貼付ヨコナデ 密 灰白 高台1/6

359 8102 青磁椀 3次 b20 包含層 （高台）8.9 外内 ；； 施施釉釉 密 釉；灰か）ー7' （底）1/5 越州窯系

360 8108 白磁椀 3次 blO 包含層 （翡台）6.5 外内 ；， 施施釉釉 密 釉；灰白 口縁部片 博多・太宰府VIlI類

361 8103 青磁椀 3次 dl7 包含層 外内；；鏑施釉蓮弁文→施釉 密 釉；か）ー7灰 日縁栂片 竜泉窯系

362 8104 青磁椀 3次 cl2 包含層 外内；；鏑施釉蓮弁文→施釉 密 釉；か）ーア灰 口縁菰片 竜泉窯系

363 8106 青磁椀 3次 c23 包含層 （口）18.2 外内．；鏑施釉蓮弁文→施釉 密 釉；オリー7'灰 口緑1/12 竜泉窯系

364 8105 青磁椀 3次 c23 包含層 （口）18.8 外内；；施鏑釉蓮弁文→施釉 密 釉；オリーア灰 日縁1/12 竜泉窯系

365 8101 青磁椀 3次 cl2 包含層 （高台）4.5 外内；；施ケ釉ズリ→鍋蓮弁文→施釉 密 釉；オ']-7'灰 底1/3 竜泉窯系

366 8004 土師器小皿 3次 cl7 包含層 （口）9.3 
外内 ，オサエ・ナデ→ヨコナデ

；ョコナデ 粗 淡黄橙 日縁11/12 島貫F期土師器小皿d3 

367 7907 土師器台付小皿 3次 c22 包含層 （口）10.6 
外内 ，オサエ・ナデ→ヨコナデ

；ヨコナデ 粗 淡黄橙 日縁1/4

368 7603 青銅製品 3次 d24 （口）15.2 口縁部は楕円状に広がる 日縁1/5 近世以降

368 2001 銭貨（開元通賓） 3次 c25 包含層

370 2002 銭貨（祥符通賓） 3次 dlO SD12 

371 2003 銭貨（皇宋通賓） 3次 dlO SD17 

372 2005 銭貨（皇宋通賓） 3次 c25 pit! 

373 2005 銭貨（元祐通賣） 3次 c25 pitl 

374 2005 銭貨（元祐通賓） 3次 c25 pitl 

tab. 10 出土遺物観察表（第 3次ー 9)
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w 第 4次調査

1 調査区の基本層位

第4次調査区は、第 3次調査区の道を挟んだ西側

にあたり、第 3次調査区と平行している。したがっ

て、基本的な層序は第 3 次• 第4次ともに同様と考

えられるが、第 4次調査区の南側には古墳時代以降

の明瞭な遺構基盤層が存在するので、第 3次調査区

では明確に分からなかった遺構面下部の状況を知る

ことができる。

fig. 18に示した土層図は、第 4次調査区の東壁に

見られた南北土層断面である。南側、つまり図面右

手が天花寺丘陵側にあたる。調査区の北部は、古墳

時代前期から奈良時代にかけての流路 SR41 (第 3

次調査区 SD4・8と同じ）が見られる。 SR41の

遺構底面は標高約8.5mに及ぶ。この時期の遺構面が

およそ標高約10mであるから、第 4次調査区におけ

る流路 SR41の深さは約 1.5mである。ちなみに、第

3次調査区における当該流路の最深は標高約8.2mほ

どである。

遺構基盤の標高を詳細に見ると、北部と南端部と

では20-----30cmの差があり、南部ほど高くなっている。

これは、天花寺丘陵側から供給された土砂の堆積に

起因するものとして、素直に把握しておけばよかろ

う。この遺構基盤層は、南端部では粘土・シルト・

砂などの薄い層が、北部ほど下降しながら整合して

堆積している状況が見られる。この薄い縞状の層序

からは、緩斜面における丘陵部からの恒常的な土砂

供給が観察できよう。

流路 SR41の基盤となるのは、青灰色系の粘土で

ある、これは上記の薄い整合層とは異なり、かなり

の厚みを持っていると見られ、上記整合層よりも新

しいものである。この土層中には木質を含んでおり、

S R41形成以前に存在していた流路と考えられる。

なお、調査中にこの層中から土器などの遺物は認め

られなかったが、全体にわたってこの層を発掘した

わけではなく、古墳時代よりも古い時期の遺物を含

んでいる可能性も捨てきれない。

古墳時代における明確な遺物包含層に相当するも

のは無いが、飛鳥・奈良時代のそれは、黒褐色粗砂

質シルト (fig. 18の第7層）が相当する。これは、流

路 SR41の上層埋土に相当するもので、 SR41以南

にも広がっているものである。

黒褐色粗砂質シルトの上には、淡灰色中砂質シル

ト(fig. 18の第4層）が堆積している。これは中世の

遺物を含む層であり、その状態からは中世の耕作土

（水田）と考えられる。

以上のように、第4次調査区で確認された層序は、

沖積地遺跡としての堀田遺跡を明確に示すものと考

えられる。

2 検出した遺構

第4次調査区からは、明確に分かるものとしては、

古墳時代前期から飛鳥・奈良時代にかけての遺構を

確認した。また、遺構の重なり状態から、古墳時代

前期以前のものと考えられるものも見られる。なお、

実際には中世の溝なども存在していたものと考えら

れるが、遺構検出面をやや下げ過ぎたために認識す

ることができなかった。

ここでは主立った遺構について記述する。個々の
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遺構については遺構一覧表 (tab. 11) も参照され

たい。

1. 古墳時代の遺構

流路SR41(fig. 19 -21) 調査区北部で確認し

た遺構で、第 3次調壺区の流路 SD4・8に続く流

路である。人工的なものではなく、自然に形成され

たものと考えられるが、便宜上「遺構」と呼称する。
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fig. 1 9 第 4次調査区北部流路SR41平面図 (1: 60)杭列 1の数字は遺物番号
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1. 表土 6. 暗褐灰色シルト、粘性

2. 橙灰色粗砂質シルト 7 . 褐灰色粗砂質シルト

3. 淡灰色中砂質シルト（中世） 8. 暗褐灰色粗砂質シルト

4. 暗黄灰色粗砂質シルト 9 . 淡褐色細砂質シルト

5. 褐灰色粗砂質シルト 10. 黒灰色粗砂質シルト (SR41上層）

fig.21 第 4次調査区流路SR41導水路土層 (1: 50)土層位置は fig.19 

11. 灰褐色粗砂～粗砂質シルト

12. 灰色ブロックまじり淡緑灰色中砂質シルト

13. 灰色プロックまじり暗灰色細砂質シルト

14. 灰色粗砂質シルト

遺構底面は非常に凹凸が激しい。北端部では 2条

に分かれているように見えるが、西側に延びる 1条

は、導水のために SR41に対して人工的に接続させ

たものと考えられるものである（以下、「 SR41導

水路」と呼称）。 SR41導水路は東の本流部よりも

40-----50cm高くなっている (fig. 21土層図参照）。

検出範囲では、北部と南部に杭列が認められる。

北部の杭列（杭列 1) は、遺構がある程度埋没した

段階で設定されたもので、 3本ほどの打ち込まれた

杭が確認できたにとどまる。そのため、杭列の性格

は分からない。

南部の杭列（杭列 2) は、遺構底面が若干埋没し

た後に打ち込まれたものであり、杭列 1よりは古い

時期のものである。杭の頭部は概ね標高8.2-----8.3m

の高さで揃っており、この高を底面とした水流によ

って破壊されているものと考えられる。

杭列 2の用材は、南西部に細い杭、北東部に太い

杭が集中している。検出範囲が限定されているので

明確にし得ないきらいがあるが、概ね細杭群は SR

41の西岸と平行に、太杭群はそれと直交に打ち込ま

れているようである。埋土の状況から観察される水

流は南から北であり、この杭列は SR41導水路の手

前で終わっている。このことから、 SR41杭列 2は

S R41導水路へと水を導くための施設であると考え

られる。

遺構内埋土は、概ね上層・ 下層の 2区分が可能で

ある。

下層埋土は、細砂・粗砂・ シルト・粘土がそれぞ

れ互層になっており、木葉・自然木などの有機物も

比較的多量に含んでいる。第 3次調査区の SD4が

これに相当する。埋土の状況はかなり複雑に入り組

んでおり、中～粗砂が比較的多く観察されることか

ら、水流は比較的激しかったものと考えられる。下

層からは、古墳時代前期から後期にかけての遺物が

認められ、とくに後期のものがかなりの深さまで確

認できる。

上層埋土は、流路の機能がほぽ停止し、溝状の落

ち込みとなっていた段階に堆積した土層である。第

3次調査区の SD8がこれに相当する。 fig.18では

第 7層、 fig.21では第10層がこれに相当する。この

層からは、飛鳥・奈良時代の遺物が出土している。

遺物の出土状態から見ると、埋土下層からは古墳

時代後期の遺物が多く出土しており、これを含む層

が杭列 2の頭部を破壊していると考えられることか

ら、古墳時代前期頃に主に稼働していた流路と考え

られる。

溝 SD42 (fig. 22) 調査区北部で確認した溝で

ある。流路 SR41の西肩に接続する。幅約1.6m、深

さ約0.5mの断面逆台形をしている。遺構埋土は砂混

じりの粘性が強いシルトで、 SR41から取水する溝

か、あるいは SR41へ排水する溝と考えられる。後

述の出土遺物中に祭祀具と見られるものが含まれて

いることから、取水溝である可能性が高い。

埋土第 2層中に、良好な土器類が見られた。土器

類には、小形壺・高杯・壺・甕などがあり、破損し

た状態ながら完形近くに復元できるものが多く、ま

とまって一度に投棄されたものと考えられる。

埋土第 3層中には陽物形と考えられる祭祀具と思
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しきものが2点出土している。

出土した土器類は、古墳時代前期後半のもので、

当該期の良好な基準資料となろう。

2. 飛鳥・奈良時代の遺構

土坑SK44・45 調査区北部で確認した遺構で

ある。 SK44は不定形で、深さ10cm程度の浅い遺構

である。 SK45はその南に接している小土坑で、長

軸約70cm、深さ約20cmの楕円形の遺構である。両者

は一応別の遺構として扱ったが、埋土も同じ黒灰色

系粗砂質シルトであり、周辺のピットも含め一連の

遺構である可能性が高い。あるいは、竪穴住居の一

部なのかも知れない。

須恵器・土師器類が出土しており、飛鳥時代後半

頃の遺構と考えられる。

溝SD46-48・52・53・55・59・62 これらは、

調査区中央部から南部にかけて、南北方向に連なる

溝である。溝の屈曲具合と方向性で、 4つに区分で

きる。

溝SD47・48は、やや屈曲を持って延びるもので

ある。 SD47は、幅約 1.2m、深さ約0.5mの断面v

字形のものである。埋土内からは古墳時代前期の土

器類が比較的まとまって出土しているが、別の地点

からは須恵器片も出土しており、古墳時代前期の土

器は近隣の遺構を破壊した際に入り込んだものであ

る可能性がある。

溝SD46・55は、直線的に伸び、溝の軸方位はN

5°Eを向くものである。 SD46は断面 V字形で、

残りの良い部分で幅約1.2m、深さ約30cmの断面逆台

形のものである。 SD55の埋土内からは奈良時代初

頭前後の須恵器が出土している。

溝SD52・53は直線的な溝で、深さ約20-30cmの

断面U字形のものである。溝の軸方向はN3°Wで

ある。 SD53からは、中世前期を中心とした時期の

土器片が出土している。

溝SD59・62も直線的な溝で、幅約 1.3m、深さ約

30cmの断面U字形のものである。溝の軸方向は、N

30°Wである。出土遺物が極めて少なく、時期の特

定は難しいが、遺構の重複関係から、奈良時代以降、

中世以前と考えられる。

掘立柱建物S869(fig. 23) 調査区中央北部

で検出した遺構である。やや歪であるが、掘立柱建

物と考える。西側柱列を北側 3本と考えて 2間（約

3.0m)とするか、それとも南延長部にある軸線上に

乗る柱穴を含め、 4間ないしは3間（約5.1m)と見

るかによって異なる。前者と見れば、東西2間以上、

南北 2間の東西棟に、後者と見れば、東西2間以上、

南北 3間ないしは 4間となる。いずれも、側柱建物

としての復元である。北側柱列の主軸は、 N0° で、

ほぽ真北を向く。

南ないしは北側柱列は、西側柱列とは直交せず、

南へ傾いている。

遺構埋土内からの出土遺物は少なく、須恵器が出

土していることが確認できるに過ぎない。しかし、

埋土は先述の飛鳥・奈良時代の遺物包含層と同様で

あり、この時期に大枠では当てはまるものと考えて

よかろう。 （伊藤）
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fig.23 第4次調査区掘立柱建物$869平面図・断面図 (1: 100) 
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遺構番号 性格 時期 次数 グリット 特徴・形状・計測数値など

SR41 流路 古墳前期～奈良 4次 b2・c2ほか 3次SD4と一連、杭列 2ヶ所、北西方向に流れる

SD42 溝 古墳前期 4次 a・b5・6 埋土下層に炭入る 断面U字形、 S字甕D類古

SD43 溝 弥生？ 4次 b6~c8 断面U字形、 2条に分流、 SD42より古い

SK44 土坑 飛鳥後半 4次 b7・8 埋土は黒灰色粗砂質シルト 浅い

SK45 土坑 飛鳥後半？ 4次 b8 皿状に窪む SK44と一連？

SD46 溝 奈良 4次 bll ~14 断面逆台形

SD47 溝 古墳前期～後期 4次 a・bl3~15 断面逆台形、須恵器あり

SD48 溝 古墳後期以降 4次 a~c9~ 13 断面V字形、須恵器あり

SD49 溝 中世？ 4次 b12・13 SD46より新、灰色細砂質シルト

SK50 土坑 中世以降 4次 bl6 落ち込み状

S251 落ち込み 奈良？ 4次 b15 浅い落ち込み状

SD52 溝 奈良？ 4次 c17・18 断面U字形

SD53 溝 ～中世前期 4次 bl5 粗砂まじり、青磁片・山茶椀片含む

SZ54 落ち込み 奈良以降 4次 b・cl6~ 18 流路？細砂・細砂質シルト互層あり

SD55 溝 奈良前後 4次 b・cl9・20 断面緩いV字形

SD56 溝 不明 4次 a・bl6 細砂の埋土 SZ54と同時期か？

SD57 溝 不明 4次 a・bl6・l 7 SD56と同様

SD58 溝 平安以前 4次 cl9 断面浅いU字形、古代の平瓦あり

SD59 溝 不明 4次 c20 深い溝、埋土下層に木あり

SZ60 落ち込み 不明 4次 b21 ~23 灰褐色砂

SD61 溝 中世？ 4次 b22 細砂・細砂質シルト SD66と一連

SD62 溝 不明 4次 b・c21・22 断面U字形

SZ63 4次 b21 ~23 SZ60と一連につき、抹消

SD64 溝 奈良以降 4次 b・c23 浅い、断面U字形、釉着須恵器あり

SK65 4次 b21 SD66と同じにつき、抹消

SD66 溝 奈良 4次 b20~22 弧状にめぐる

SK67 土坑 奈良 4次 a・b23・24 断面U字形

SK68 土坑 中世後期 4次 a・b24 落ち込み状、南伊勢鍋 3-bあり

SB69 掘立柱建物 奈良？ 4次 c9・10 東西棟、東西 2間以上、南北 2間 (2.8m)

tab. 11 第 4次調査区遺構一覧表
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3 出土した遺物～第 4次調査区～

第4次調査区から出土した遺物は、整理箱にして

約16箱である。時期的には第 3次調資区と同様、縄

文時代晩期から中世にまで及ぶが、量としてはやや

少ない。土器が大部分で、若干の木製品・石製品

などを含む。

以下、各調査区ごとの出土遺物を、遺構単位とな

るものを中心に記述する。個々の遺物の詳細につい

ては、遺物観察表 (tab. 12~ 14) を参照されたい。

a 土器類

弥生時代以前の遺物 (1~ 3) 遺物としては存

在するが、この時期の遺構は確認されていない。

1は石鏃。いずれもサヌカイト製で、無茎式のも

のである。縄文時代相当のものと考えてよかろう。

2は突帯文を施す深鉢。突帯上には二枚貝による押

し引き刺突文があり、外面には同じく二枚貝による

条痕文が見られる。五貰森式に相当しよう。 3は弥

生時代前期に相当すると考えられる甕で、いわゆる

亜流遠賀川式のものである。

溝SD42出土土器(4~22) 古墳時代前期後半

の、比較的遺存状況の良好な土器類がまとまって出

土している。溝資料とはいえ、一括資料として認識

してよいものである。

4はミニチュア壺。口縁部は指オサエによって開

かれる。粗製である。 5~7は器台。 5は椀形の受

部、 6は二段に屈曲した受部となる。形態的には後

述の高杯 13と類似すると考えられる。 7は台裾部。

8・9は小形丸底壺。ミガキは見られない。 9の

底部は平たくなっている。 10は壺の口縁部。

11 ~ 13は高杯。 11は杯口縁部が直線的に開き、脚

裾は脚柱から屈曲をもって開く形態をなす。 12は11

と同じ形態のもの。これらは、形態的には元屋敷式

系統からの流れではないといえる。しかし、脚柱外

面に見られるハケメと面取り状の板ナデは、左上方

から右下方に向けて斜めにナデ下ろしており、これ

は後述の S字甕の脚台部に見られるハケメ調整手法

と同じである（以下、この手法を「脚部斜ナデ手
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法」と呼称）。つまり、形態的にはそれまでの伝統

上に無いにもかかわらず、脚部斜ナデ手法などの細

部に S字甕との共通性があることから、形態の相違

が生産工人の違いとしては表れていないことを示す

といえる。

13は、内弯する杯下部の上端を横へ張り出し、そ

こに直線的に開く杯口縁部を取り付けている。北陸

地方によく見られる形態といえようが、この時期に

は彼の地でも少なく、短絡的に「北陸系」というこ

とはできない。

14は尖底をなす甕。外面はケズリで調整し、内面

には板ナデを施している。口縁部は「く」の字形に

開き、端部はやや摘み上げている。第 3次調査区の

土器番号101と類似したものである。

15~ 19はS字甕である。実用かどうかあやしい超

小形品 (15)、口径10cm程度の小形品 (16)、口径14

cm程度の中形品 (17) 、口径16cm前後の大形品 (18•

19)の4法量が認められる。口縁部は S字状に屈曲

し、端部には面を持つ。体部は丸く、体部最大径は

体部のほぽ中央に来る。外面は、羽状ハケメを施し

た後、体部上半に横方向の装飾的ハケメを入れる。

脚裾は内側に折り返され、接地部が面をなしている。
(1) 

この特徴から、川崎志乃氏による島貰分類（以下、

「島貰分類」と呼称）の S字甕D類に相当する。

なお、 18・l9は脚台部を意図的に打ち欠いている

可能性がある。

20~22は壺で、いずれも二重口縁をなすものであ

る。口縁部上段が短くなる形態をなしている。 20は

口縁端部が内側に肥厚しており、この形態からは布

留形甕や壺からの影響を考慮する必要がある。 22は

口縁部上段を意図的に打ち欠いていると考えられる。

これらの土器群は非常にまとまりの良いもので、
(2) 

近隣の編年では島貰C4期、尾張の編年では松河戸
、(3)

I式に併行するものである。

流路SR41下層出土土器(23~57) 第3次調査

区の、流路SD4と一連の遺構である。古墳時代前

期から後期にかけての土器が認められる。 23~37・

39~41・43~47・49は古墳時代前期、 38・42・48・



50-57は古墳時代中後期のもの。 53-57は須恵器、

それ以外は土師器である。

23は脚付壺。外面にば煤が付着している。島貰c

1期併行。 24は小形丸底壺で、縦方向のミガキを基

調とする。島貰C3期古相併行。 25は平底の鉢で、

粗雑なハケメを施している。

26-38は高杯。 26-28は杯部で、杯下部から直線

的に開く杯口縁部を持つものであり、近畿地方の布

留式の影響を受けたものである。 26・27は島貰C3

期古相、 28は島貰C4期併行である。

29は脚裾が内弯し、脚柱に櫛描横線文を施すもの

で、この地域の伝統的な高杯形態で、島貰C2期新

相併行。それに対し、 30-34は近畿地方からの影響を

受けたもの。ミガキの状態を見ると、 30は横方向、

31-34は縦方向であり、 30が近畿方面からの搬入品、

31-34はその影響を受けたご当地品と考えられる。

島貫C3期古相から新相にかけてのものと考えられ

る。 35は先述のSD42と併行する時期のもので、脚

柱部には「脚部斜ナデ手法」が見られる。 36は古墳

時代後期の高杯である。

39は二重口縁壺。口縁屈曲部の擬口縁は、ヨコナ

デを施して非常に丁寧に作られている。内外面には

横方向のミガキがあり、この点は伊勢の通有のもの

と異なっている。

40-48は台付甕で、S字甕に相当する。 40はA類、

41・44はC類、 42・45-47はD類古、 43はA類ない

しいはB類、 48はE類である。脚台部でC類かD類

かを判断した理由は、素地粘土が砂っぽいザラつき

を持っている (C類）か、そうでないか (D類）、

脚裾の接地部に平坦面をなしている (D類）か、そ

うでないか (C類）で見分けた。

43は体部下方に明瞭な擬口縁を有しており、それ

を境に素地粘土が変わっている。 48は、口縁部形態

を見ると須恵器併行期に相当する S字甕であるが、

この時期には基本的に喪失している脚裾端部の折り

返しが認められる。脚部全体としてもやや大振りで

ある。また、体部外面上半には、羽状ハケメの後、

装飾的ハケメで円弧を描いている。このように、 48

のS字甕は異質な部分が多い。

49は丸底の甕で、布留形甕である。近畿方面から

の搬入品であろう。内面は体部上半にのみケズリが

-49-

見られる。また、体部外面上部には櫛状工具による
(4) 

刺突が見られる。木下正史氏による編年の布留 2式

併行期であろう。

50は平たい丸底の甕である。外面底部には籠目の

圧痕がある。時期的には古墳時代後期のものと考え

られる。

51は平底の鉢で、底部には木葉圧痕がある。 52は

台付小形鉢の脚部と考えられる。いずれも、島貰D
(5) 

期に併行するものと考えられる。

53は須恵器高杯の脚部。有蓋高杯と考えられる。

54-----56は須恵器杯蓋で、田辺昭三氏による陶邑編年
(6) 

（以下、「田辺編年」と呼称）の TK 10型式から M

T 85型式に併行するものと考えられる。 56の内面

には同心円当て具痕が見られる。 57は須恵器杯身

で、田辺編年のTK 10型式に併行する。

流路SR41上層出土土器類(58-----72) 第3次調

査区の、流路SD8と一連の遺構である。飛鳥～奈

良時代のものがある。飛鳥～奈良時代の土器につい

ては、便宜上、飛鳥• 藤原・平城京の都城における

土器分類と編年（以下、「都城分類」「都城編年」
(7) 

と呼称）を併記する。

58~64は土師器杯皿類。 58は杯蓋。 59・60は小形

の杯で、 59は杯A、60は杯Cに相当する。 61-----63は

杯A。61は飛鳥IIIに相当すると考えられる。 61・63

は極めて精緻な土器。 64は皿A。

65は弧状を呈する土師器の破片。一応、回転体と

して図示したが、竃形土器の鍔部分の破片かもしれ

ない。 66~68は土師器甕。

69~72は須恵器。 69は杯蓋、 70-----72は杯身である。

溝S058出土土器(73) 古墳時代前期初頭の近

江系の甕である。口縁部外面には浮文が施され、体

部外面には櫛・ヘラ状工具による施文があり、その

特徴から見て、近江方面から搬入されたものである

可能性が高い。

溝S045出土土器(74) 奈良時代初頭前後の土

師器甕である。

溝S047出土土器(75~77) 75は壺。底部の調

整手法や素地粘土の状態から、古墳時代前期前半頃

のものと考えてよいが、口縁部と体部のバランスが

悪く、異質な印象を受ける土器である。口縁部には

ョコナデが施されておらず、全体に粗雑なつくりで



ある。 76は手焙り形土器。体部のみ残る。 77はS字

甕で、 B類ないしはC類である。

土坑SK44出土土器(78-82) 78は須恵器蓋。

外面にはカキメが見られる。 79は須恵器杯蓋で、内

面に返りのあるもの。 80は須恵器杯身。

81は「濃尾形甕」竺呼称されているもの。平底で、

体部下方に擬口縁がある。それを境に内面上

部にはハケメが施されており、まるで S字甕B類以

前の甕内面のようである。素地粘土が他の土器とは

異なっており、濃尾方面からの搬入品と考えられる。

内面には炭化物が付着している。 82は丸底の甕。体

部外面上部は、被熱により器壁が剥離している。

以上の土器群は、概ね飛鳥w頃に併行するもので

あろう。

溝S048出土土器(83) 土師器壺の口縁部であ

る。時期的には古墳時代前期頃かと考えられる。

溝SD55出土土器 (84) 須恵器壺を図示した。

奈良時代頃のものであろう。

包含層出土土器(85-90) 遺構に伴わずに出土

した土器を、包含層出土土器として記述する。

85は須恵器杯身。飛鳥～奈良時代のものであろう。

86は土師器椀で、内面にはミガキが施されている。

全体に白っぽい色調であるが、黒色土器の黒化部分

が何らかの要因で吸着しなかったものではないかと

考える。

87は把手付鉢。口縁部は内弯しており、いわゆる
(9) 

「近江形甕」の類と考えられ、伊賀辺りからの搬入品

かと考えられる。

88は鍔付の土器で、甑か竃と考えられる。 89は甑

の口縁部。 90は須恵器の大形鉢である。

遺構に伴わない遺物としては、この他に中世前期

の陶器椀（山茶椀）、 15世紀代の信楽産播鉢なども

あるが、小片のため、図示しなかった。

（伊藤）

b 木製品

木製品は、流路SR41から出土したものがほとん

どで、少量が溝SD42から出土している。杭の類が

多い。時期的には、搬出した土器類から、古墳時代
(10) 

中後期を中心とした時期のものと考えられる。
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1. 祭祀具

2点の祭祀具を図示した。

陽物形(91・92) いずれも全長約10cmで、その

形態から男根を象ったものと考えられる。いずれも

先端を膨らませている。木取りは、樹皮を剥がした

割材を加工したものと考えられる。この 2点は SD

42から出土した。

2. 容器類

槽および曲物の底板などが出土している。

槽 (93) 一木作りの小形槽で、完形品である。体

部から底部にかけてやや内弯気味に立ち上がってい

る。短辺部分が若干厚い。

曲物底板(94) 側面の上面は切り込まれ、段を設

けており、曲物の底板と考えられる。底板の表面と

段部分に貰通する孔が認められるほか、底板側面に

も1ヶ所穿孔がある。

曲物蓋(95) 平面の残存長が約41cmの、半円形の

ものである。側面に段が無く、綴じ孔も遺存してい

ないことから、曲物の蓋と考えた。表面の一部は炭

化している。

容器?(99) 原材の外縁部を全長約50cmの直方体

に加工し、その内側を外部にあわせて剖り抜いてい

る。この形態から、細長い容器が半分のみ残存した

ものと考える。

3. 生産用具

生産用具としては、農耕具である曲柄鍬の柄およ

び横槌のほか、叩き具・紡績関係用具なども出土し

ている。

横槌(96) 全長約34cm、最大幅約6cmで、槌部

が細長い形態である。柄部と槌部との境界は比較的

明瞭である。槌部の中央は著しく摩滅しており、柄

部には握痕が見られる。用途としては、豆打ちなど

に用いられたものであろう。

脚部?(97) 平面が台形で、上端にホゾを設けて

いる。ホゾを含めた全長は11.8cmで、小形腰掛の脚

部ではないかと考える。

叩き具(98) 全長29cmの細長い形態である。一面

は、柄部を中心に比較的丁寧に削られている。もう

一面は木目が明瞭で、使用の際に浮き出たものと考

えられる。このことから、これを叩き具と考えた。

曲柄鍬の柄(100) 柄の頭部が、鍬身部の刃とは



逆方向に反る反柄と考えられる。ただし、上端部分

がさらに反り返っている点は、柄とするには若干の

疑問点でもある。鍬台から握りまで、 2片分約63cm

が残存している。紐掛けは、鍬台下端の段と、上端

にある孔の 2ヶ所と考えられる。上端は、この孔に

紐を通したものと考えられる。

扶入りの板材(101・102) ともに板材で、両端

に挟りが見られる101と、片側にのみ見られる102と

がある。 101の側面には、貰通する2ヶ所の孔がある。

機織り具の一部である可能性が考えられる。

桔 (103・104) いずれも断面方形の棒状具である。

104は、図の上部に段と貫通する円孔が形作られてお

り、十字形に組み合わされたものの中央に円棒状具

が通るものと考えられる。この形態から、製糸具で

ある桂と考えられる。 103も形態的には同じである。

4. 板材・原材など

用途が明確でないものをここに一括する。

有孔の板状製品(105) 方形を意識した形態の板状

製品で、一端には 1ヶ所孔が開けられている。

板材・原材(106-117) 106-108は、いずれも短

く切った丸太材の一端を斜めに削り取っているもの

である。このうち、 108のみが丸太のままで、 106・

107は半裁ないしはそれ以上の裁断を伴っている。形

態的には板材である109も、斜めに削り取る方法は同

じである。

110-117は板材の類。 110は一端を杭状に加工す

る。

112は、一端が段状に整形されており、 112・113は出

ホゾ状の加工もある。

棒状加工品(118) 一端は破損しているが、残って

いる一端は丸く仕上げている。

5. 杭類

SR41に打ち込まれていた杭類である。杭列 1・

2のものを、ここでは用途が明確でないものをここ

では一括する。

杭には、原材となる自然木をそのまま用いている

もの (a類； 119-131・147-149)と、割材を用いる

もの (b類； 132-146)、対面する2面を側面に整形

するもの (C類；150・151)、の 3種類がある。

a類のものは、直径2-1Scm内外のものが見られ

る。 b類のものは木取りの方法がいくつかあり、芯
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から放射状に木取りしているもの、板目のもの、柾

目のものなど、様々である。 C類は直径15cm内外の

ものが多い。

簡単に言えば、 a類→ b類→ c類の順に大形のも

のが増すといえるが、なぜ c類のような調整方法を

採用する必要があったのかはよく分からない。

（演辺・伊藤）

＜註＞

(1) 川崎志乃「古墳時代前期の雲出島貰遺跡」（「嶋抜」 ill -

重県埋蔵文化財センター 2001年）

(2) 註 (1) に同じ

(3) 赤塚次郎「松河戸様式の設定」「松河戸遺跡」（（財）愛知県

埋蔵文化財センター 1994年）

(4) 安達厚三・木下正史「飛鳥地域出土の古式土師器」（「考古学

雑誌」第 60巻第 2号 1974年）

(5) 伊藤裕偉「雲出島貫遺跡における古墳時代中後期の土器」

（註 (1)文献）

(6) 田辺昭三「須恵器大成」（角川書店 1981年）

(7) 都城編年と分類については、古代の土器研究会編「古代の土

器 l 都城の上器集成」 (1992年）を参照した。

(8) 濃尾形長胴甕については、考古学フォーラム座談会3 「長胴

甕とその時代」（「考古学7ォーラム」 11 1999年）を参照した。

(9) 笠井賢治「北伊賀地域における古代前半期の土師器甕」

（「瓦衣千年」森郁夫先生還暦記念論文集 1999年）

(10) 木製品類の記述にあたっては、「木器集成図録」および穂

積裕昌「六大A遺跡・木製品編」（三重県埋蔵文化財センター

2000年）を参照した。
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fig. 25 第 4次調査区出土遺物(2) (1 : 4) 
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fig. 27 第 4次調査区出土遺物 (4) (1 : 4) 
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構層名等 計測値 (an) 調整技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

1 5801 石鏃 4次 c5 SR41下層 （長）2.42 チャート製 重さ 1 2 g 

2 2303 縄文土器深鉢 4次 bl3 SD47(混入） （口）一 外引き；籍板文状工具による条痕内文→；突ナ帯デ上に押し 粗 黄灰 口縁部片

3 2202 弥生土器甕 4次 bl6 SK50(混入） （日）一 外内・；ョコナナデ→刻目文
，ヨコデ 粗 褐灰 口縁部片 弥生前期

4 403 土師器 ミニチュア壺 4次 b5 SD42 （口）4.8 外内 ；； オオササエエ ・ナナデデ 粗 黄灰 口縁2/3 底都は平底気味

5 103 土師器小形器台 4次 b5 SD42 plO （口）9.2 外内，ナデコ→ナヨコナデ
；ヨデ

粗 淡黄橙 [J縁1/4

6 704 土師器小形器台 4次 a6 SD42 （屈曲）7.3 外内；ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 淡黄橙 屈曲部1/4

7 906 土師器小形器台 4次 a6 SD42 溝裾）8.0 外内 ；； ナナデデ→→ヨヨココナナデデ 粗 淡黄橙 腸裾1/4

8 904 土師器小形壺 4次 b5 SD42 （日）11.8 外内，ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 淡黄橙 D縁1/2 4片

， 402 土師器小形壺 4次 a6 SD42 pl2 （日）10.5 外内，ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 淡黄橙 日縁1/2 底部は平底気味

10 703 土師器壺 4次 a6 SD42 （日）15 1 外内， ヨコナナデ
；ョコデ 粗 灰褐 日縁1/12

11 401 土師器高杯 4次 b5 SD42 p5 （関裾）9.9 外内・ ハケりメ→ヨデコ→ナデ
；’ 絞 目→ナ ヨコナデ 粗 淡黄橙 脚裾完存 外嗣I¥ケ刈lS字＂合菰 If)員駅伺し

12 203 土師器高杯 4次 b5 SD42 p4 （日）24.0 外内，ハケりメ→ヨデコ→ナデ
；絞目→ナ ヨコナデ 粗 淡黄橙 肌裾1/4 碩釘Iが ilS字＂合翫駐と同し

13 202 土師器高杯 4次 a6 SD42 pl （口）11 0 外内 ；， ナナデデ→→ヨヨココナナデデ 粗 淡橙 日縁1/8

14 102 土師器丸底甕 4次 b5 SD42 pll 外内；；ナオサデ→エケ板ズナリデ・→ヨコヨナコデナデ 密 淡黄橙淡 口縁3/4

15 803 土師器台付甕 4次 b5 SD42 （口）5 1 外内，・ハケデ→メ→ヨコナデデ
，ナ ヨコナ 粗 黄橙 口縁1/6

16 302 土師器台付甕 4次 b5 SD42 p2 （日）9.6 外内；ナオサデ→エハケナメ→ヨコナナデ
； ・ デ→ヨコデ 粗 灰黄褐 日縁3/4 外面に煤、内面に炭化物

17 101 土師器台付甕 4次 b5 SD42 plO （口）13.0 外内．ナオサデ→エハケナメ→ヨコナナデ
； ・ デ→ヨコデ 密 淡黄橙 口縁3/4 外面に煤

18 301 土師器台付甕 4次 b5 SD42 p3 (□)14.0 外内 ナナデデ→→ハケケメ→ヨコナナデ
， ； ハメ→ヨコデ 密 灰黄褐 口縁3/4 外面に煤

19 601 土師器台付甕 4次 b5 S042 pll （口）14.5 外内，ナオサデ→エハケナメ→ヨコナナデ
； ・デ→ヨコデ 粗 淡黄橙 口縁5/6 外面に煤

20 701 土師器壺 4次 b5 SD42 （口）19.0 外内；；ナオサデ→エヨ・ナコデナ→デヨコナデ 粗 黄灰 D縁1/4 叫饂に布留の影響

21 501 土師器壺 4次 a6 SD42 pl （日）17.2 外内；， ナオサデ→エ→ヨハコケナデメ→ヨコナデ 粗 灰褐 口縁完存 外面に煤

22 201 土師器壺 4次 b5 SD42 p7 （頸）11.6 外内，ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 灰黄褐 頸部完存

23 1202 土師器脚付壺 4次 cl SR41下層 （口）97 外内，ナナデ→ヨコナナデ
； デ→ヨコデ 粗 淡赤褐 体部完存 外面に煤、何か入れて煮ている

24 1404 土師器小形壺 4次 c3 SR41下層 （日）10.8 外内 ；， ナナデデ→→ミミ ガガキキ 密 暗灰黄 日縁1/8

25 1304 土師器鉢 4次 c3 SR41下層 （口）12 I 外内，；ナナデデ ・ハケメ 粗 黄灰 日縁1/5 底祁は平底気味

26 1002 土師器高杯 4次 c2 SR41下層 （日）17.5 外内 ； ナナデ→ミガキキ
； デ→ミガ 粗 黄灰 口縁1/10

27 1402 土師器高杯 4次 c4 SR41下層 （口）15.2 外内 ハケデ→メ→ケナデ
：ナハメ

粗 灰黄褐 D縁1/3

28 1403 土師器高杯 4次 c4 SR41下層 （口）14.4 外内，・ハケデ→メ→ヨコデナデ
．ナ ヨコナ 粗 淡黄橙 D縁1/6

29 2503 土師器高杯 4次 c4 SR41下層 （胞据）10.8 外内 ，； ハミケガキメ→→櫛ヨ描コ横ナ線デ文 粗 淡橙 肌裾1/5 透かしは3方

30 1308 土師器高杯 4次 b2 SR41下層 （脚柱）2.8 外内，；ナナデデ ・ハケメ→ミガキ 密 淡橙 脚柱完存 布留系

31 1307 土師器高杯 4次 c3 SR41下層 （胴柱）2.8 外内；；ナナデデ ハケメ→ミガキ 密 褐灰 脚柱完存

32 1706 土師器高杯 4次 c4 SR41下層 （脚柱）2.8 外内；，板絞ナりデ目→→ハミケガキメ→ヨコナデ 柑 灰黄褐 脚柱完存

33 1705 土師器高杯 4次 c5 SR41下層 （調柱）2 9 外内 ；， 板絞ナりデ目→→ヨミ コガナキデ 粗 灰黄褐 脚柱完存

34 1605 土師器高杯 4次 b4 SR41下層 （槻柱）3.4 外内；；板絞ナりデ目→ミガキ 粗 淡黄橙 脚柱完存 杯下祁内面は平行ミガキ

35 1203 土師器高杯 4次 c4 SR41下層 ＇潰裾） 8.3 外内・，ハケメ→ヨコデナデ
，ナデ→ヨコナ 粗 灰黄褐 胴裾1/2 外面の)¥ケメllS字9員合菰の員§と伺t

36 1301 土師器高杯 4次 c3 SR41下層 （脚据）9.8 外内 ・ ナナデ→ミガキナ
；＇ デ→ヨコデ 密 淡褐 腸裾1/8

37 1604 土師器高杯 4次 c5 SR41下層 （胴裾）9.8 外内 ；．板叙ナりデ目→→ミヨガコナキデ 粗 淡褐 開裾1/2

38 1603 土師器高杯 4次 c2 SR41下層 （脚据）8.9 外内 ，； 板ケズナデリ→→ヨヨココナナデデ 密橙 脚裾4/5

39 1701 士師器壺 4次 b2 SR41下層 （頸）17.4 外内 ；， ナナデデ→→ミミ ガガキキ 粗 灰黄 頚3/4 二重口縁壺

40 1704 土師器台付甕 4次 c3 SR41下層 （口）14.1 外内 ，ハケメ→装飾ケハメケ→・押ヨコし引ナきデ刺突
；ナデハ 粗 暗灰黄 口縁1/4

41 1003 土師器台付甕 4次 c2 SR41下層 （口）10.9 外内・，ハデケ→メ→ヨコデナデ
，ナ ヨコナ 粗 灰黄褐 口縁1/5

42 1401 土師器台付甕 4次 c4 SR41下層 （日）13 8 外内 ・ ハケメ→ヨコナデ
， ；ナデ→ハケメ→ヨコナデ 粗 灰黄褐 日縁1/6

43 1004 土師器台付甕 4次 c2 SR41下層 溝柱）4.4 外内，；ハナデケ→メハケメ 粗 淡黄橙 胴柱1/4 s字甕A-B類長Diで素他枯士が変化

44 1502 土師器台付甕 4次 c5 SR41下層 （開裾）10 5 外内，ハサケメ ・ナナデ
；オエ・ デ・ハケメ 粗 淡橙 脚据1/2

45 1505 土師器台付甕 4次 cl SR41下層 （脚裾）7.9 外内・ ハサケメ ・ナナデ
＇ ；オエ デ・ハケメ 粗 淡黄橙 開裾2/3

tab.12 出土遺物観察表（第 4次ー 1)
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番号 実禰番号 器種等 次数 グリッド 遺構・層名等 計視9値 (cm) 調整・技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

46 1503 土師器台付甕 4次 c2 SR41下層 溝裾）10.l 外内；；ハオサケエメ ・ナナデデ・ハケメ 粗 灰黄褐 開部完存 脚菰内面に砂含む素地を補填

47 1504 土師器台付甕 4次 c3 SR41下層 （関裾）8.5 外内；；ハオサケエメ ・ナナデデ・ハケメ 粗 暗灰黄 槻部完存 体昴内函底~}\ケ}後[砂含b嚢地を楠槙

48 1101 土師器台付甕 4次 c3 SR41下層 （日）16 2 外内；・ ナナデデ・→ハケメ→ヨデコナデ 装飾ハケ
， ヨコナ 粗 淡黄橙 日縁11/12 円弧状の装飾ハケは珍しい

49 1001 土師器丸底甕 4次 c2 SR41下層 （口）12.4 外内；・ ハサケメ→ヨデコ→ナデ 刺ナ突デ→（文ケ）ズ
，オエナヨコ リ 粗 灰黄褐 体都1/2 布留系、搬入？

50 1501 土師器丸底甕 4次 c4 SR41下層 （口）13.0 外内；’ハケケメメ→→ヨヨココナナデデ・籠目圧痕
＇ Jヽ

粗 淡黄橙 口縁2/3 底邸外面に籠目圧痕あり

51 1201 土師器鉢 4次 c4 SR41下層 （日）13.9 外内 ；； ナナデデ→→ヨヨ ココナナデデ 粗 灰黄褐 ほぼ完存 底に木葉圧痕

52 1302 上師器台付鉢 4次 b2 SR41下層 （胸裾）9.3 外内，・ ナナデ→ヨコナナデ
， デ→ヨコデ 粗 淡褐 脚裾2/3

53 1602 須恵器高杯 4次 bl SR41下層 （開据）10.4 外内 ；， 匝回転転ナナデデ 密 暗灰 棚裾3/4

54 1305 須恵器杯蓋 4次 b2 SR41下層 (□)13 6 外内；，回回転転ナナデデ→固転ケズリ 密 青灰 日縁3/4 外面に煤付着

55 1306 須恵器杯蓋 4次 b3 SR41下層 （日）13.4 外内；；匝回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁1/2

56 1303 須恵器杯蓋 4次 b2 SR41下層 （口）13.8 外内；，回回転転ナナデデ→回転ヘラ起こし 密 灰白 完存

57 1601 須恵器杯身 4次 b3 SR41下層 （日）12.0 外内，；匝ナ転デナデ→回転ケズリ 密 灰 口縁1/4

58 1702 土師器杯蓋 4次 bl SR41上層 （口）15 1 外内；，回ナ転デ→ナデミガキ 密 淡黄橙 口縁1/3

59 2002 土師器杯 4次 c2 SR41上層 （日）9.8 外内 ；， ナナデデ→→暗ミ文ガキ 密 淡黄橙 口縁1/3

60 1906 上師器杯 4次 c2 SR41上層 （日）11.0 外内 ；， ナナデデ→→暗ヨ文コナデ 密 淡橙 口縁1/4

61 1905 土師器杯 4次 c2 SR41上層 （日）17.9 外内；；ナナデデ→→暗ケ文ズリ→ミガキ 密 橙 口縁1/10

62 1801 土師器杯 4次 c2 SR41上層 （口）17.2 外内 ；； ナミデガ→キ→ミ暗ガ文キ 密 橙 口縁1/8

63 2003 土師器杯 4次 c2 SR41上層 （口）一 外内，； ナナデデ→→暗ケ文ズリ→ミガキ 密 橙 口縁部片

64 1703 土師器皿 4次 b2 SR41上層 （日）23.l 外内 ；， ナョデコ→ナデヨ→コ暗ナ文デ 密 淡橙 日縁1/10

65 2001 土師器竃？ 4次 c2 SR41上層 （日?)25.2 外内；ハケケメ→ケナズリ
；ハメ→ デ 粗 淡橙 日縁?1/6 カマドの庇部分か？

66 1803 土師器甕 4次 c4 SR41上層 （口）19.5 外内 ・ ョコナデ→デ
：板ナ ヨコナデ 粗 淡黄橙 口縁1/6 外面に煤付着

67 1802 土師器甕 4次 c2 SR41上層 （日）21.2 外内・，ハヶケメ→ヨコナナデデ
，ハメ→ヨコ 粗 淡橙 口縁1/4 外面に煤付着

68 1901 土師器甕 4次 c4 SR41上層 （口）30.2 外内；・ ハケヶメ→ヨコナナデデ
，ハメ→ヨコ 粗 淡橙 口縁1/8 外面に煤付着

69 1904 須恵器杯蓋 4次 c2 SR41上層 （口）13.0 外内；；匝圃転転ナナデデ→回転ケズリ→貼付ナデ 密 灰 口縁1/3

70 1804 須恵器杯身 4次 北部 SR41上層 （口）13 8 外内；，回回転転ナナデデ→回転ケズリ→貼付ナデ 密 灰白 高台1/3

71 1903 須恵器杯身 4次 c4 SR41上層 （高台）12.5 外内；，圃匝転転ナナデデ→回転ケズリ→貼付ナデ 密 灰白 高台1/6

72 1902 須恵器杯身 4次 c2 SR41上層 （口）16.0 外内；．回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 日縁1/6

73 905 土師器甕 4次 bl8 SD58 （日）12.0 外内；．装ナ飾デ→ハケヨコ浮ナ文デ （口縁部） 粗 淡褐灰 頸菰1/6 近江系甕、搬人？

74 702 土師器甕 4次 b8 SK45 （日）16.0 外内，ハケケメ→ヨズコナリデ
；ハ メ→ケ →ヨコナデ 粗 淡黄橙 D縁1/6 外面に煤

75 2101 土師器壺 4次 al2 SD47 （口）14 7 外内；；ハナケデ→メ→ヨナコデナ→デヨコナデ 粗 灰黄 口縁1/3 外面に煤付着

76 2201 土師器手焙形 4次 bl3 SD47 （体）16 1 外内・ ハサケメ→ナナデ
， ；オエ デ→ハケメ 粗 淡黄橙 体部1/5

77 2103 土師器台付甕 4次 bl3 SD47 （牌裾）8.4 外内；；ハオサケエメ ・・ナナデデ・ハケメ 粗 淡黄橙 胴裾1/6 脚部内面に砂含む素地を補填

78 903 須恵器壺蓋 4次 b8 SK44 （日）5.6 外内；，屑回転転ナテナ＇（デカキメ）噌転ケズ1巨翻仔 密 褐灰 日縁3/4

79 902 須恵器杯蓋 4次 b8 SK44 （日）10.3 外内，；回回転転ナナデデ→回転ケズリ→貼付ナデ 密 灰白 日縁1/2

80 901 須恵器杯身 4次 a8 SK44 （高台）13.2 外内；；固回転転ナナデデ→圃転ケズリ→貼付ナデ 密 灰白 高台1/3

81 802 土師器長胴甕 4次 b8 SK44 （底）5.4 外内 ，ハケメ
；ナデ→ハケメ 粗 淡黄橙 底2/3 g尾形見 外面1:煤、内頁1:炭化物

82 801 土師器甕 4次 b8 SK44 （口）16 4 外内，ハケケメ→ヨズコナリデ
；ハ メ→ケ →ヨコナデ 粗 淡橙 体孤1/3 外面に煤

83 705 須恵器壺 4次 c12 SD48 （日）l 1.2 外内； ョコナナデ
．．ョコデ 柑 淡橙 口縁1/4

84 2601 須恵器壺 4次 c22 SD55 （日）20.0 外内；； ナタデタ→キ回メ→転匝ナ転デナデ 密灰 日縁1/3

85 2203 須恵器杯身 4次 中央 包含層 （日）11.2 外内；，匝囮転転ナナデデ→回転ヘラ起こし 密 灰白 口縁3/4

86 2102 黒色上器？ 椀 4次 a6 包含層 （口）15.4 外内 ；． 剥ミ鱗カキ（ナ？デ） 密 淡黄橙 口縁1/3

87 2502 土師器把手付鍋 4次 北部 包含層 （日）31.0 外内；・ ハケヶメらヨコナナデ
．ハメ→ヨコデ 粗 淡黄橙 日縁1/5 伊賀近江系

88 2501 土師器鍔付鍋 4次 北部 包含層 （鍔）35.8 外内．ハケケメ→ヨコナナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 淡黄橙 鍔祁1/5

89 2602 土師器甑 4次 北部 包含層 （日）40.0 外内，ハケケメ→ケズナリ→ヨコナデ
；ハメ→ヨコデ 粗 灰白 口縁1/10

90 2401 須恵器鉢 4次 中央 包含層 （口）33.2 外内；； ナタデタ→キ回メ→転回ナ転デナデ 密 灰白 口縁1/4

tab.13 出土遺物観察表（第 4次ー 2)
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番号 実測番号 名称 調査次 グリッド 計測値 (cm) 材 質 備 考

91 4403 陰賜物 4次 b5 SD42 残存長101 

92 4402 陰賜物 4次 b5 SD42 残存長10.7

93 4601 槽 4次 c5 SR41南4層 長25.8

94 4701 曲物底板 4次 b3 SR41南3層 直径14 側面と底部に穿孔

95 2901 曲物蓋 4次 b2 SR41北3層 直径46 表面炭化

96 4801 横槌 4次 c4 SR41 長34

97 4904 指物腰掛？ 4次 c5 SR41南3層 残存長11.8 平面形は台形端部に溝を穿つ

98 4702 叩き板 4次 c5 SR41南3層 長29 片面のみ木目明瞭

99 5304 樋状製品？ 4次 b2 SR41北4層 長44

100 3301 曲柄 4次 c2 SR41北5層 長60.5 柄の先端付近に穿孔

101 3102 扶付棒材 4次 c2 SR41北3層 長30.2 両端に扶入る 側面に穿孔

102 4102 扶付棒材 4次 c3 SR41南4層 長347 先端に扶り

103 3902 かせ 4次 c4 SR41南3層 残存長36 孔周辺が太い

104 3901 かせ 4次 b3 SR41南3層 残存長43

105 4001 板材 4次 c5 SR41南3層 長235 側面の近くに 1箇所穿孔

106 4201 原材 4次 b3 SR41南3層

107 3002 板材 4次 b2 SR41北3層 残存長18.5

108 3101 原材 4次 b2 SR41北3層 長125 丸木の両端加工

109 4101 板材 4次 b3 SR41南3層 長31.5 把手つく？ 歪み激しい

110 5202 杭 4次 b2 SR41北5層 残存長45 板材加T.

111 2902 板材 4次 b3 SR41南3層 長42

112 3201 板材 4次 b2 SR41北3層 長42.5 炭化する。先端に出ホゾ

113 4303 杭 4次 b3 SR41南3層 長41

114 3001 板材 4次 b3 SR41南3層 残存長385 

115 4002 板材 4次 b3 SR41南3層 長22.7

116 4202 板材 4次 b2 SR41南4層 長245 

117 3202 板材 4次 b2 SR41北3層 長さ44

118 4302 板材 4次 c4 SR41南3層 長565 

119 4503 丸杭 4次 c2 SR41杭列1 w2 残存長536 樹皮残る。自然木加工

120 4502 角杭 4次 c2 SR41杭列1 w4 残存長57

121 5102 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w8 残存長17.5 樹皮残る。自然木加工

122 4903 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w6 残存長12 自然木加工？杭先端のみ

123 4401 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w5 残存長265 樹皮残る。自然木加工

124 5604 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w4 残存長174 樹皮残る。自然木加工

125 5603 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w37 残存長23.5 自然木加工

126 2701 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w29 残長257 樹皮残る。自然木加工

127 5003 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w3 残存長29 樹皮残る。自然木加工

128 4803 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w20 残存長28.3 樹皮残る。自然木加工

129 5002 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w22 残存長26 樹皮残る。自然木加工

130 3801 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 wl 残存長32 樹皮残る。自然木加工

131 3701 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w31 残存長31.5 樹皮残る。自然木加工

132 4901 板杭 4次 c4 SR41杭列2 wl8 残存長20.3 板材を加工。先端のみ残

133 5201 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w21 残存長215 板材加工

134 5203 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w9 残存長165 板材加工先端のみ残存

135 5101 板杭 4次 c4 SR41杭列2 wlO 残存長155 板材を加工 先端のみ残存

136 2702 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w33 残存長25.8 板材加工

137 5601 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w23 残存長34 板材加工

138 3802 板杭 4次 c4 SR41杭列2 wl9 残存長26 板材を加工

139 5001 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w25 残存長28 板材を加工

140 5103 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w35 残什長33 板材加工

141 3401 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w30 残存長37.5 板材を加工

142 4802 板杭 4次 c4 SR41杭列2 wl6 残存長43.6 板材を加工。半分は欠損

143 3402 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w27 残存長42 板材を加工

144 3501 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w24 残存長63 割材を加工

145 2801 板杭 4次 c4 SR41杭列2 w26 長42.5 板材を加工

146 3602 板杭 4次 c4 SR41杭列2 wll 長42 板材を加工

147 3502 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 wl4 残存長54.3 樹皮残る。自然木加工

148 5702 丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w41 全長84 樹皮残る。自然木加工

149 5701 板丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w38 長87 丸木を加工先端は平に整形

150 5401 板丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w39 長115 板材加工

151 5703 板丸杭 4次 c4 SR41杭列2 w40 全長120 板材加工。やや反り気味

tab. 14 出土木製品観察表（第 4次）
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V 第 5次調査

1 検出した遺構

第 5次調査区は、第 4次調査区の西隣に位置して

いる。地形的には北側に向かって緩やかに傾斜し、

調査区北端で標高約9.5mである。基本的な層序に

ついては、第 3・4次調査区と大差はない。

調査区内では、第 4次調査で検出した溝の延長を

確認したほか、掘立柱建物・土坑・流路などを検出

している。時期的には飛鳥・奈良時代のものが中心

であると考えられる。

以下、主要な遺構について個別に記述していく。

それ以外は、遺構一覧表(tab.15)を参照されたい。

溝SD70 調査区の南端で確認した幅2~3m、

深さ約20cmの南北溝である。断面は逆台形状を呈

している。溝の南側部分で分流し、北側に向かって

10.2~ 一言磨／三

fig.34 第 5次調査区掘立柱建物S875
平面・断面図 (1・:100) 

5m 
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序々に浅くなる。溝の主軸方向はN5°Eである。

溝の上面では軒丸瓦 (6)が出土したほか、埋土内

からは奈良時代初頭頃と考えられる須恵器がみつか

っている。

溝 SD73・74 SD70を切る南北溝である。 S

D73は途中西側に屈曲して途切れる。いずれも幅約

0.7m、深さ約20cmでほぼ直線的に延びる。溝の主

軸方向はN10°Eとなる。埋土内からは須恵器や土

師器片が出土しており、飛鳥・奈良時代を中心とし

た時期のものと考えられる。

掘立柱建物SB75(fig.34) 調査区南側のb-

c・l9-20グリッドで検出した南北 4間 (5.8m)、

東西2間 (3.8m)の南北棟の側柱建物である。棟方

向は N10°Eとなり、 SD73・74とほぽ同一の主

@ 

9.4m 

~.. つ

ヽ

巧

CJ~ 

lm 

fig.35 第 5次調査区土坑SK81遺物出土状況

(1 : 20) 
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fig. 36 第 5次調査区流路SR77杭別平面・立面図 (1: 40) 
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軸方向をとる。柱掘形は正方形ないし、長方形のも

ので、最大のもので1辺が約0.6mとなる。南側柱

列と西側柱列を中心に柱根が残存している。柱根の

残存径は13-15cm、長さは約40cmである。なお、

柱間は柱根の心芯で計った場合、桁間が北からそれ

ぞれ1.4m+1.4m+ 1.4m+ 1.6m、梁間は1.9mの等

間となる。柱掘形内からは図示し得なかったが、把

手など土師器片が出土している。明確な時期は不明

だが、飛鳥・奈良時代の遺構と考えられる。

流路SR77(fig. 36) 調査区中央の西壁よりで

確認した。検出されたのは一部分に止まり、全体的

な規模は不明であるが、ほぽ南北方向に延びる流路

になると考えられる。中央部と南端部では第 4次調

査区で検出された SD47・53と接続する。

流路の岸には約 9mにわたって平行する杭列が認

められる。杭の頭部は概ね標高9.5-9.6mの高さで

遺構番号 性格 時 期 次数 グリット

SD70 溝 飛鳥～奈良 5次 b24~23 

SD71 溝 不明 5次 a24~23 

SK72 土坑 飛鳥～奈良？ 5次 a25 

SD73 溝 飛鳥～奈良？ 5次 y.zl9~24 

SD74 溝 飛鳥～奈良 5次 y.zl9~24 

SB75 掘立柱建物 飛鳥～奈良 5次 c.b20・21 

SD76 溝 不明 5次 b24 

SR77 流路 古墳～奈良 5次 z・a9~ 13 

SD78 溝 不明 5次 bl9 

SD79 溝 不明 5次 bl7 

SD80 溝 飛鳥～奈良 5次 a・bl5 

SK81 土坑 飛鳥～奈良 5次 a9 

SD82 溝 飛鳥～奈良 5次 bl6 

S083 溝 不明 5次 b16 

tab.15 第 5次調査区遺構一覧表
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揃っている。この杭列は岸の上端部分で検出されて

いるため、流路自体がある程度埋没した段階で設定

されたものと考えられる。杭の用材は径約 5cmほ

どの細い丸木杭である。

流路の深さは約0.6mで、埋土は上層の暗灰色粘

質シルト土と下層の灰色シルト土に区分される。下

層には粗砂が多く混じるほか、流路底面には有機物

も含まれる。遺物は上層埋土から須恵器類が、下層

埋土からは微量であるが、古式土師器の小片が出土

している。

土坑SK81(fig.35) 調査区の北端で確認した長

さ約 1.2m、幅 lmの不整形土坑である。深さは約

10cmと浅い。土坑の埋土上面からは、やや浮いた

状況であったが、須恵器杯身 (12)や土師器椀 (11). 

高杯 (15) などがまとまって出土している。これら

の遺物から飛鳥時代後半頃の遺構と考えられる。

（演辺）

特徴・形状・計測数値など

深さ0.2~0.3m、最大幅約3m。途中z・a22付近で分流する。軒丸瓦出土。

SK72を切る溝。

浅い不整形土坑。

SD70を切る南北溝。 SD74にほぼ併行している。

SD70を切る南北溝。

東西 2間x南北4間の側柱建物。柱根が残存する。

4次 ・SD64と並行して走る東西溝。

流路。西側の一部に杭列あり。

4次 ・SD59に繋がる南北溝。

4次 ・SD55に繋がる東西溝。撹乱溝か？

4次 ・SD53に接続する。土坑状となる。

ほぽ楕円状の土坑。遺物比較的多い。

4次 ・SD53とSD55に繋がる東西溝。

4次 ・SD53とSD55に繋がる東西溝。



2 出土遺物～第 5次調査区～

第 5次調査区で出土した遺物の総量はかなり少な

く、整理箱に換算しておよそ 25箱である。土器類

については、古墳時代前期から近世までのものが認

められ、飛鳥～奈良時代の遺物が大部分を占める。

木製品は、杭材や柱材が若干出土したに過ぎない。

以下、遺構単位を中心に主要な遺物について記述

していく。詳細については遺物観察表(fig.16・17)を

参照されたい。

a 土器類

溝SD70出土遺物 (1---6) 1・2は須恵器杯

身である。 1は口縁部が直線的に立ち上がり、端部

がわずかに外反する。底部はヘラ切り未調整である。

2は底部外端に低い高台がつく。土師器高杯 (3. 

4) はいずれも脚柱部のみで、内面にシボリ目を残

す。甕 (5)は緩やかに外反し、内外面にハケメが施

される。

6は軒丸瓦片である。摩滅が激しく、中房の蓮子

が不明瞭だが、複弁重弁八葉蓮華文軒丸瓦になると

考えられる。瓦面は比較的平面的である。いわゆる
(1) 

藤原宮式に属し、天花寺廃寺の分類によるM3Ab

に相当するものと考えられる。

流路SR77出土遺物 (7---9) 7は古式土師器

の壺の底部になると考えられる。 8・9は上層埋土

から出土した。 8は底部に回転ヘラケズリ調整を施

す。 9は高杯の脚柱部と思われ、外面に沈線を一条

巡らせている。

溝SD80出土遺物 (10) 土師器甕である。口縁

部は外傾する。

土坑SK81出土遺物 (11---15) 須恵器や土師

器類がまとまって出土し、一括性が高いものと考え

られる。時期的には飛鳥時代後半頃のものであろう。

土師器椀 (11)はやや粗製の椀で、外面に指オサ

工痕を明瞭に残す。 13は杯である。内面にミガキを

施す。 4は高杯である。一見して古墳時代の高杯を

思わせる脚部がつき、類例をあまり見ない。杯部の

内面にはミガキが施される。甕 (14)は口縁端部を

丸くおさめるものである。須恵器杯身 (12)は都城
(2) 

分類の杯Gに相当するものである。
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包含層•その他の遺物 (16-----40) 包含層など明

確な遺構に伴わない遺物を一括して記す。

16・17はS字状口縁台付甕の脚台部である。 16

は古墳時代前半、 17は後期のものである。

18-----2 2は須恵器。 18・19は内面に返りがつくも

のである。 20・21は高台がつくもので都城分類の杯

Bに相当しよう。

22は鉢になると考えられ、外面に沈線をもつ。

23・24は土師器である。摘みがつく杯蓋になろう。

25-----2 7は把手。 26は甕あるいは鍋につくものと考

えられる。 28は緩やかに外反する甕で、端部外面に

沈線をもつ。内外面はハケメ調整である。29は土錘。

30-----35は中世前期の遺物である。 30は陶器小皿、

31-----35は無釉陶器椀（山茶椀）で、いずれも渥美産のも

のである。 33は高台部に籾殻痕を明瞭に残す。

38・39は加工円盤。陶器椀の体部や高台部を利用

している。 207は瀬戸美濃系の播鉢である。内面に

はOに「史」の刻印が見られる。近世後半頃のもの

であろうか。 （演辺）

b 木製品

杭 類 (42------57) いずれも SR77に打ちこま

れていたものである。直径約5cm、長さ50cm前後

の細い杭が大半で、自然木の先端を加工している。

側面は整形せず、樹皮をそのまま残すものが多い。

柱 材 (60) SB75の柱掘形から出土したもの

である。樹種はヒノキと考えられる。残存径は約

17cm、長さは47cmほどで、側面にはエ具痕を明瞭

に残す。

板 材 (59) SD70から出土したものである。

木取りなどから判断すると、建築部材を転用した可

能性が考えられる。全体的に欠損が激しく、具体的

な用途は不明である。 （中川・演辺）

＜註＞
(1) 山田猛「天花寺廃寺l「昭和 55年度県営圃場整備事業地域埋

蔵文化財発掘調査報告」三重県教育委員会 1981 

(2) 古代の上器研究会編「古代の土器 I都城の土器集成」 1992
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番号 実測番号 器種等 次数 グリッド 遺構・層名等 計測値 (cm) 調整技法の特徴 胎土 色調 残存 備 考

1 1607 須恵器杯身 5次 b23 SD70 （口）11.4 外内；；回回転転ナナデデ→ヘラ切り やや密 灰白 口縁部片

2 1605 須恵器杯身 5次 b23 SD70 （台）13 2 外内；；回回転転ナナデデ→高台貼付 やや密 灰白 断台 1/3

3 1608 土師器高杯 5次 b23 SD70 外内；； ナシデポリ→ナデ やや密 灰白 脚柱部

4 1603 土師器扁杯 5次 b23 SD70(上面） 外内 ；； シナポデリ やや柑 にぶい褐色 脚柱部

5 1601 土師器甕 5次 a23 SD70(J: 面） （口）22.2 外内；； ナョデコ→ナハデ→ケハメケメ やや密 にぶい黄橙 口縁 1/8

6 1503 軒丸瓦 5次 SD70(上面） 外内；；複ナ弁デ重弁八葉蓮華文 珠文帯 やや密 灰 瓦当 3/5

7 1604 土師器壺？ 5次 alO SR77(下層） （底）4.3 外内；；ナナデデ→エ具アタリ やや密 黄灰 底部完存

8 1609 須恵器高杯 5次 al3 SR77(第1層上） 外内 ；； 回回転転ナナデデ→沈線 やや密 灰白 脚柱部

， 1606 須恵器杯身 5次 SR77(上層） （口）11.1 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ やや粒 灰 口縁 1/8

10 1602 土師器甕 5次 SD80 （口） 18 外内 ；ヨコナデ→ハケメ
；ナデ やや密 にぶい黄橙 口縁小片

11 1702 土師器椀 5次 zll SK81 P3 （口）12.3 外内；・ ョコナデ→指オサエ
，ナデ 灰黄褐 口縁3/8

12 1703 須恵器杯身 5次 zll SK81 P4 （口）11.8 外内 ；； 回回転転ナナデデ やや密 灰白 口縁 7/8

13 1801 土師器杯 5次 zll SK81 P2 外内；；ヘミラガケキズリ やや密 明赤褐 底部片

14 1701 土師器甕 5次 zll SK81 P4 （口）16 .8 外内；；ナョデコ→ナハデケ→メハケメ 粗 褐灰 口縁 1/3

15 1704 土師器高杯 5次 zll SK81 Pl （口）17.2 外内；；ヘナデラ→ミ脚ガ部キ貼→付ナ→デ指オサエ やや密 にぶい橙 □ 3/8台1/2

16 1405 土師器台付甕 5次 alS 包含層 （裾）7.6 外内；；ハナケデメ→ナデ やや枡 にぶい黄橙 台1/2

17 1408 土師器台付甕 5次 b24 包含層 （裾）9.0 外内 ；；指工具オサナエデ→→ナヨデコナデ やや粒 浅黄橙 台1/6

18 1404 須恵器杯蓋 5次 表土 （口）12 外部貼；付回転内ナデ；→回転回転ナデケズ')→摘 密 灰 口縁 2/3

19 1205 須恵器杯蓋 5次 b24 包含層 （口） 11 外内；；回回転転ナナデデ→回転ケズリ 密 灰 口縁 1/3

20 1103 須恵器杯身 5次 重機掘削 （台）12.1 外台貼；付回転内ナデ；→回転回転ナケデズリ→高 やや粒 灰 台部 1/2

21 1204 須恵器鉢 5次 b23 包含層 （口）13.0 外内 ；； 回回転転ナナデデ→沈線 密 灰 口縁 1/8 外面に自然釉

22 1403 須恵器杯身 5次 重機掘削 （台）12.1 外内；；回回転転ナナデデ→高台貼付 やや枡 灰 底部 1/2

23 1407 土師器杯蓋 5次 b24 包含層 外内；；回回転転ナナデデ→摘部貼付 密 にぶい黄橙 摘部のみ

24 1406 土師器杯蓋 5次 a23 包含層 外内；；回回転転ナナデデ→摘部貼付 密 淡黄橙 摘部のみ

25 1206 土師器把手 5次 b24 包含層 外内 ；； ョョココナナデデ→→把オ手サ貼エ付 やや密 にぶい黄橙 把手のみ

26 1402 土師器把手 5次 表土 外内 ；； ハハケケメメ→→把オ手サ貼エ付 やや糀 灰褐 把手のみ

27 1502 土師器把手？ 5次 a24 包含層 外；ケズリ やや密 浅黄 把手のみ

28 1401 土師器甕 5次 表土 （口）20.0 外内 ；； ョョココナナデデ→ハハケケメメ やや柑 灰黄褐 口縁部片

29 1501 土錘 5次 a23 包含層 （長さ）2.6 外内 ；； ナナデデ 密 にぶい黄橙 重量， 25g 

30 1201 無釉陶器小皿 5次 重機掘削 ｛嵩口さ）） 84.5 .0 外内；，回回転転ナナデデ→底部糸切り やや密 灰白 口縁部1/4 

31 1102 無釉陶器椀 5次 表士 （台）90 外台貼；付回転内ナデ；→回底転部ナ糸デ切り→高 やや密 灰 底部 3/8 渥美産

32 1104 無釉陶器椀 5次 b24 包含層 （台）11 5 外台貼；付回転内ナデ；→回底転部ナ糸デ切り→高 粗 灰黄 底部 1/6 渥美産

33 1106 無釉陶器椀 5次 b24 包含層 （台）60 外台貼；付回転内ナデ；→回底転部ナ糸デ切り→高 粗 灰白 底部 1/2 籾殻痕つく 知多産か

34 1105 無釉陶器椀 5次 重機掘削 （台）8.0 外台貼；付回転内ナデ；→回底転部ナ糸デ切り→底 密 灰白 底部 2/3 渥美産

35 1101 無釉掏器椀 5次 表土 （台）7.5 貼回付転ナ内デ→；底回転部糸ナ切デり？→底台 やや密 灰白 底部完存 渥美産

36 1202 陶器椀 5次 bl6 撹乱溝 （台）5.0 外内；；施施釉釉→高台削り出し やや密 浅黄 底部完存

37 1203 陶器椀 5次 bl6 撹乱溝 （台）4.0 外内；；施施釉釉→点台肖IJり出し 密 灰オリープ 底部完存

38 1303 加工円盤 5次 b20 包含層 （径）42 外，打ち欠き 密 浅黄 完存 重陶器量椀；の5体.63部gを転用

39 1302 加工円盤 5次 b20 包含層 （径）50 外；打ち欠き 密黒 完存 天重量目茶；碗44底.6部2gを転用か

40 1301 掏器播鉢 5次 bl7 包含層 符i鸞昇Z二塁塁→刻印 密 にぶい赤褐 口縁片

tab.16 第 5次調査区出土遺物観察表（土器類）

番号 実測番号 名称 次数 グリッド 遺構層名 計測値 (cm) 材質その他

41 902 丸杭 5次 Cll SZ77・Wl 残長404 幅 45 芯持材、樹皮残る

42 1005 丸杭 5次 C 11 S Z 77・W 2 残長 27.9 幅42 芯持材、樹皮残る

43 1002 丸杭 5次 C 11 S Z 77・W 3 残長 502 幅 5.3 芯持材、樹皮残る

44 906 丸杭 5次 Cll SZ77・W4 残長36.3 幅4.5 芯持材、樹皮全面

45 702 丸杭 5次 C 11 S Z 77・W 5 残長 54.2 幅 5.9 芯持材、樹皮残る

46 901 丸杭 5次 C 11 SZ77・W6 残長475 幅 4.5 芯持材、樹皮残る

47 704 割材 5次 Cll S Z 77 W 7 残長 57.8 幅 5.1 割材を加工

48 802 丸杭 5次 ClO SZ77・W8 残長469 幅 51 芯持材、樹皮残る

49 904 丸杭 5次 ClO SZ77・W9 残長39.6 幅40 芯持材、樹皮残る

50 903 丸杭 5次 C 10 S Z 77 W 9 残長 41.l 幅 5.5 芯持材、樹皮残る

51 905 丸杭 5次 ClO S Z 77 W 10 残長370 幅 4.5 芯持材

52 703 丸杭 5次 ClO S277・Wll 残長 52.5 幅 5.5 芯持材、樹皮残る

53 801 丸杭 5次 C 10 S Z 77・W 13 残長 52.1 幅 4.5 芯持材、樹皮残る

54 701 丸杭 5次 C 10 S Z 77・W 14 残長 73.3 幅 6.0 芯持材、枝材、樹皮残る

55 1004 丸杭 5次 C 10 S Z 77 W 15 残長45.7 幅 4.1 芯持材、樹皮残る

56 1001 丸杭 5次 ClO S Z 77 W 16 残長57.0 幅 4.7 芯持材、樹皮残る

57 1003 丸杭 5次 C 10 S Z 77・W 17 残長 567 幅 4.8 芯持材、樹皮残る

58 803 割材 5次 C 10 SD 70 厚3.0 板目材、上面の劣化激しい

59 1101 柱材 5次 C 11 SB 75 P 3 長47.7 幅 172 芯持材、樹皮残る

tab.17 第 5次調査区出土木製品観察表
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VI 調査のまとめと検討

堀田遺跡第 3-5次調査では、縄文時代から近世

にかけての遺構・遺物を確認することができたが、

なかでも古墳時代前期・飛鳥～奈良時代の遺物が最

も充実した内容を示していた。

今回の報告対象となった一連の事業による堀田遺

跡の発掘調査は今年度も実施している。ここでは、

今回の調査成果の中で注目できる事柄を 2・3抽出

して検討し、これまでの調査区内におけるまとめと

する。

1 堀田遺跡の地形状況

堀田遺跡の所在する地は、中村川下流左岸であり、

中村川が本流の雲出川に合流する1kmほど手前の標

高約10mほどの低地である。今回の調査地は、国土
(1) 

地理院の区分では低位段丘面、高橋学氏の区分では
(2) 

「沖積平野 I下位面」とされている地点である。

現在の当遺跡周辺は圃場整備事業が完了しており、

具体的な地形を見るのは困難である。仲見秀雄氏の

分析によると、遺跡北西の一志町片野地区北部は条
(3) 

里型地割とされており、圃場整備前の地形図 (fig.

39) を見ると、遺跡東側には旧河道と思しき地割が

展開していることが明確に把握できる。

調査区の付近をもう少し細かく見ると、遺跡の東

側と同様な旧河道と思われる地割が存在し、すぐ西

側には真北方位を基調とすると見られる地割が展開

していることが見て取れる。調査区相当箇所に見ら

れる旧河道痕跡は、今回の調査で確認できた流路

（第 3次調査区の SD4・8、および第 4次調査区

のSR41、以下、ここでは「流路A」と呼称する）

とほぽ揃っている。このことから、調査区内で確認

できた旧河道は、圃場整備直前までの当地に、その

痕跡を留めていたと評価してよい。

さて、流路Aは古墳時代前期頃までには成立して

おり、その後、奈良時代頃までには埋没しているも

のであった。ということは、奈良時代までの河道が、

つい最近の地割にまで影響を及ぽしていることを意
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味している。奈良県の大和盆地では、古代以前の旧

河道は概ね中世以降の土地改変によりその痕跡が見

いだせなくなり、現在でも確認できる旧河道痕跡は
(4) 

中世後半以降のものであるとされている。大和地域

のように開発が頻繁な場所とそうではない場所があ

ることを明確に意味している。

2 古墳時代前期の堀田遺跡

今回の調査区では、古墳時代前期に相当する時期

の遺構・遺物が最も充実している。

a 河道と導排水路について

流路Aに接続する溝が何条か確認されている。こ

れらは導排水路と考えられ、流路A内に設置された

杭列の存在から、導水路を含んでいることは間違い

ない。

確実に導水路と考えられるものは 2条あり、それ

ぞれで少しずつ機能の違いが指摘できる。

第4次調査区河道aの北端西寄りに曲がる流路は、

ちょうど流路 aが東へと蛇行する地点に開削されて

いるものである（以下、これを「導水路 a」と呼称）。

埋土には流路Aと同様の砂礫層があり、本来は河道

そのものであった可能性がある。これは位置的に見

て、流路Aの水流のうちの主要な部分を西側へ取り

込もうとする施設であると評価され、導水路のなか

でも極めて重要な機能を果たしたものと考えられる。

溝 SD42は、同じく導水路と考えられるものの、

その幅は狭い。流路Aの中に杭列を打ち込み、その

障壁作用によってSD42へと導水したものと考えら

れ得る（以下、これを「導水路 b」と呼称）。導水

路 bは、導水路 aにも接続されるような性格のもの

であると考えられる。 SD42からは陽物を象ったと

考えられる木製品が出土しており、導水路での祭祀

形態のひとつとして評価できるのではなかろうか。

これらの水路は、調査地が南西側に天花寺丘陵を

望む位置にあたることから見ても、調査区西側へと

導水するための施設であると考えられる。基本的に



l
 

fig. 39 堀田遺跡周辺の旧河道を中心とした旧地形 (1:10,000) (嬉野町都市計画平面図 (1976)を合成）
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は耕作地への導水機能を果たすものと考えて大過な

かろう。

なお、今回の調査区内からは、鋤．鍬類がほとん

ど出土していない。これは、当施設が可耕地域へと

導水する場所＝最上流部にあたるためと考えられる。

b 古墳時代前期の土器

流路Aからの出土土器は、古墳時代前期初頭頃か

ら量を増している。おそらくはこの頃から流路Aに

対して人の手が本格的に加えられてきたのであろう

が、量的に最も充実するのは古墳時代前期後半頃で

ある。

① 溝 SD42出土の土器

溝SD42からは、小形壺・壺・高杯・甕などの資

料がまとまって出土している。これらは完形品もし

くはそれに近いものを多く含んでおり、溝出土資料

とはいえ、一括資料ないしはそれに準じる資料とし

て取り扱ってよかろう。

この土器群を既存の編年観に照らし合わせれば、
、(5)

尾張地域では赤塚次郎氏の松河戸 I式、近畿地方で
、(6)

は木下正史氏による編年の布留 3式、近隣では川崎
(7) 

志乃氏の島貰C4期に相当する。

この資料から見るこの時期は、伝統性の継続と破

壊とが同時進行している、と表現できる。 S字甕を

中心とする台付甕が大小の法量構成を保つという伝

統性を保持して生産されている一方、この地域で製

作されたと考え得る丸底甕が確実に認められる。ま

た、高杯はこれまでの形態的伝統性を完全に払拭し、

おそらくは近畿方面からの影響による器形へと変化

している。壺についても、その製作技法的特徴は伝

統を引き継いでいるものの、口縁端部内面の肥厚

(fig. 24 -20など）は前代からの型式的系統ではな

く、近畿布留式の影響と見るのが妥当であろう。

つまり、島貰C4期は様式上の大きな画期として

も評価できるものと考えられるのである。

これまで、雲出川流域ではこの時期の良好な一括

資料に恵まれなかったが、松本権現前遺跡竪穴住居
(8) 

SH43出土資料、およびこの資料をもって基準と

することが可能である。

② 堀田遺跡における布留系の受容

さて、島貫C4期併行期における変化は、いくつ

かの土器で観察できる。これらは総じて、在来系の
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土器における布留系要素の受容という形態をとる。

堀田遺跡で確認できるのは、前述の二重口縁壺のほ

か、高杯・丸底甕・台付甕に見られる。

高杯は、その形態は当該地域の伝統から追うこと

ができず、明らかに近畿方面からの影響と見なせる。

ただし、脚柱外面の最終調整前に行われる縦方向の

ハケメは、 S字甕の脚台部外面に見られるハケメと

同様、右側にひねりながら下へと施すもの（脚部斜

ナデ手法）で手法的には伝統性を保持している。

同じことは丸底甕にもいえる。丸底甕には、体部

外面調整に斜め方向の粗いハケメを施すものがあり、

これは S字甕に見られる手法と考えられよう。

以上の 2器種は、形態的には在来の系譜を追えな

いものの、手法上は在来の連続性が確認できるもの

である。

次に、形態的には在来の系譜で追えるものに、手

法的に布留系要素が付加されたものを挙げる。その

典型が台付甕である。 fig.7の102-104の台付甕は、

台付甕であること、そして体部外面に羽状ハケメを

施していることから、伊勢地域における当該時期の

特徴を備えている。しかし、口縁部が「く」の字形

に外反することや脚台部の処理方法は、従来この地

で見られる台付甕とは異なっている。そして、口縁

端部が内面に丸く肥厚すること、とくに105の土器に

顕著な傾向として、体部内面のヘラケズリが見られ

ること、などは、布留系の要素として認識できるも

のである。

なお、ここで見た台付甕の傾向は、先述の二重口

縁壺も同じものとして見ることができよう。

また、手法的に付加されるものではないが、在来

の器形である S字甕にも類似した要素を見つけるこ

とはできる。 fig. 5 -71は、脚台部を破損した状態

での使用が明らかなものである。破損部が非常に丁

寧に研磨されていることを考えると、あるいは意図

的に脚台部を除去し、丸底甕風に用いたと考えるこ

ともできる。

このような脚台部を欠損した状態～丸底の状態～

で用いられている土器は、三重県内からもいくつか

確認できるのであるが、とくに雲出島貫遺跡からは

多くの例が見られる。雲出島貰遺跡は、三重県内で

もとくに布留式土器の出土が顕著といえる遺跡であ
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形態・手法十 彩函

口縁部肥厚 ・台付

内面ケ三ズリ . s字甕的ハケメ

重

口

縁

壺

形態＋ 予院

．口縁部肥厚 ・ 擬口縁を多用 二、.
fig.40 堀田遺跡における布留系要素の受容（島貫C4期並行）

(9) 

り、今回の堀田遺跡の例を含めれば、雲出川流域一

帯がそのような地域として措定できるものと考える。

以上のように、堀田遺跡における島貫C4期併行

期は、布留系の要素について、器形（高杯・丸底

甕）だけでなく、手法（台付甕・ニ重口縁壺）をも

取り入れた段階として、大きく評価できる時期とい

える (fig. 40)。とくに、台付甕の形態に見られ

る布留系と在来系の見事な融合は、それを象徴する

ものとして評価できる。

なお、このような台付甕は今のところ堀田遺跡以

外では確認されておらず、さらにその後系譜がたど

れない一過性のものと考えら

れる。つまり堀田遺跡は、布

留系と在来系との融合がより

先鋭的かつ局地的に表現され

た場といえよう。

以上のことは、次に見るニ

重口縁壺と朝顔形埴輪との関

係からも窺われる。

③ 二重口縁壺と埴輪

流路Aからは底部穿孔二重

口縁壺（以下、単に「二重口

縁壺」と呼称）と埴輪が出土

している。朝顔形埴輪と考え

られるこの埴輪は、それ自体

伊勢における最古の事例とし

て重要なものであるが、その

意義については、前述の視点

で見ることによってさらに典

味深いものがある。

まず、所属時期である。ニ

重口縁壺は、破片から復元し

たものではあるが、その形態

は、頸部から体部にかけての

傾斜が比較的きつく、体部最

大径部分があまり横へ張り出

さないという特徴がある。こ

の特徴から、第 4次調査区の

SD 42出土土器群と併行する

時期、つまり島貰C4期併行

期と考えられる。朝顔形埴輪

についても、頸部から壺形体部にかけての形態が同

じ状況であることから、やはり島貰C4期併行であ

ろう。つまり、両者は同時期に存在していたものと

評価できる。

つぎに製作技法を見る。二重口縁壺は、土器製作

技法的に見ても、明らかに堀田遺跡を含む当地での
(10) 

製作によるものである。一方の朝顔形埴輪について

も、口縁部の外反形態や口縁屈曲部の擬口縁の状況

などから、概ね在来の＝重口縁壺を製作する手法に

拠っていると評価してよい。

とはいえ、朝顔形埴輪の形態的イメージは明らか
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に初現的な埴輪の影響下にあり、その源流を辿れば

近畿地方、とくに大和地域との関係を想定せざるを

得ない。つまり、堀田遺跡では、在来的な手法によ

る二重口縁壺と外来的な要素を含む朝顔形埴輪とが

共存しているのである。この共存現象は、つい最近

まであまり知られておらず、二重口縁壺のみ、ある

いは朝顔形埴輪と円筒埴輪の組み合わせ、といった

ように、それぞれが別個に構成されていた事例が知

られるのみであった。しかし、近年の松阪市宝塚 l

号墳の発掘調査により、二重口縁壺と埴輪との共伴
(11) 

が知られるようになった。また、青塚古墳（愛知県

犬山市）でも、同様な組み合わせを見ることができ

る⑫〇

では、このような在来要素と外来要素の混在は何

を意味するのであろうか。

大和との関係を考える上で興味深いのは、奈良県

天理市に所在する東殿塚古墳から出土している二重
(13) 

口縁壺である。これらは、その形態および東殿塚古

墳出土資料に見られるような土器成形上の特徴から

見て、伊勢の二重口縁壺との関係が深いものと考え

られる。大和地域を含む近畿地方の二重口縁壺は、

箸墓古墳や桜井茶臼山古墳出土資料に典型的に見ら

れるような、直立する頸部から横へ強く開く形態を
(14) 

基本とするのものであろっ。そして何より、底部が

丸底であることがその最たる特徴である。底部が平

底をなす東殿塚古墳のような資料は、伊勢地域から

の影響のもと、成立したと考えられる。

ただし、二重口縁壺の形態そのものは元来伊勢に

あるものではなく、大和地域を含む近畿地方で成立

した形態であろう。つまり、東殿塚古墳で見られる

二重口縁壺は、大和地域で発生したものでなはなく、

伊勢からの影響と見ることができるが、それは状況

的にはいわばUターン現象といえる。

以上のことを総合すれば、当該時期の土器類に見

られる伊勢⇔大和の相互関係のなかで、堀田遺跡の

二重口縁壺と朝顔形埴輪が存在していると評価され

よう。なかでも堀田遺跡の例は、前述した台付甕な

どの土器群の動向とも絡めることによって、このと

ころ列島規模で注目を集めている宝塚 1号墳の埴輪

群が成立する前段階を象徴的に示すものとして、極

めて貴重な事例といえる。
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④ 古墳時代前期における中村川流域の再評価

以上の事例を見ると、堀田遺跡における島貰C4

期併行期とは、土器様式上での画期を見せる以上に

大きな意味を持つことが指摘できる。当遺跡の特徴

である在来系と布留系との融合が、当該時期前後の

前方後方墳が密集する中村川下流域の一角で展開し

ていることは注意されてよい。東海地方や関東地方

の独自性を言う際に使われることの多い前方後方墳

であるが、それを地域の独自要素を示す資料として

用いるためには、このような現象を積極的に評価す

る必要がある。少なくとも堀田遺跡の事例は、当地

における古墳文化が東海地域の独自様相として把握

されるものではなく、大和地域を含めた近畿地方と

の極めて密接な関連の下にあることを示しているの

である。

3 古代の遺構・遺物と一志郡家への展望

a 「郡一神社」と周辺遺構

堀田遺跡で確認された古代の遺構には、流路Aの

ほか、掘立柱建物と溝がある。掘立柱建物は 2棟確

認されており、溝も 2・3条存在する。これらはそ

の軸方向が真北 (NOO E W)前後であり、真北方

位をかなり意識して設定されているものと考えられ

る。調査区の周辺には条里型地割と考えられるもの

が展開しており、それとの関係において考察するこ

とも可能であろうが、今回は真北を意識した地割が

奈良時代前後の当地で確認されることを指摘するに

留める。

さて、土器類が出土した遺構は、その大部分が流

路Aである。ここから出土した土器はほとんどロー

リングを受けていない。この段階の流路Aはほとん

ど水流の無い、いわば湿地状の部分であったものと

考えられる。とくに第 3次調査区側から多数出土し

ていることから考えると、第 3次調査区の東に隣接

する場所で使用されたものがここへ投棄されたと考

えるのが妥当であろう。 fig. 39を見ると、第3次調

査区の東側に東西約150m、南北約230mの、見よう

によっては方形に見える微高地が存在する。ここは

昭和56年度の堀田遺跡第1・2次調査で竪穴住居や

掘立柱建物と考えられる遺構が確認されているとこ



ろであり、居住域としては最も適切な場所である。

堀田遺跡の脇を流れる中村川の何処かでは、斎王

群行（つまり往路）時に祓いの行われた場所として
(15) 

記録があり、その地に一志郡家も所在していたとさ
(16) 

れる。遺跡付近の大字は宮古（みやこ）といい、何

らかの公的施設が所在していた場所を匂わせる。そ

こで重要となるのが、今回の調査区東側にかつて存

在していた「郡市神社」である (fig.39) この神

社は今では見ることはできず、明治40年に小川神社
(17) 

（嬉野町中川）に合祀されている。 「郡市（こおり

いち）」という名称は、当地が律令期一志郡の中枢

的な場で、「市」からは郡規模の物資が集散する場

であることを想起させる。第 3次調壺区の東側微高

地こそが一志郡家関連の中枢施設が存在する場であ

ると考えても不思議ではない。しかし、後述のよう

に、そう考える際にもいくつかの限定が存在して

いる。

b 暗文土師器と搬入土器の問題

さて、堀田遺跡近隣地域が、当該時期の「畿内系
(18) 

（型）」暗文土師器を多量に出土する遺跡の多いこと

はこれまでにも触れられてきたが、どの程度「畿内

系」と言えるのかについては未だ検討の余地が残さ

れている。「畿内系」の定義を、「精緻な暗文を施す

もの」という意味で捉えるならば確かにそうなので

あるが、実際には鳥居本遺跡（一志町八太）などで

は、この地で変容したと考えられる製品も確実に含
(19) 

まれている。

それに対し、堀田遺跡の土器類には、調整・手法

の点からは、都城のものと大差のない製品がかなり

含まれている。しかし、素地粘土の状況を見ると、

いくつかの分類ができそうである。

堀田遺跡の杯皿類に見られる胎土を、肉眼観察に

よって分類すると、次のようになる。なお、このA

-Dの区分については、遺物観察表に記しておいた

ので参照されたい。

素地A類 白っぽい発色で、小石粒の多いもの。

素地B類 小石粒をほとんど含まない精製された素

地であるが、白っぽい。また、黒斑の見られるもの

が多い。

素地c類 赤っぽい発色で、精製された素地に赤色
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粒が入るもの。

素地D類 緻密で極めて締まった素地であり、小石

粒の含有も少ない。

素地A類は粗製の椀・杯類が含まれるものであり、

堀田遺跡近隣の地域系統上にある土器類に用いられ

るものと見られる。素地B・C類は、白っぽい発色

が特徴のもので、堀田遺跡近隣で生産された精製土

器であろうと考える。素地D類は事例が最も少ない

もので、大和地域方面をも含めた搬入品の可能性が

ある。

以上の区分のうち、素地A類には精緻な暗文を施

すものがほとんど見られないが、素地B-D類には

極めて丁寧な暗文のあるものが数多く認められる。

素地B・C類を堀田遺跡近隣で生産されたものと考

えると、堀田遺跡には都城方面から暗文土師器に関

する豊かな情報が直接入り込んでいたと考えられる。

このことは、堀田遺跡近隣地域が、都城方面との連

絡の極めて緊密な地域であることを示していよう。

この段階の堀田遺跡が、かなり密接に中央と結びつ

いていた場であることを示している。

この一方、今回の調査では暗文土師器とは別の意

味で興味深い他地域の土器もある。第 4次調査区か

らは、濃尾形長胴甕と「近江型」甕が出土している。

濃尾形長胴甕は濃尾平野がその中心地域とされてお
(20) 

り、 「近江型」甕は伊賀地域からの搬入と考えられ
(21) 

る。濃尾形長胴甕の搬入経緯には、当該時期におけ

る須恵器分布との絡みで副次的に運ばれた可能性も

あるが、当該時期における煮沸具の搬出は極めて珍

しいと考えられる。

この事実を先の暗文土師器の状況と絡めるならば、

堀田遺跡近隣では、土器に関する各地域の情報が流

入している、と把握してよい。単純な比較はできな

いが、先に触れた雲出島貰遺跡における古墳時代前

期の状況と古代における堀田遺跡とは、大枠で類似

した状況下にあったと見ることも可能である。

当該時期の搬入土器については、須恵器類の検討

は深まっているものの、土師器については実態の把

握がはじまった段階である。したがって、堀田遺跡

における搬入土器の存在について、今のところあま

り強調するのは控えなければならない。しかし、少

なくとも箪者の見ている範囲で、当該時期における



土師器の移動は稀なものであり、「畿内系暗文土師

器」の動向と絡めてこれら搬入士器の評価も行うこ

とができるものなのであろう。
(22) 

ただし、これらの遺物が、都城編年の飛鳥1IIを最

古とし、平城 I1までには終結していることは極めて

重要である。雲出島貫遺跡の動向からは、都城編年

の平城I1を境に、それまでの中央との密接な結びつ
(23) 

きを払拭して、地域色を発現している。堀田遺跡で

は平城II以降の状況が明確ではないものの、中央的

な要素の欠落、という視点から言えば、雲出島貰遺

跡の動向に一致すると見ることもできる。

斎王群行に際する史料にしてもあくまでも平安時

代後期の史料であり、直接当遺跡と結びつけるのは

危険である。堀田遺跡における奈良時代以降の動向

については、今後の調査進展に期待したい。

おわりに

以上、これまでに調査してきた堀田遺跡の成果か

ら、いくつかの検討を行ってきた。冒頭で述べたよ

うに、堀田遺跡の調査は今年度にも行われる。小稿

はそれを見る以前に記しているものであり、いくつ

かの麒齢が生じる可能性もあるが、一応この段階で

のまとめとしておく。

（伊藤）
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(7) 川崎志乃「古墳時代前期の雲出島貫遺跡」（「嶋抜J皿 三

重県埋蔵文化財センター 2001年）

(8) 村田匡「松本権現前遺跡発掘調介報告」（三雲町教育委員会

1999年）

(9) 伊藤裕偉・川崎志乃「雲出島貰遺跡の古式土師器」（「嶋抜」

第 1次調査 1998年）

(10) 伊藤裕偉「古墳時代前期に置ける土器製作技法の検討」
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（「天花寺山」一志町嬉野町遺跡調査会 1991年）

(11) 福田哲也ほか「宝塚l号墳発掘調査概報J(松阪市 2001年）

(12) 赤塚次郎ほか「史跡青塚古墳調介報告書」（犬山市教育委員

会 2001年）

(13) 青木勘蒔ほか「西殿塚古墳・束殿塚古墳」（天理市教育委員

会 2000年）

(14) 資料については、第 25回埋蔵文化財実行委員会編「古墳

時代前半期の古墳出土土器の検討」（研究集会資料 1989年）

を参照した。

(15) 田中家本「春記」長暦 2 (1038)年 9月条。古瀬奈津子

「「田中家本春記」について～長暦 2年 8・9月条の紹介」

（「国立歴史民俗博物館研究報告」第 50集 1993年）、およ

び榎村寛之「十一世紀斎王群行の社会的背景～「田中家本春

記」に見る伊勢への旅～」（「Miehistory」vol.8 1996年）

(16) 前掲田中家本「春記」長暦 2年 9月条。なお、断定こそし

ていないが、榎村寛之氏は史料に見える「小河楔」を中村川

と推測している（前掲榎村氏論文）。

(17) 「一志郡史」下巻 (1995年） p231 「小川神社」の項

(18) 林部均「東日本出土の畿内産土師器」（「考古学雑誌」 72-1

1986年）など。なお、この「畿内系（型）」の範疇は研究者に

よって様々であるため、ここでは士器の内面に放射荻・螺旋

状の暗文を施すもので、それに形態的に類似するものをも含

めた総称として認識しておく。

(19) 稲生進一•吉村利男「鳥居本遺跡発掘調査報告」(-志町教

育委員会 1975年）の PL8 -68の土器など。

(20) 城ヶ谷和広・上村安生ほか「考古学フォーラム座談会長胴甕

とその時代」（「考古学フォーラム」 no.11 1999年）

(21) 笠井賢治「北伊賀地域における古代前半期の土師器甕」

（「瓦衣千年 森郁夫先生還暦記念論文集」 1999年）

(22) 都城編年と分類については、古代の土器研究会編「古代の上

器 1 都城の土器集成」 (1992年）を参照した。

(23) 伊藤裕偉「雲出島貰遺跡における古代の上器」（註(7)文献

に同じ）
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ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査面積
調査期間

m2 
調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号
0 , ,, 0 , ,, 

ほ っ た いせき いちしぐんうれしのちょう 24405 224 34度 138度 19951002~ 3次 県道（主要地方

堀田遺跡 一志郡嬉野町 38分 38分 19960209 1,500 道）松阪一志線

みやこあざつきやま 05秒 07秒 19991018- 4次 国補緊急道路整

宮古字築山ほか 19991125 850 備A工事

20001018,...._ 5次

20001204 600 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

堀田遺跡 集落跡 縄文時代 突帯文土器

（河道）

弥生時代 遠賀川系土器

古墳前期 河道・水路 土師器・朝顔形埴輪・ 朝顔形埴輪と底部穿孔

底部穿孔壺・木製品 二重口縁壺の共伴

古墳後期 河道 土師器・須恵器 木製品良好

木製品

飛鳥奈良 掘立柱建物・溝 土師器・須恵器 暗文土師器極めて良好

（暗文土師器多量）

中世前期 溝 土師器・陶器
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平成 14(2002)年 3月に刊行されたものをもとに

平成 19(2007)年 11月にデジタル化しました。
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